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はじめに

このマニュアルは、システム管理者が Sun N1™ System Managerを理解し、管理する
のに役立ちます。詳細な例および手順を使って、N1 System Managerによるユーザー
やロールの管理、OSや OSアップデートのインストール、サーバーへのプロビジョニ
ングとサーバーの検出、監視、管理方法を説明しています。

注 –このマニュアルの情報の多くは、N1 System Managerのコマンド行インタフェー
スに重点を置いています。同じ作業にブラウザインタフェースも使用できる場合は、
本文でそのことを示します。ブラウザインタフェースの上部右の角の「ヘルプ」ボタ
ンをクリックすると検索ができるヘルプシステムにアクセスすることができます。

対象読者
このマニュアルは、Sun N1 System Managerソフトウェアが動作するプロビジョニン
グ可能なサーバーの管理を担当するシステム管理者を対象にしています。このマ
ニュアルは、読者に次の基礎的な知識があるものと想定しています。

� Linuxおよび Solaris™オペレーティングシステム、各オペレーティングシステム
が提供するネットワーク管理ツールに関する知識

� Sun Microsystems、Ciscoなどのさまざまなベンダーのネットワーク機器および
ネットワークデバイスに関する知識

� ネットワークデバイスの相互接続およびケーブル接続に関する知識
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お読みになる前に
次のマニュアルをお読みください。

� 『Sun N1 System Manager 1.1の概要』
� 『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』
� 『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』

内容の紹介
第 1章では、次のことを説明します。

� コマンド行インタフェースおよびブラウザインタフェースを使用して N1 System
Managerでコマンドを入力する方法

� セッションロールおよび n1shスクリプトファイル

� セキュリティーおよびユーザーとロールの追加、削除、管理の方法

� パフォーマンスに関するガイドラインおよび管理サーバーのパフォーマンスを向上
させる方法

� データベースおよび構成ファイルのバックアップと復元方法

第 2章では、検出プロセス、グループへの管理対象サーバーの追加方法、障害のある
サーバーの交換のしかたについて説明します。

第 3章では、OSインストール、OSアップデート、およびファームウェアアップデー
トの管理方法に関する概念的な情報と手順について説明します。

第 4章では、管理対象サーバーおよびサーバーグループの更新、交換、名前の変更、
再起動、削除の手順を提供します。

第 5章では、サーバーおよびサーバーグループの監視方法、ポーリング間隔としきい
値の設定方法について説明します。また、この章には、ジョブおよびイベントログの
表示方法、通知の作成方法に関する説明も含まれています。

第 6章では、考えられる障害追跡のシナリオについて、また、しきい値違反、OSの
配備の失敗、および OSアップデートに関する問題の解決方法について説明していま
す。
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関連マニュアル
次のマニュアルには、N1 System Managerのインストールと使用方法に関する情報が
記載されています。

� 『Sun N1 System Manager 1.1の概要』
� 『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』
� 『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』
� 『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』
� 『Sun N1 System Manager 1.1ご使用にあたって』

Sun N1 System Managerソフトウェアによって配備される監視エージェントは、
Sun™ Management Centerソフトウェアで使用されている簡易ネットワーク管理プロ
トコル (SNMP)エージェントに基づいています。SNMPエージェントに関する詳細
は、Sun Management Center 3.5 Service Availability Manager User’s Guideを参照し
てください。

ドキュメント、サポート、およびトレー
ニング

Sunのサービス URL 説明

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/support/

http://jp.sun.com/training/

技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -aを使用してすべての
ファイルを表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

system% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING‘

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、および Kornシェルのデフォルトのシステム
プロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。

表 P–2シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェル $

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザー

#
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このマニュアルでは、特に指定しないかぎり、N1–ok> プロンプトを使用する n1sh
シェルの説明に「コマンド行」という用語を使用します。n1shシェルは、次のいず
れかのシェルです。

� ブラウザインタフェースのコマンド行区画から使用できるシェル。

� 管理サーバーの端末コンソールウィンドウで n1shと入力したあとに使用できる
シェル。

標準のコマンド行から N1 System Managerコマンドを使用することもできます。
UNIXのシェルまたは Linuxのシェルの標準のコマンド行で、 N1 System Manager
コマンドの前に n1shコマンドを使用します。
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第 1章

管理サーバーにおける N1 System
Managerの管理

この章では、N1 System Managerのユーザーインタフェース、セキュリティー機能、
ユーザー管理、管理サーバーのバックアップおよび復元の手順に関する情報を提供し
ますSun N1 System Managerの機能とコンポーネントの概要については、『Sun N1
System Manager 1.1の概要』を参照してください。

この章の主な項目は次のとおりです

� 25ページの「N1 System Managerへのアクセスの概要」
� 31ページの「N1 System Managerのユーザーセキュリティーの概要」
� 36ページの「ユーザーの管理」
� 41ページの「ロールの管理」
� 45ページの「N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルのバック
アップと復元」

N1 System Managerへのアクセスの概要
N1 System Managerを使用してプロビジョニング可能なサーバーのラックを管理する
方法には、次の 2通りがあります。

� コマンド行 – n1shコマンド。デフォルトでは、n1shシェル (N1–ok>プロンプト
を使用)を使用するようになっています。シェルモードにはタブ補完機能があり、
この機能を使ってすべてのコマンドオプションの説明を参照することができます。
詳細は、n1shのマニュアルページを参照してください。

� ブラウザインタフェース –コマンド行の機能のサブセットを提供するWebユー
ザーインタフェース。ブラウザインタフェースには、「コマンド行」区画の n1sh
シェルもあります。ブラウザインタフェースを使って管理作業を行うと、コマン
ド行区画に対応するコマンドが表示されます。「コマンド行」区画は、シェルモー
ドにおける n1shコマンドと同じ機能を提供します。
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n1shコマンドには、これ以外にも、管理コマンドを発行する 2つの方法がありま
す。n1sh -eオプション (すなわち、UNIX® モード)では、 UNIX® シェルから一度
に 1 つずつ管理コマンドを発行できます。 n1sh -f オプションでは、実行する管理
コマンドからなるカスタムスクリプトを指定できます。詳細は、n1shのマニュアル
ページを参照してください。

コマンド行に関するヒント
ここでは、N1 System Managerのコマンド行インタフェースを使用する際のいくつか
のヒントを示します。

idキーワード
idキーワードは、N1 System Managerコマンド行で、一部の属性値 (主に server属性
値)の前に使用することができます。このキーワードは、予約済みのキーワードと同
じ名前である可能性がある属性値 (たとえば、allという名前のサーバー)に対して提
供することを目的としています。

等号
等号 (=)は、N1 System Managerのコマンド行で、属性と値の間に使用します。たと
えば、次の 2つのコマンドは同じです。

N1-ok> set role MyRole description myDescription
N1-ok> set role MyRole description=myDescription

等号を使用する形式は、コマンド行ヘルプでは表示されません。

スクリプト内のコメント
n1shスクリプトをカスタマイズして作成した場合、行頭にコメント用の文字 (#)を指
定してその行の文字が無視されるようにすることができます。詳細は、30ページ
の「N1 System Managerコマンドのスクリプトを実行する」を参照してください。

複数の属性値
N1 System Managerのコマンド行では、複数の属性値をコンマ区切りのリストで指定
することができます。次に例を示します。

N1-ok> set server serverA,serverB,serverC locator on

コマンド行のヘルプでは、複数の属性値は、構文の中で次のような方法で表されてい
ます。set server <server>[,<server>...]
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引用符
N1 System Managerのコマンド行では、引用符および二重引用符がサポートされてい
ます。必要に応じて、どちらかの引用符をバックスラッシュを使用してエスケープす
ることができます。次に例を示します。

N1-ok> set role myRole description "Some Role that I’ve made up"
N1-ok> set role myRole description=’Some Role that I\’ve made up’

特殊文字
UNIXコマンドモードで n1shを実行するのに使用しているシェルの種類によって
は、一部の特殊文字はエスケープする必要があります。たとえば、bashシェルで
は、引用符は次のようにバックスラッシュでエスケープする必要があります。

$ n1sh set role MyRole description=\"Some Role that \\\"Paul\\\" made up\"

エスケープする特殊文字の詳細については、該当のシェルのマニュアルを参照してく
ださい。

n1shシェルモードでは、特殊文字をエスケープする必要はありません。したがって
上記と同じコマンドは次のようになります。

N1-ok> set role MyRole description="Some Role that \"Paul\" made up"

� N1 System Managerのコマンド行にアクセスする
ここでは、リモートシステムから有効なユーザーとして、N1 System Managerコマン
ド行 ( n1sh シェル) にアクセスする手順を説明します。管理サーバー上で直接、この
コマンド行にアクセスすることもできます。

管理サーバー の環境設定では、スーパーユーザー (root ) アカウントが作成され、シ
ステムのデフォルトロール (Admin、ReadOnly、および SecurityAdmin ) のすべ
てが付与されます。スーパーユーザー以外の有効なユーザーとしてログインする場合
は、37ページの「N1 System Managerユーザーを追加する」を参照してください。

1. リモートシステムから管理サーバーにログインします。

$ ssh -l user-name management-server

user-nameは、有効な N1 System Managerユーザーで、 management-serverは、管
理サーバーのホスト名または IPアドレスです。

パスワードの入力が求められます。

2. ユーザーアカウントのパスワードを入力します。

N1–ok>プロンプトが表示され、ログイン時にロールを指定する -rオプションを
使用していないかぎり、デフォルトの N1 System Managerロールでログインが受
け付けられます。

始める前に

手順
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3. N1–ok>プロンプトが表示されない場合は、次のコマンドを入力してコマンド行に
アクセスします。

# /opt/sun/n1gc/bin/n1sh [-r role-name]

通常、スーパーユーザー (root) ユーザーアカウントのログイン名は n1sh シェル
に自動的にログインするように設定されていません。

4. (省略可能)ユーザーアカウントに別の N1 System Managerロールが割り当てられ
ていて、そのロールに切り換えるには、次のコマンドを入力します。

N1-ok> set session role role

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set session」を参照してください。

� N1 System Managerのブラウザインタフェースに
アクセスする
ここでは、Sun Web Consoleを使用して N1 System Managerブラウザインタフェー
スにログインする手順を説明します。

管理サーバー の環境設定では、スーパーユーザー (root ) アカウントが作成され、シ
ステムのデフォルトロール (Admin、ReadOnly、および SecurityAdmin ) のすべ
てが付与されます。スーパーユーザー以外の有効なユーザーとしてログインする場合
は、37ページの「N1 System Managerユーザーを追加する」を参照してください。

サポートされているブラウザは次のとおりです。

� Netscape Navigator TM 7.1以上 (Linux版またはMicrosoft Windows版)
� MozillaTM 1.4以上 (Solaris版、Linux版、またはMicrosoft Windows版)
� Internet Explorer 6以上 (Microsoft Windows版)

N1 System Managerブラウザインタフェースのユーザー補助機能には、画像および表
の説明、キーボードによるナビゲーション、ツールチップなどがあります。

注 –コマンド行区画の N1-ok>プロンプトにカーソルを置くと、矢印キーのみを使用
して、前回入力されたコマンドや履歴内の次のコマンドを表示できます。「コマンド
行」区画の先頭にカーソルを移動するには、Shift+Tabキーを押してから、上矢印キー
を押します。ブラウザインタフェースの「コマンド行」区画から別の場所にフォーカ
スを移すには、Shift+Tabキーを 2回押します。

大部分の画面の最上部近くには、その画面の用途を説明したヘルプテキストがありま
す。入力フィールドおよび関連するチェックボックス、ラジオボタン、テキスト入力
フィールドの下には、短いヘルプテキストも表示されます。

始める前に

28 Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド • 2005年 9月



1. 管理サーバー上で、次の URLから Sun Web Consoleにログインします。

http://management-server

management-serverは、管理サーバーのホスト名または IPアドレスです。

Sun Web Consoleのログインページが表示されます。

2. N1 System Managerユーザー名とパスワードを使用し、Sun Web Consoleにログ
インします。

Sun Web Consoleの開始ページが表示されます。

3. Sun N1 System Managerのリンクをクリックして Sun N1 System Managerブラ
ウザインタフェースを起動します。

ブラウザインタフェースが表示され、デフォルトの N1 System Managerロールで
ログインが受け付けられます。ブラウザインタフェースの概要については、『Sun
N1 System Manager 1.1の概要』の「N1 System Managerへのアクセス」を参照
してください。

4. (省略可能)ユーザーアカウントに別の N1 System Managerロールが割り当てられ
ていて、そのロールに切り換えるには、「コマンド行」区画で次のコマンドを入力
します。

N1-ok> set session role role

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set session」を参照してください。

� 現在のセッションロールを表示する
ロールは、N1 System Managerの特定の機能にアクセスができるかどうかに影響があ
る場合があります。デフォルトでは、N1 System Managerへのログインは、デフォル
トロールで受け付けられます。

ロールについての詳細は、41ページの「ロールの管理」を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 現在のセッションロールを表示します。

N1-ok> show session

� セッションロールを切り換える
複数のロールを持っている場合は、特定の権限を必要とする作業を行うためにロール
を切り換えることができます。

手順

手順
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ロールと権限の詳細については、41ページの「ロールの管理」を参照してくださ
い。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 別のセッションロールに切り換えます。

N1-ok> set session role role

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set session」を参照してください。

� N1 System Managerのコマンド行を終了する

� 次のコマンドを入力して N1 System Managerのコマンド行を終了します。

N1-ok> exit

n1shシェルが終了します。

� N1 System Managerコマンドのスクリプトを実行
する
ここでは、ファイルに保存した N1 System Managerコマンドのカスタムスクリプト
を実行する手順を説明します。コマンドごとにリターンコードが返されます。また、
コメント指定用の文字 (#)を行頭に指定することができます。指定すると表示の際に
その行は無視されます。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

管理サーバー上のデフォルトのログインシェルが n1shシェルの場合は、この設
定を変更する必要があります。設定を変更しないと、n1shコマンドを実行してス
クリプトオプションを使用することはできません。

2. N1 System Managerコマンドを含むカスタムスクリプトを実行します。

# /opt/sun/n1gc/bin/n1sh -f filename

filenameは、カスタムスクリプトファイルへの絶対パスです。

n1shカスタムスクリプトファイル

以下は、n1sh-fコマンドを使って実行可能な n1shスクリプトファイルの例です。

手順

手順

手順

例 1–1
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# n1sh custom script

show group all

create group RACK1
create group RACK2
create group RACK3
create group RACK4
create group RACK5

add group RACK1 server SERVER1
add group RACK1 server SERVER2

add group RACK2 server SERVER3
add group RACK2 server SERVER4

add group RACK3 server SERVER5
add group RACK3 server SERVER6

add group RACK4 server SERVER7
add group RACK4 server SERVER8

add group RACK4 server SERVER9
add group RACK4 server SERVER10

add group RACK5 server SERVER11
add group RACK5 server SERVER12

show group all

N1 System Managerのユーザーセキュリ
ティーの概要
ここでは、N1 System Managerのユーザーセキュリティーの設定と管理の方法につい
て説明します。

N1 System Managerユーザーの管理に使用される作業には次のようなものがありま
す。

� 37ページの「N1 System Managerユーザーを追加する」
� 38ページの「N1 System Managerユーザーを削除する」
� 38ページの「ユーザーのデフォルトロールを設定する」
� 39ページの「ユーザーのデフォルトロールを表示する」
� 40ページの「ユーザーにロールを追加する」
� 40ページの「ユーザーからロールを削除する」
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� 40ページの「特定のユーザーに追加されているロールを一覧表示する」

N1 System Managerロールの管理に使用される作業には次のようなものがあります。

� 42ページの「ロールを作成する」
� 42ページの「ロールを削除する」
� 42ページの「ロールに権限を追加する」
� 43ページの「ロールから権限を削除する」
� 43ページの「使用可能なロールを一覧表示する」
� 43ページの「ロールに追加されている権限を一覧表示する」
� 44ページの「すべてのユーザーの追加されているロールを一覧表示する」
� 44ページの「使用可能な権限を一覧表示する」

N1 System Managerには、ロールに基づいて事前に定義された一定の組み合わせの権
限を使って、その主要機能 (コマンドおよびブラウザインタフェース領域)にアクセス
することを可能にするユーザーアカウントシステムがあります。権限は、たとえば
OSディストリビューションやジョブの削除などのような作業を、N1 System
Managerでユーザーが行うことができるようにする事前定義されたアクセス権の
セットです。ロールは、ユーザーがアクセス権を持つ権限の組み合わせです。N1
System Managerにはシステムのデフォルトロールが 3つありますが、必要に応じて
カスタマイズしたロールを作成することもできます。

次の表は、N1 System Managerが提供するシステムのデフォルトロールをまとめてい
ます。これらシステムのデフォルトロールは、変更できません。

表 1–1システムのデフォルトロール

ロール 権限 説明

Admin SecurityAdmin権限を除
くすべての権限。

このロールは、SecurityAdminが提供す
るロール管理に必要なもの以外の、N1
System Managerで使用できるすべての権
限を持ちます。

ReadOnly SecurityAdmin 権限を除
くすべての読み取り専用
(*Read)権限。

このロールのユーザーは、N1 System
Managerに関するステータス (読み取り専
用)情報のみ見ることができます。

SecurityAdmin RoleRead、RoleWrite、
UserRead、UserWrite、
PrivilegeRead

このロールは、ロールの作成や、ロールへ
の権限の追加、ユーザーへのロールの追加
などの、ロールの管理に必要な権限のみ持
ちます。

Sun N1 System Managerソフトウェアをインストールすると、管理サーバーのスー
パーユーザー (root)アカウントには、システムのデフォルトの 3つのロールがすべ
て追加され、Adminロールがアカウントのデフォルトロールに設定されます。

SecurityAdmin ロールを持つユーザー (セキュリティー管理者) は、組織での必要に
応じて新しいロールを作成する権限を持ちます。この権限には、ロールに権限を追加
する権限も含まれます。セキュリティー管理者は、ユーザーにロールを追加すること
もできます。
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たとえば、ある特定のユーザーが行える操作を、プロビジョニング可能なサーバー上
で OSアップデートの管理にだけ制限する必要があると仮定します。セキュリティ管
理者は、OSUpdateAdminという新しいロールを作成し、そのロールに次の権限を追
加することができます。GroupRead、JobRead、LogRead、
ServerDeployUpdate、ServerRead、UpdateRead 、UpdateWrite。権限につ
いての詳細は、表 1–2を参照してください。この後、セキュリティ管理者は作成した
ロールをそのユーザーに追加することになります。そのユーザーに追加されたロール
が OSUpdateAdminのみの場合、ユーザーは、OSアップデートの管理機能以外の、
N1 System Managerの他のいかなる部分にもアクセスできません。

注 – SecurityAdminロールのみの root以外のユーザーが、変更不可の
SecurityAdminロールに新しい権限を追加したり、自分のユーザーアカウントに新
しいロールを追加することによって、自身の権限セットを拡張することはできませ
ん。詳細は、36ページの「セキュリティ管理者の規則」を参照してください。

次の表は、ロールに追加可能な定義済み権限の一覧です。show privilege コマン
ドを使用すると、簡易形式でこの表を参照することができます。

表 1–2 N1 System Managerの権限

権限 説明 コマンド

Discover サーバーの検出 discover

FirmwareRead ファームウェアアップ
デートの一覧表示

show firmware

FirmwareWrite ファームウェアアップ
デートの管理

create firmware

delete firmware

set firmware

GroupRead サーバーグループの一覧
表示

show group

GroupWrite サーバーグループの管理 create group

delete group

add group

remove group

set group

JobRead ジョブの一覧表示 show job

JobWrite ジョブの削除または停止 delete job

stop job
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表 1–2 N1 System Managerの権限 (続き)
権限 説明 コマンド

LogRead イベントログの一覧表示 show log

NotificationRuleRead 通知規則の一覧表示 show notification

NotificationRuleTest 通知規則のテスト set notification notification
test

NotificationRuleWrite 通知規則の管理 create notification

delete notification

set notification

start notification

stop notification

OSProfileRead OSプロファイルの一覧
表示

show osprofile

OSProfileWrite OSプロファイルの管理 add osprofile

remove osprofile

create osprofile

delete osprofile

set osprofile

OSRead OSディストリビュー
ションの一覧表示

show os

OSWrite OSディストリビュー
ションの管理

create os

delete os

set os

PrivilegeRead 権限の一覧表示 show privilege

RoleRead ロールの一覧表示 show role

RoleWrite ロールの管理 create role

delete role

add role

remove role

set role

ServerBoot サーバーの再起動 reset group

reset server
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表 1–2 N1 System Managerの権限 (続き)
権限 説明 コマンド

ServerConsole サーバーのシリアルコン
ソールへの接続

connect server

ServerDeployFirmware サーバーへのファーム
ウェアのインストール

load server server firmware

load group group firmware

ServerDeployOS サーバーへの OSのイン
ストール

load server server osprofile

load group group osprofile

ServerDeployUpdate サーバーへの OSアップ
デートのインストールま
たはアンインストール

load server server update

load group group update

unload server server update

unload group group update

ServerExecute サーバーでのコマンドの
実行

start server server command

start group group command

ServerPower サーバーの電源の投入お
よび切断

stop group

stop server

start group

start server

ServerRead サーバーの一覧表示と再
表示

show server

set group group refresh

set server server refresh

ServerWrite サーバーおよび管理機能
の管理

add server server feature

delete server

UpdateRead OSアップデートの一覧
表示

show update

UpdateWrite OSアップデートの追加
および削除

create update

delete update

UserRead ユーザーの一覧表示 show user

UserWrite ユーザーの管理 create user

delete user

add user

remove user

set user
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これらのコマンドの詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』を参照してください。

セキュリティ管理者の規則
次の表は、N1 System Managerセキュリティー管理者の重要な規則です。

� root以外の N1 System Managerユーザーに SecurityAdminロールだけを追加
して、そのユーザーがセキュリティ管理者権限のみ持つようにすることは、問題な
くできます。この場合、SecurityAdminロール (変更不可)に新しい権限を追加
したり、自分のユーザーアカウントに新しいロールを追加することによって、そう
したユーザーが自身の権限セットを拡張することはできません。

� セキュリティー管理権限だけを持つ rootを設定することはできません。

� ユーザーが SecurityAdminロールとカスタムロールを持つ場合、そのユーザー
がセキュリティ管理者権限のみ持つように設定することもできません。これは、そ
うしたユーザーは、SecurityAdmin権限を使用してカスタムロールに任意の権
限を追加することが可能であり、このため、自身の権限セットを拡張することがで
きるためです。

ユーザーの管理
いつでも、新しい N1 System Managerユーザーを作成することができます。Sun N1
System Managerソフトウェアをインストールすると、管理サーバーのスーパーユー
ザー (root)アカウントには、システムのデフォルトの 3つのロールがすべて追加さ
れ、Adminロールがアカウントのデフォルトロールに設定されます。

次の表は、ユーザーの管理に使用するすべての作業およびコマンドをまとめていま
す。

表 1–3ユーザー管理の早見表

作業 コマンド構文

37ページの「N1 System Manager
ユーザーを追加する」

# useradd - s
# n1sh create user user role role

38ページの「N1 System Manager
ユーザーを削除する」

# n1sh delete user user
# userdel

38ページの「ユーザーのデフォルト
ロールを設定する」

set user user defaultrole defaultrole
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表 1–3ユーザー管理の早見表 (続き)
作業 コマンド構文

39ページの「ユーザーのデフォルト
ロールを表示する」

show user user

40ページの「ユーザーにロールを追
加する」

add user user role role

40ページの「ユーザーからロールを
削除する」

remove user user role role

40ページの「特定のユーザーに追加
されているロールを一覧表示する」

show user user

これらのコマンドの詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』を参照してください。

� N1 System Managerユーザーを追加する
管理サーバーオペレーティングシステムに新しいユーザーアカウントを追加するに
は、スーパーユーザー (root)である必要があります。ユーザー管理の以降の作業は、
この作業で使用したスーパーユーザーアカウントなどの、 SecurityAdmin ロール
を持つユーザーが行う必要があります。

N1 System Manager用の新しいユーザーを作成する場合、ユーザーのログインシェル
を UNIX®シェルまたは n1shシェルのどちらかに設定することもできます。ユーザー
のログインシェルが n1shシェルに設定されると、管理サーバーにログインしたとき
に、ユーザーは自動的に n1sh シェル (N1–ok> プロンプト) にログインします。

1. スーパーユーザーで、リモートシステムから管理サーバーにログインします。

$ ssh -l root management-server

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. useradd コマンドを使って、管理サーバーに新しいユーザーアカウントを追加し
ます。

次の詳細な設定情報を入力します。

� useradd - s オプションを使用し、ユーザーが自動的に n1sh シェルにログイ
ンするように設定します。例: useradd -s /opt/sun/n1gc/bin/n1sh

� passwdコマンドを使用してユーザーのパスワードを設定します。

� ユーザーのパスに /opt/sun/n1gc/binを追加して、n1shコマンドにアクセ
スできるようにします。

詳細は、管理サーバーの useraddのマニュアルページを参照してください。

始める前に

手順
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3. 1つ以上のロールを付けて N1 System Managerにユーザーを追加します。

# n1sh -r SecurityAdmin create user user role role[,role...]

-rオプションは、この作業に必要な SecurityAdminロールを使って n1shコマ
ンドを実行することを可能にします。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマ
ンド行レファレンスマニュアル』の「create user」を参照してください。add
userコマンドを使用し、あとでロールを追加することもできます。

� N1 System Managerユーザーを削除する
管理サーバーオペレーティングシステムから既存のユーザーアカウントを削除するに
は、スーパーユーザー (root)である必要があります。ユーザー管理の以降の作業は、
この作業で使用したスーパーユーザーアカウントなどの、 SecurityAdmin ロール
を持つユーザーが行う必要があります。

1. スーパーユーザーで、リモートシステムから管理サーバーにログインします。

$ ssh -l root management-server

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. N1 System Managerからユーザーを削除します。

# n1sh -r SecurityAdmin delete user user

-rオプションは、この作業に必要な SecurityAdminロールを使って n1shコマ
ンドを実行することを可能にします。『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「delete user」を参照してください。

3. (省略可能)管理サーバーの userdelコマンドを使用し、管理サーバーからユー
ザーアカウントを削除します。

� ユーザーのデフォルトロールを設定する
ユーザーは、デフォルトロールで自動的に N1 System Managerにログインできま
す。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ユーザーに追加されているロールを表示します。

N1-ok> show user user

始める前に

手順

手順
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詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show user」を参照してください。

3. ユーザーのデフォルトロールを設定します。

N1-ok> set user user defaultrole defaultrole

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set user」を参照してください。

ユーザーのデフォルトロールの設定

rootユーザーのデフォルトロールとして SecurityAdminロールを設定する例を次
に示します。

N1-ok> show user root

Name: root
Default Role: Admin
Roles: SecurityAdmin, ReadOnly, Admin

N1-ok> set user root defaultrole SecurityAdmin

� ユーザーのデフォルトロールを表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ユーザーのデフォルトロールを表示します。

N1-ok> show user user

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show user」を参照してください。

ユーザーのデフォルトロールの表示

Adminデフォルトロールが設定された rootユーザーの例を次に示します。

N1-ok> show user root

Name: root
Default Role: Admin
Roles: SecurityAdmin, ReadOnly, Admin

例 1–2

手順

例 1–3
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� ユーザーにロールを追加する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ユーザーに 1つまたは複数のロールを追加します。

N1-ok> add user user role role[,role...]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「add user」を参照してください。show role all コマンドを使用する
と、有効なすべてのロールを一覧表示できます。

� ユーザーからロールを削除する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ユーザーから 1つまたは複数のロールを削除します。

N1-ok> remove user user role role[,role...]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「remove user」を参照してください。show user user コマンドで、ユー
ザーに割り当てられているすべてのロールを一覧表示できます。

� 特定のユーザーに追加されているロールを一覧表
示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ユーザーに追加されているロールを一覧表示します。

N1-ok> show user user

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show user」を参照してください。

手順

手順

手順
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特定のユーザーに追加されているロールの一覧表示

現在 SecurityAdmin、ReadOnly、および Adminロールを持つ rootユーザーの例
を次に示します。

N1-ok> show user root

Name: root
Default Role: Admin
Roles: SecurityAdmin, ReadOnly, Admin

ロールの管理
表 1–1に、N1 System Managerが自動的に提供するシステムのデフォルトロールを示
します。これらシステムのデフォルトロールは、変更できません。ただし、組織およ
び業務上の必要に応じてカスタマイズしたロールをユーザーに作成することができま
す。

次の表は、ロールの管理に使用するすべての作業およびコマンドをまとめています。

表 1–4ロール管理の早見表

作業 コマンド構文

42ページの「ロールを作成する」 create role role privilege privilege

42ページの「ロールを削除する」 delete role role

42ページの「ロールに権限を追加
する」

add role role privilege privilege

43ページの「ロールから権限を削
除する」

remove role role privilege privilege

43ページの「使用可能なロールを
一覧表示する」

show role all

43ページの「ロールに追加されて
いる権限を一覧表示する」

show role role

44ページの「すべてのユーザーの
追加されているロールを一覧表示
する」

show user all

44ページの「使用可能な権限を一
覧表示する」

show privilege all

これらのコマンドの詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』を参照してください。

例 1–4
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� ロールを作成する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 1つ以上の権限で新しいロールを作成します。

N1-ok> create role role [description description] privilege privilege[,privilege...]

show privileges all コマンドを使用してすべての有効な権限を表示します。
または、表 1–2を参照してください。

詳細は『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「create role」を参照してください。add role コマンドを使用し、あとで
ロールに権限を追加することもできます。

� ロールを削除する
ロールが 1人でもユーザーに追加されている場合、ロールを削除することはできませ
ん。使用中のロールを削除しようとすると、エラーになります。ロールを削除するに
は、権限を持つユーザーがすべてのユーザーからそのロールを削除し、その後でロー
ルそのものを削除する必要があります。

show role all コマンドを使用すると、有効なすべてのロールを一覧表示できま
す。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ロールを削除します。

N1-ok> delete role role

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「delete role」を参照してください。

� ロールに権限を追加する
show privilege all コマンドを使用してすべての有効な権限を表示します。また
は、表 1–2を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

手順
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2. ロールに 1つまたは複数の権限を追加します。

N1-ok> add role role privilege privilege[,privilege...]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「add role」を参照してください。

ヒント – 1つのロールに権限の大部分を追加する場合は、 allオプションを使用し
てすべての権限を追加し、その後で remove role コマンドを使用して、不要な
権限を削除します。

� ロールから権限を削除する
ロールに追加されているすべての権限を一覧表示するには、show role role コマンド
を使用します。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ロールから 1つまたは複数の権限を削除します。

N1-ok> remove role role privilege privilege [,privilege...]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「remove role」を参照してください。

� 使用可能なロールを一覧表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 使用可能なロールを一覧表示します。

N1-ok> show role all

� ロールに追加されている権限を一覧表示する
show role all コマンドを使用すると、有効なすべてのロールを一覧表示できま
す。

始める前に
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手順
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ロールに追加されている権限を一覧表示します。

N1-ok> show role role

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show role」を参照してください。

ロールに追加されている権限の一覧表示

5 つの権限が追加された SecurityAdmin ロールの例を次に示します。

N1-ok> show role SecurityAdmin

Name: SecurityAdmin
Privileges: UserWrite, RoleWrite, RoleRead, PrivilegeRead, UserRead

� すべてのユーザーの追加されているロールを一覧
表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. すべてのユーザーの追加されている権限を一覧表示します。

N1-ok> show user all

� 使用可能な権限を一覧表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 使用可能な権限を一覧表示します。

N1-ok> show privilege all

手順

例 1–5

手順

手順
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N1 System Managerのデータベースおよ
び構成ファイルのバックアップと復元
ここでは、次の手順を説明します。

� 45ページの「N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルをバック
アップする」

� 46ページの「N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルを復元す
る」

これらの手順は、N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルのバック
アップと復元の方法について説明しています。これらの手順が正常に完了すると、次
のことができるようになります。

� N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルを失うことなく管理サー
バーおよび管理サーバー関連のハードウェアを交換する。

� ある N1 System Managerインストールから、別のインストールにデータベースお
よび構成ファイルの複製を作成する。

� N1 System Managerのデータベースおよび構成
ファイルをバックアップする
ここでは、稼働中の管理サーバーから、データベースおよび構成ファイルをバック
アップする手順を説明します。

このプロセスでは、N1 System Managerサービスは数回再起動されます。した
がって、これらの手順は、N1 System Managerで現在稼動中のジョブが存在しないと
きにのみ行ってください。

バックアップと復元を行っている期間は、プロビジョニング対象のサーバーの構成ま
たは使用 OSを変更しないでください。

類似のハードウェアおよびネットワーク構成を持つサーバーを、元の管理サーバーと
同じものとして特定します。

1. スーパーユーザー (root)として管理サーバーにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. n1smbackup.shスクリプトを実行します。

次に例を示します。

# /opt/sun/n1gc/bin/n1smbackup.sh
This program will back up Sun N1SM on this Linux/SunOS machine.

始める前に
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The N1SM services will be restarted and N1SM will be interrupted during
the process.

All files related to N1SM, including network interface
configuration, will be backed up. Therefore, it is recommended
that these files are restored to an identical hardware setup.

Verify that N1SM does not have outstanding jobs before proceeding.

The backup process will take about 8 minutes.

Would you like to continue? [y/N] y

Backing up configuration files (done)
Backing up SCS database (done)
Backing up SPS database (done)
N1SM restarted.
N1SM backup completed. Backup saved to file
/var/tmp/n1smbackup/n1smbackup.tgz.

バックアップファイルと /var/tmp/n1smbackup ディレクトリが作成されま
す。

3. /var/tmp/n1smbackup/n1smbackup.tgz ファイルを、安全な場所 (CD メ
ディア、FTP、または NFS)に保存します。

46ページの「N1 System Managerのデータベースおよび構成ファイルを復元する」

� N1 System Managerのデータベースおよび構成
ファイルを復元する
ここでは、新たにインストールした管理サーバーに、データベースおよび構成ファイ
ルを復元する手順を説明します。

このプロセスでは、N1 System Managerサービスは数回再起動されます。した
がって、これらの手順は、N1 System Managerで現在稼動中のジョブが存在しないと
きにのみ行ってください。

これらの手順では、サーバーに N1 System Managerがまだインストールされていな
い状態である必要があります。また、サーバーに Linuxまたは Solaris OSのいずれか
の新規インストールがインストールされていることが望まれます。

n1smbackup.shスクリプトは、N1SMデータベースおよび構成ファイルのみを
バックアップします。実際の OSファイルはバックアップされません。
n1smrestore.sh の実行後は、データベース内に存在する OS ディストリビュー
ションおよび OSプロファイルは削除され、再作成される必要があります。

� データベース及び交際ファイルのバックアップについては、45ページの「N1
System Managerのデータベースおよび構成ファイルをバックアップする」の手順
に従ってください。

次の手順

始める前に
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� 類似のハードウェアおよびネットワーク構成を持つサーバーを、元の管理サーバー
と同じものとして特定します。

1. スーパーユーザー (root)として管理サーバーにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. n1smconfigユーティリティーを実行します。

# /usr/bin/n1smconfig

現在のシステム構成が表示され、ネットワークインタフェースが一覧表示されま
す。プロビジョニングネットワークのインタフェースに入るかどうかの問い合わせ
があります。

3. プロビジョニングネットワークインタフェースのポートを指定します。

プロンプトに使用可能なインタフェースが一覧表示されます。プロビジョニングイ
ンタフェースに使用するインタフェース名を入力します。たとえば、 eth0、
hme0、 bge0 などで、マシンのアーキテクチャーおよびインストールされている
OSによって異なります。

4. n1smconfigユーティリティーの残りの問い合わせに応答します。

n1smconfigで提供された残りの応答は、この手順の次の手順によって上書きさ
れることに注意してください。ただし、ここで応答し、復元プロセスを完了させる
ために新しい設定を適用することは重要です。

5. 管理サーバーで、/var/tmp/n1smbackup ディレクトリを作成します。

# mkdir /var/tmp/n1smbackup

6. /var/tmp/n1smbackup ディレクトリに、n1smbackup.tgz バックアップ
ファイルをコピーします。

7. 次のように入力し、N1 System Managerデータベースおよび構成ファイルを復元
します。

# /opt/sun/n1gc/bin/n1smrestore.sh -f /var/tmp/n1smbackup/n1smbackup.tgz

This program will restore Sun N1SM from backup files.

The N1SM services will be restarted and N1SM will be interrupted during
the process.

All files related to N1SM, including network interface
configuration, will be restored. Therefore, it is recommended
that these files are restored to an identical hardware setup.

The restore process will take about 8 minutes.

Would you like to continue? [y/N] y

Restoring configuration files (done)

手順
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Restoring SCS database (done)
Restoring SCS database (done)
N1SM restarted.
N1SM restore completed.
Run n1smconfig and verify that N1SM settings are correct.

8. N1 System Manager構成の設定が未だ有効または適切に変更されていることを確
認します。

# /usr/bin/n1smconfig

9. n1shコマンド行で、N1 System Managerが正常に機能していることを確認しま
す。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

10. (省略可能)新しい OSディストリビューションおよび OSプロファイルを作成する
前に、管理サーバーに存在するすべての OSディストリビューションまたは OSプ
ロファイルを削除します。

N1-ok> show os all
ID Name Type Version
2 s10 solaris solaris10x86

N1-ok> show osprofile
ID Name Distribution
2 s10 s10

N1-ok> delete osprofile s10
N1-ok> delete os s10
N1-ok> show os
No items found.
N1-ok> show osprofile
No items found.

新しい OSディストリビューションをコピーし、新しい OSプロファイルを作成する
必要があります。70ページの「OSディストリビューションおよびフラッシュアーカ
イブのコピー」および79ページの「OSプロファイルを作成する」を参照してくださ
い。

次の手順
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第 2章

Sun N1 System Managerでのサーバー
の検出、グループ化、交換

この章では、サーバー管理を開始するための Sun N1 System Managerのサーバー検出
プロセスの使用方法、およびプロビジョニング可能なサーバーのグループ化、交換の
方法について説明します。それらの作業については、次の各節で説明します。

� 49ページの「サーバーの検出」
� 56ページの「サーバーグループの作成と管理」
� 58ページの「プロビジョニング可能なサーバーの交換」

サーバーの検出
ここでは、N1 System Managerにサーバーを追加するための検出手順を説明します。

注 –各節で説明している管理作業を行う前に、物理的なサーバーをケーブル接続し、
準備する必要があります。手順については、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計
画の手引き』の第 2章「Sun N1 System Managerシステムとネットワークの準備」の
指示に従ってください。

また、検出するサーバーは次に示すファームウェアバージョンである必要がありま
す。手順については、209ページの「V20zおよび V40zサーバーのファームウェア
アップデートのダウンロード」を、ご使用のプロビジョニング可能なサーバーの Sun
System Handbookドキュメントを参照してください。

最低要件 最適なバージョン
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Sun Fire V20zおよび V40zサービスプロ
セッサ (SP)

2.1.0.5 2.3.0.11

Sun Fire V20z Server Platform BIOS 適用なし 1.33.5.2

Sun Fire V40z Server Platform BIOS 適用なし 2.33.5.2

ILOM (Integrated Lights Out Manager)あ
りの Sun Fire X4100および X4200

1.0 1.0

ALOM (Advanced Lights Out Manager)あ
りの Sun SPARCサーバー

1.4 1.5.3

「検出」ジョブは、サーバー機能にアクセスするために SAP (Service Access Point)を
使用します。SAPは、一般に、IPアドレス、プロトコル、およびセキュリティ資格と
して定義されます。

SSH (Secure Shell)および IPMI (Intelligent Platform Management Interface)のアカウ
ントとパスワードを指定しない場合、検出プロセスは、プロビジョニング可能なサー
バーに次の資格が構成されているとみなします。

� Sun Fire X4100および X4200サーバー

� SSHユーザー: root
� SSHパスワード: changeme
� IMPIユーザー: root
� IMPIパスワード: changeme

� Sun Fire V20zおよび V40zサーバー

� SSHユーザー: admin
� SSHパスワード: admin
� IMPIユーザー: Null
� IMPIパスワード: admin
� SNMP読み取りコミュニティー文字列: public

� Sun Fire V210、V240、V440サーバー

� Telnetログイン: admin
� Telnetパスワード: admin

注 –資格の自動構成は、Sun Fire V20zおよび V40zサーバーでサポートされています
(工場出荷時のデフォルトの状態の場合)。『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の
手引き』の「プロビジョニング可能なサーバーの設定」を参照してください。

ログインアカウントとパスワードを指定した場合は、検出プロセスは、ユーザー指定
の資格を構成します。指定された資格が 1つだけの場合は、不足しているほうの資格
にはデフォルト指定の資格が構成されます。

自動構成を無効にする場合は、検出を実行する前に、
/etc/opt/sun/n1gc/domain.propertiesファイルに以下の行を追加します。

50 Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド • 2005年 9月



com.sun.hss.domain.internal.discovery.initializeDevice=false

自動構成の無効化設定を有効にするために、N1 System Managerを再起動する必要が
あります。自動構成を無効にしたあとは、工場出荷時のデフォルトの状態のすべての
サーバーは、SSHおよび IPMIアカウントが構成されるまで検出できません。詳細
は、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』を参照してください。

注意 – Sun Management Center、Sun Control Station、およびそのほかのシステム管理
アプリケーション (N1 System Managerを含む)がインストールされているサーバーの
検出には、N1 System Managerは使用しないでください。

� 新しいサーバーを検出する
N1 System Managerを使用してサーバーを管理するには、サーバーを検出する必要が
あります。ここでは、ブラウザインタフェースを使用して検出を開始して追跡する手
順を説明します。この手順の末尾の例 2–1でコマンド行操作について説明します。

注 –検出されたサーバーは、自動的にハードウェアの健全性の監視が行われます。

� 新しいハードウェアの検出を行う前に、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画
の手引き』の第 2章「Sun N1 System Managerシステムとネットワークの準備」
を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

「すべてのサーバー」ページが表示されます。

2. サーバー表で「検出」ボタンをクリックします。

「サーバーの検出」ウィザードが表示されます。

始める前に
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3. ウィザードの手順に従って操作を進めます。

4. 「完了」ボタンをクリックし、検出を開始します。

ウィザードのウィンドウが閉じ、コマンド行インタフェースにジョブ IDが表示さ
れます。

5. 「ジョブ」タブをクリックし、「検出」ジョブを表示します。

ジョブの一覧表に検出ジョブが表示されます。

6. ジョブが正常終了したら、次のいずれかを行います。
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� 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

検出されたすべてのサーバーが一覧に表示されます。

� グループの検出を選択した場合は、次の方法でサーバーグループの一覧表を表
示します。

a. 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。

「サーバーグループ」表が表示されます。

b. グループ名を選択します。

検出されたサーバーの一覧表が表示されます。

サーバーが OSプロビジョニング可能な状態になります。

7. 検出されたサーバーに、すでに OSがインストールされている場合は、OS監視機
能を追加します。

注 –次のコマンドで使用されている SSHユーザーアカウントは、リモートマシン
上で root権限を持っている必要があります。

N1-ok> add server server feature osmonitor agentip agentip agentssh username/password

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「add server」を参照してください。

コマンド行でのサーバーの検出

IPアドレス、IPアドレス範囲、および IPサブネットは、コンマ区切りで入力するこ
とができます。IPアドレス範囲には重複があってもかまいません。セキュリティ資格
として、IPMI、SNMP (Simple Network Management Protocol)、SSH、および Telnet
が選択できます。ただし、Sun Fire X4000シリーズのサーバーについては、IPMIによ
る usernameが必要です。資格が指定されない場合は、工場出荷時のデフォルトが使
用されます。デフォルトのアカウントに関する情報は、『Sun N1 System Manager 1.1
サイト計画の手引き』を参照してください。

N1-ok> discover IP,IP-IP,subnet/mask [group group]
[ipmi username/password]
[snmp credential/credential]
[ssh username/password]
[telnet username/password]

以下の discoverコマンドの例は、次の管理ネットワーク IPアドレスを持つサー
バーを検出する方法を示しています。192.168.1.1–192.168.1.3 、
192.168.1.5-192.168.1.95 、および192.168.1.107。

N1-ok> discover 192.168.1.1-192.168.1.3,192.168.1.5-192.168.1.95,192.168.1.107
group dev ssh root/admin
Job 3 started.

例 2–1
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groupサブコマンドは、検出に成功したサーバーを devという名前のサーバーグ
ループに追加しています。sshオプションでは、管理ポートにアクセスするために構
成されたユーザー名とパスワードを指定します。この例では、ハードウェアの検出の
認証に、SSHユーザー名 root、パスワード adminが使用されています。

次のコマンド例は、「検出」ジョブおよびジョブのステータスを表示する方法を示し
ています。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Owner
3 2005-06-28T06:53:53-0700 Discovery Completed root
2 2005-06-28T06:01:20-0700 Create OS Distribution Completed root
1 2005-06-28T05:57:14-0700 Create OS Distribution Completed root

次のコマンド例は、検出されたサーバーがサーバーグループに追加されたことを確認
する方法を示しています。

N1-ok> show group all
Name Status Jobs Servers Spare
dev 7

次のコマンド例は、グループ内のサーバー、電源のステータス、ハードウェアの健全
性のステータスを一覧表示する方法を示しています。

N1-ok> show group dev
Name Hardware Hardware Health Power OS Usage OS Resource Health
192.168.1.1 V20z Good On -- Uninitialized
192.168.1.2 V20z Good On -- Uninitialized
192.168.1.5 V40z Good On -- Uninitialized
192.168.1.15 NETRA-240 Good On -- Uninitialized
192.168.1.25 X4100 Good On -- Uninitialized
192.168.1.95 X4200 Good On -- Uninitialized
192.168.1.107 SF-V240 Good On -- Uninitialized

次の、 discover コマンドの例は、ネットマスクが 192.168.1.0/8 に割り当てら
れている管理ネットワーク IPアドレスを持つすべてのサーバーを検出する方法を示し
ています。

N1-ok> discover 192.168.1.0/8 ssh root/admin
Job 18 started.

次の例は、検出されたサーバーを一覧表示する方法を示しています。

N1-ok> show server all
Name Hardware Hardware Health Power OS Usage OS Resource Health
192.168.1.1 V20z Good On -- Uninitialized
192.168.1.2 V20z Good On -- Uninitialized
192.168.1.5 V40z Good On -- Uninitialized
192.168.1.15 NETRA-240 Good On -- Uninitialized
192.168.1.25 X4100 Good On -- Uninitialized
192.168.1.95 X4200 Good On -- Uninitialized
192.168.1.107 SF-V240 Good On -- Uninitialized
192.168.1.200 V20z Good On -- Uninitialized
192.168.1.245 V40z Good On -- Uninitialized
192.168.1.255 NETRA-240 Good On -- Uninitialized
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OS管理機能の追加

次の addコマンドの例は、検出される前に OSがインストールされていたサーバーに
OS監視機能を追加しする方法を示しています。

N1-ok> add server 192.168.1.1 feature osmonitor
agentip 192.168.10.10 agentssh admin/admin

agentipパラメータは、管理サーバーによって監視するプロビジョニング可能なサー
バーのデータネットワークインタフェースの IPアドレスを設定します。sshのユー
ザー名 adminおよびパスワード adminは、rootのアクセス認証に使用されます。

次の showコマンドの例は、検出する前に OSがインストールされていたサーバーに
OS監視機能が正常に追加されたことを確認する方法を示しています。

N1-ok> show server 192.168.1.1
Name Hardware Hardware Health Power OS Usage OS Resource Health
192.168.1.1 V20z Good On Solaris Good

discoverコマンドの資格属性は、セキュリティ上の目的で使用されます。SSH、
IPMI、および Telnetでは、ユーザー名とパスワードが必要です。SNMPでは、読み
取りセキュリティコミュニティ文字列として有効な値を入力する必要があります。資
格が指定されない場合は、検出プロセスは、インストール時に定義されたデフォルト
の資格を使用します。デフォルトの資格については、49ページの「サーバーの検出」
を参照してください。

管理サーバーの古い SSHエントリが原因で、検出に失敗する場合があります。
discover コマンドが、invalid credentials というエラーメッセージが表示さ
れ、かつセキュリティー違反がないことが確かな場合は、
/root/.ssh/known_hostsファイル、ファイル内の、プロビジョニング可能なサー
バーに相当する特定のエントリを削除します。その後、discoverコマンドを再度実
行します。

addコマンドが次のエラーが発生して失敗した場合は、OSは問題のサーバーに属し
ていません。

Internal error: No mac address match found

『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』

� 138ページの「サーバーのシリアルコンソールを開く」

例 2–2

注意事項

参照

次の手順
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サーバーグループの作成と管理
この節では、次の作業について説明します。

� 56ページの「サーバーグループを作成する」
� 57ページの「グループにサーバーを追加する」
� 58ページの「グループからサーバーを削除する」

グループの作成とグループへのサーバーの追加
検出ジョブが正常に終了すると、サーバーはその管理名で識別されます。当初、サー
バーの管理名には、そのサーバーの管理 IPアドレスが設定されます。検出したサー
バーの名前は、いつでも変更できます。

ファームウェアアップデートを一括インストールするには、ベンダー (製造元)および
モデルに従って、検出された、すなわち、「プロビジョニング可能」なサーバーのグ
ループを作成します。そのあとで、オペレーティングシステム、すなわち「OSプロ
ファイル」や OSアップデートを一括インストールするための機能グループを作成す
ることができます。プロビジョニング可能なサーバーは複数のグループに属すること
ができるため、必要に応じて、一括保守のための新しいサーバーグループを作成する
ことができます。

サーバーグループを作成するには、 create コマンドを group キーワードを付けて
使用します。グループにサーバーを追加するには、addコマンドを groupキーワー
ドと serverサブコマンドを付けて使用します。

グループを作成してサーバーを追加する操作を 1 度に行うには、 create コマンド
を、groupキーワードと serverサブコマンドを付けて使用します。この作業は、
サーバーの検出中に行うこともできます。その場合は、discoverコマンドにオプ
ションを追加すると、新しいグループを作成してその新しいグループにサーバーを追
加できます。手順については、51ページの「新しいサーバーを検出する」を参照して
ください。

構文およびパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で、 help create
groupまたは help add groupと入力してください。

� サーバーグループを作成する
ここでは、検出されたサーバーまたはプロビジョニング可能なサーバーのグループを
作成する手順を説明します。プロビジョニング可能なサーバーは複数のグループに属
することができるため、必要に応じて、一括保守のための新しいサーバーグループを
作成することができます。
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> create group group

新しいグループが作成されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド
行レファレンスマニュアル』の「create group」を参照してください。

1回の操作でのグループの作成とサーバーの追加

次のコマンド例では、devという名前のグループを作成し、server1および
server2という名前のサーバーを追加する方法を示しています。そのあとの show
groupコマンドの出力は、devグループ内のサーバーの一覧です。

N1-ok> create group dev server server1,server2
N1-ok> show group dev
Name Hardware Power Health OS Usage
server1 V20z On Good --
server2 V20z On Good RH30

� グループにサーバーを追加する

注 –サーバーは、複数のグループに属することができます。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> add group group server server

グループにサーバーが追加されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマ
ンド行レファレンスマニュアル』の「add group」を参照してください。

グループからのサーバーの削除
グループからサーバーを削除するには、removeコマンドを groupキーワード
とserverサブコマンドを付けて使用します。構文とパラメータの詳細については、
N1–ok コマンド行で、help remove group 入力してください。

手順

例 2–3

手順
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� グループからサーバーを削除する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> remove group group server server

グループからサーバーが削除されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コ
マンド行レファレンスマニュアル』の「remove group」を参照してください。

プロビジョニング可能なサーバーの交換
この節では、N1 System Manager内の、問題があるプロビジョニング可能なサーバー
を交換する手順を説明します。

� サーバーを交換する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> stop server server force

サーバーが停止し、電源が切断されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1
コマンド行レファレンスマニュアル』の「stop server」を参照してください。

3. ラックから物理サーバーを取り外します。

4. システムからサーバーを削除します。

N1-ok> delete server server

5. 新しいサーバーを接続します。

『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』の説明に従ってください。

6. 新しいサーバーを検出します。

N1-ok> discover IP | IP-IP | subnet/mask [group group]
[ipmi password] [snmp credential/credential] [ssh username/password]

手順

手順
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新しいサーバーが管理対象になり、監視されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「discover」を参照してくだ
さい。OSリソースの利用のために監視しきい値を設定できます。詳細は、164
ページの「しきい値の設定」を参照してください。
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第 3章

オペレーティングシステム、OS
アップデート、およびファームウェア
アップデートのプロビジョニング

この章では、オペレーティングシステム、OSアップデート、ファームウェアアップ
デートの一括インストールの管理方法について説明します。

N1 System Managerでは、次の管理作業を行うことができます。

� 61ページの「OSプロビジョニングの概要」
� 66ページの「Solaris 10オペレーティングシステムのプロビジョニング」
� 70ページの「OSディストリビューションの管理」
� 76ページの「OSプロファイルの管理」
� 84ページの「OSプロファイルの配備による OSディストリビューションのイン
ストール」

� 95ページの「パッケージ、パッチ、および RPMの管理」
� 104ページの「ファームウェア SP、BIOS、およびALOMアップデートの管理」

OSプロビジョニングの概要
ここでは、OSイメージ管理の概要、サポートされる OSの種類、および Solaris 10に
おけるプロビジョニングについて説明します。次の項目について説明します。

� 66ページの「Solaris 10 OSのプロビジョニングを行う」
� 64ページの「プロビジョニング可能なサーバーでサポートされているオペレー
ティングシステム」

N1 System Managerでは、1つのインタフェースで数百台の異機種サーバーにプロビ
ジョニングできます。N1–okシェルには、サーバーへのプロビジョニングや再プロビ
ジョニングを行うための簡単なコマンドセットが用意されています。

大きく分けて、OSのプロビジョニングは次の作業で構成されます。

1. 管理サーバーに OSイメージをコピーする。

2. (省略可能)独自の OSプロファイルを作成する。OSディストリビューションがコ
ピーされたときに、デフォルト OSプロファイルが自動的に作成されます。
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3. サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをインストールする。

OSイメージをインポートするには、createコマンドを、osキーワードと cdromま
たは fileサブコマンドを付けて使用します。次に例を示します。

N1–ok> create os os file files

OS作成ジョブは、OSの媒体またはファイルの場所に基づいてイメージをインポート
し、管理サーバーにそのイメージを保存します。プロセスは、ジョブの結果を表示し
て確認できます。

OS作成ジョブが正常に完了すると、イメージ、すなわち「ディストリビュー
ション」がその名前で示されます。デフォルトの OSプロファイルには、同じ名前が
使用されます。利用可能な OSプロファイルを表示するには、showコマンドを、
osprofileキーワードと allサブコマンドを付けて使用します。次に例を示しま
す。

N1–ok> show osprofile all

個別サーバーまたはサーバーグループにプロビジョニングするには、loadコマンド
を、serverまたは groupキーワードと osprofileサブコマンド、必要な属性値を
付けて使用します。次に例を示します。

N1–ok> load server server osprofile osprofile networktype networktype

ヒント – N1 System Managerブラウザインタフェースには、OSのプロビジョニングを
容易に行えるようにするための OSプロファイルウィザードが用意されており、ド
ラッグ &ドロップでサーバーグループに OSをインストールできます。このウィザー
ドは、構文を学ぶのに役立つようコマンドを構成し、デフォルトの設定を提供するこ
とによって、一般的なパラメータを効率良く設定できるようにします。ログイン方法
については、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセ
スする」を参照してください。ウィザードの使用法については、N1 System Manager
のオンラインヘルプを参照してください。

サーバーまたはサーバーグループに新しい OSプロファイルを再プロビジョニングす
るには、以前にプロビジョニングしたサーバーまたはサーバーグループで loadコマ
ンドを実行します。

次の図で、OSプロビジョニングの手順を説明します。
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OS OS 

 OS 
2 

N1-ok> create os myos file /tmp/filename.iso 

1 

 OS 3 

OS 4 

OS 
5 

N1-ok> add server myserver feature osmonitor  
agentip myip agentssh myssh 

 OS 6 

OS 7 

図に示した各手順に関する参照先は、次のとおりです。

� 適切な権限のユーザーロールを持ちます(31ページの「N1 System Managerのユー
ザーセキュリティーの概要」を参照)。
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� コマンド行で管理サーバーに OSディストリビューションをコピーします(72ペー
ジの「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコピーする」、71
ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーする」、および
70ページの「OSディストリビューションおよびフラッシュアーカイブのコ
ピー」を参照)。

� (省略可能)フラッシュアーカイブファイルを作成し、それを管理サーバーにコピー
します(73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」を参
照)。

� デフォルトの OSプロファイルを変更し、ディストリビューションのインストール
に使用するパラメータをカスタマイズします(82ページの「OSプロファイルを変
更する」を参照)。

� loadを使用し、プロビジョニング可能なサーバーに OSプロファイルをロードし
ます。または、ブラウザインタフェースの「ショートカット」区画を使用し、一覧
表示されたサーバーに OSプロファイルをドラッグアンドドロップします(86ペー
ジの「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参
照)。

� Kickstartまたは JumpStartインストールの出力および「OSのロード」ジョブの
進行状況を追跡します(138ページの「サーバーのシリアルコンソールへの接続」
and 172ページの「ジョブの管理」を参照)。

� 「OSのロード」ジョブが完了したら、インストールされた OSを監視します (148
ページの「OSリソースの使用の監視」および 91ページの「OS監視機能を追加
する」を参照)。

プロビジョニング可能なサーバーでサポートされ
ているオペレーティングシステム
以下の表に、N1 System Managerでプロビジョニング可能なサーバー上でインストー
ル可能かつサポートされている全オペレーティングシステムの一覧を示します。

注 – x86プラットフォームの Solaris 9 OSディストリビューションでは、管理サーバー
で Linuxを実行している場合は、別々のパッチサーバーから 2つのアップデートの適
用が必要になります。有効な x86プラットフォームの Solaris 9 OSディストリビュー
ションを作成する手順の詳細は、193ページの「Solaris 9 OS x86パッチサーバーを使
用して Solaris 9 OSディストリビューションにパッチを適用する」を参照してくださ
い。

N1 System Managerにおけるプロビジョニング可能なサーバーのハードウェアおよび
オペレーティングソフトウェアの要件を次の表に示します。

64 Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド • 2005年 9月



表 3–1プロジョニング可能なサーバーの、ハードウェア要件とオペレーティングシステム要件

サーバーのタイプ プロビジョニング可能な OS 必要なディスク容量 必要な RAM

SPARC

Sun Netra 240
および 440

Solaris 10

Solaris 9 7/05

12Gバイト以上 最小 512Mバ
イト、1Gバイ
トを推奨

Sun Fire V210、
V240、および
V440

Solaris 10

Solaris 9 7/05

12Gバイト以上 最小 512Mバ
イト、1Gバイ
トを推奨

x86

Sun Fire X4100
および X4200

Solaris 10 HW1

Red Hat Enterprise Linux AS 4.0
Update 1、64ビットのみ

Red Hat Enterprise Linux ES 4.0
Update 1、64ビットのみ

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0,
Update 5、32ビットおよび 64
ビット

Red Hat Enterprise Linux ES 3.0,
Update 5、32ビットおよび 64
ビット

SUSE Linux Enterprise Server 9
SP1、64ビットのみ

12Gバイト以上 最小 512Mバ
イト、1Gバイ
トを推奨

Sun Fire V20z
および V40z

Solaris 10

Solaris 9 7/05

Red Hat Enterprise Linux AS 4.0、
32ビットおよび 64ビット

Red Hat Enterprise Linux ES 4.0、
32ビットおよび 64ビット

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0,
Updates 1 through 5、32ビットお
よび 64ビット

Red Hat Enterprise Linux ES 3.0,
Updates 1 through 5、32ビットお
よび 64ビット

SUSE Linux Enterprise Server 9
and SP1、32ビットおよび 64
ビット

12Gバイト以上 最小 512Mバ
イト、1Gバイ
トを推奨
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Solaris 10オペレーティングシステムの
プロビジョニング
ここでは、ブラウザインタフェースまたはコマンド行を使用して Solaris 10 OSのプロ
ビジョニングを行う手順を説明します。ここに示す手順を使用すると、プロビジョニ
ングのプロセス、およびサーバーの一括インストールを確実に行う方法を習得できま
す。

この説明のあとに、Solaris 10 OSのプロビジョニングを行う同じ操作をコマンド行で
行う場合の例を示しています。コマンド行インタフェースでの操作は、経験豊かなシ
ステム管理者にとっては、一括インストールを行うもっとも効率のよい方法です。

� Solaris 10 OSのプロビジョニングを行う
� 49ページの「サーバーの検出」をお読みください。

� 管理サーバー上でアクセス可能なディレクトリに Solaris 10 DVD ISOファイルを
ダウンロードします。

1. 管理サーバーに Solaris 10 OS ISOファイルをコピーします。

N1-ok> create os os file file-location

注 –この操作は、CPUに負荷が集中し、完了するまでに数分を要する場合があり
ます。

管理サーバーにデフォルトの OSプロファイルが作成されます。OSプロファイル
の一覧を表示するには、 show osprofile all と入力します。

詳細は、71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーす
る」または 72ページの「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコ
ピーする」を参照してください。

2. (省略可能)管理サーバーで、フラッシュアーカイブファイルを設定します。

73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」を参照してく
ださい。

始める前に

手順
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3. (省略可能)サーバーが起動するときに bge1データネットワークインタフェースを
構成するために、カスタム post-installationスクリプトを作成します。管理サー
バーにファイルを保存します。

次の例は、システム起動時にデータネットワーク DHCPサーバーを使用し、プロ
ビジョニング可能なサーバーの bge1データネットワークインタフェースを構成す
るスクリプト例です。

DEVICE=bge1
BOOTPROTO=dhcp
ONBOOT=yes

4. (省略可能)フラッシュアーカイブファイルおよび post-installationスクリプトを使
用するように、デフォルトの OSプロファイルをカスタマイズします。

N1-ok> set osprofile osprofile flar flar

flar属性値は、フラッシュアーカイブファイルのフルパスとファイル名です。例:
/jumpstart/Flash/archive1.flar。

N1-ok> add osprofile osprofile script script type type

script属性値は、スクリプトファイルのフルパスとファイル名です。例:
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bge1 。

type属性には、インストール中にカスタムスクリプトを実行するタイミングを指定
します。type属性の有効な値は次のとおりです。

� pre–インストールの前にスクリプトを実行します (例:ドライバ)。

� post –インストール後にスクリプトを実行します。

� postnochroot–インストール後にスクリプトを実行します。ただし、スー
パーユーザー (root)で実行する必要はありません。

OSプロファイルは、指定された post-installationスクリプトおよびフ
ラッシュアーカイブファイルを使用するよう変更されます。

5. 「ダッシュボード」タブにドラッグアンドドロップ OSプロファイルアイコンを表
示します。

a. OSプロファイル一覧の下にある「一覧の編集」ボタンをクリックします。

使用可能な OSプロファイルの一覧が表示されます。

b. 適切なプロファイルのチェックボックスを選択し、「了解」をクリックしま
す。

選択した OSプロファイルが「ショートカット」区画に追加されます。

6. (省略可能)プロビジョニング可能なサーバーのシリアルコンソールに接続します。

a. 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。
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b. シリアルコンソールを起動するサーバーを選択します。
「サーバーの詳細」ページが表示されます。

c. 「アクション」メニューから、「シリアルコンソールを開く」を選択します。
シリアルエミュレータが表示されます。

7. 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。
サーバーグループ表が表示されます。

8. 「ショートカット」区画からサーバーグループに OSプロファイルをドラッグアン
ドドロップします。

「OSプロファイルのロード」ウィザードが表示されます。ウィザードの手順に
従って操作を進めます。

9. 選択したサーバーに対する OSプロファイルのロードを開始してもよければ、
ウィザード最後のステップで「完了」ボタンをクリックします。

ウィザードのウィンドウが閉じ、コマンド行インタフェースにジョブ番号が表示さ
れます。

10.次のいずれかの方法で OSプロファイルのインストールを追跡します。

� 手順 5からシリアルコンソールウィンドウの出力を表示する。
� 「ジョブ」タブをクリックして「OSのロード」ジョブを表示し、ジョブ IDを
クリックして詳細を確認する。

� 「イベントログ」タブをクリックし、ジョブによって生成されたすべてのイベ
ントを表示する。

コマンド行からの Solaris 10 OSのプロビジョニング
以下の例では、archive1.flar という名前の x86 プラットフォーム の Solaris 10
OSフラッシュアーカイブファイルを作成し、ifcfg-bge1という名前の
post-installationスクリプトを作成したと仮定しています。また、管理サーバーは、
x86プラットフォームの Solaris 10 OSソフトウェアが実行されていることとしていま
す。

次の例は、/tmp/solarisdvd.isoファイルから、OSディストリビューションをコ
ピーする方法を示しています。

N1-ok> create os solaris_ver10 file /tmp/solarisdvd.iso
Job "1" started.

次の例は、/etc/dfs/dfstabファイルンの最後のコメントの下に、
/jumpstart/Flashディレクトリを作成する 1行を追加する方法を示しています。

# vi /etc/dfs/dfstab

# Put custom additions below (Do not change/remove this line)
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "Flash Share" /jumpstart/Flash

次の例は、/jumpstart/Flash ディレクトリに、フラッシュアーカイブファイルを
コピーする方法を示しています。

例 3–1
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# cp /tmp/archive1.flar /jumpstart/Flash/

次の例は、NFSを再起動する方法を示しています。

# /etc/init.d/nfs.server stop
# /etc/init.d/nfs.server start

次の例は、フラッシュアーカイブを使用する OSプロファイルを作成する方法を示し
ています。

N1-ok> create osprofile solaris_ver10 rootpassword admin flar /jumpstart/Flash/archive1.flar
description "solaris 10with flar" os solx86
Job "2" started.

次の例は、OSプロファイルにスワップパーティションを追加する方法を示していま
す。

N1-ok> add osprofile solaris_ver10 partition swap sizeoption fixed size 2048
device c1t1d0s1 type swap

次の例は、OSプロファイルに rootパーティションを追加する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile solaris_ver10 partition / sizeoption free device
c1t1d0s0 type ufs

次の例は、OSプロファイルに post-installationスクリプトを追加する方法を示してい
ます。

N1-ok> add osprofile solaris_ver10 script
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bge1 type post

次の例は、devgroupという名前のサーバーグループに OSプロファイルをロードす
る方法を示しています。

N1-ok> load group devgroup osprofile solaris_ver10
excludeserver=192.168.73.205,192.168.73.31,192.168.73.14
networktype=static ip=192.168.72.201-192.168.73.214
Job "3" started.

excludeserverサブコマンドで、ロード操作から、指定のプロビジョニング可能な
IPアドレスを除外しています。networktype属性では、プロビジョニング対象の
サーバーに割り当てる静的な IP範囲が指定されています。

次の例は、ジョブのステータスを表示する方法を示しています。

N1-ok> show job 3
Job ID: 3
Date: 2005-06-01T13:11:46-0600
Type: OS Load
Status: Completed (2005-06-01T13:11:59-0600)
Owner: root
Errors: 0
Warnings: 0

� 191ページの「OSディストリビューションの障害追跡」
� 198ページの「OSプロファイルの配備失敗」

� 73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」

注意事項

参照
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� 138ページの「サーバーのシリアルコンソールへの接続」

91ページの「OS監視機能を追加する」

OSディストリビューションの管理
この節では、次の作業について説明します。

� 71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーする」
� 72ページの「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコピーする」
� 73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」
� 76ページの「OSディストリビューションを削除する」

OSディストリビューションおよびフラッシュアー
カイブのコピー
プロビジョニング可能なサーバーに OSをインストールする前に、OSイメージをコ
ピーしておく必要があります。このコピーされたイメージのことを OSディストリ
ビューションと呼びます。OSイメージは、管理サーバー上にあるファイル、あるい
はネットワークマウントされているファイルシステムからコピーできます。OS
ディストリビューションは、管理サーバーの次のディレクトリにコピーされます。

� Linuxが稼働する管理サーバーの場合

� Linux OSディストリビューション: /var/opt/sun/scs/share/allstart/
� Solaris OSディストリビューション:

/var/opt/sun/scs/share/allstart/jumpstart/

� Solarisが稼働する管理サーバーの場合

� Linux OSディストリビューション: /var/opt/SUNWscs/share/allstart
� Solaris OSディストリビューション: /var/js

サポートされるファイルの種類は以下のとおりです。

� CD ISOファイル
� CD媒体
� DVD ISOファイル
� DVD媒体

次の手順
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注 – N1 System Managerは、Solaris OS CDおよび CD ISOファイルのコピーはサ
ポートしていません。コピーには、Solaris DVDまたは DVD ISOファイルを使用して
ください。

各プロビジョニング可能なサーバーのタイプ別のサポートされているディストリ
ビューションの詳細な一覧は、64ページの「プロビジョニング可能なサーバーでサ
ポートされているオペレーティングシステム」を参照してください。

OS ディストリビューションをコピーするには、 create コマンドを、 os キーワー
ドを付けて使用します。構文およびパラメータの詳細については、N1–okコマンド行
で help create os と入力するか、『Sun N1 System Manager 1.1 コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「create os」を参照してください。

OSディストリビューションをコピーしたあとは、カスタマイズした OSプロファイル
とともに使用するために、管理サーバーにフラッシュアーカイブファイルをコピーす
ることができます。フラッシュアーカイブのコピーにはいくつかの手動操作が必要に
なりますが、これによってN1 System Managerで OSディストリビューションをロー
ドするもっとも効率的な方法を取ることが可能になります。73ページの「管理サー
バーにフラッシュアーカイブをコピーする」を参照してください。

� ISOファイルから OSディストリビューションをコ
ピーする
ここでは、コマンド行を使用して、一群の ISOファイルから管理サーバーに OS
ディストリビューションをコピーする手順を説明します。

注 –ディストリビューションをコピーすると、デフォルトでは、同じ名前で OSプロ
ファイルが作成されます。追加されたプロファイルは、ブラウザインタフェース
の「ショートカット」区画の OSプロファイル一覧に表示されます。また、N1–ok>
プロンプトで show osprofile all と入力することによって確認することもできま
す。

アクセス可能な、または管理サーバーによってネットワークマウント済みのディレ
クトリに ISOファイルをダウンロードします。

注 – N1 System Managerは、Solaris OS CDおよび CD ISOファイルのコピーはサ
ポートしていません。コピーには、Solaris DVDまたは DVD ISOファイルを使用して
ください。

始める前に
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> create os os file file[,file...]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「create os」を参照してください。

3. OSディストリビューションがコピーされていることを確認します。

N1-ok> show os all

OSディストリビューションが出力に表示されます。

ファイルからの OSディストリビューションの作成

次の例は、solaris_ver9 という名前の OS ディストリビューションを作成する方法
を示しています。

N1-ok> create os solaris_ver9 file /tmp/solaris_9.iso1,/tmp/solaris_9.iso2
Job "7" started.

ディストリビューションのロード方法については、86ページの「サーバーまたは
サーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

� CDまたは DVDから OSディストリビューション
をコピーする
ここでは、コマンド行を使用して CDまたは DVDから管理サーバーに OSディスト
リビューションをコピーする手順を説明します。

注 – N1 System Managerは、Solaris OS CDのコピーはサポートしていません。
Solaris DVDをコピーしてください。

複数のインストール CDから OSディストリビューションをコピーする場合は、複数
回 create osコマンドを実行します。たとえば 2枚の CDで提供されている OS
ディストリビューションをコピーする場合は、最初の CDを挿入してから、 create
osコマンドを実行して、そのジョブが完了するのを待ちます。最初のジョブが完了し
たら、2 枚目の CD を挿入し、再度 create os コマンドを実行し、そのジョブが完
了するのを待ちます。2つ目のジョブが完了すると、OSディストリビューションのコ
ピーが成功したことになります。

手順

例 3–2

参照
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注 –ディストリビューションをコピーすると、デフォルトでは、同じ名前で OSプロ
ファイルが作成されます。追加されたプロファイルは、ブラウザインタフェース
の「ショートカット」区画の OSプロファイル一覧に表示されます。また、N1–ok>
プロンプトで show osprofile all と入力することによって確認することもできま
す。

1. Disk 1を挿入して次のコマンドを入力します。

N1-ok> create os os cdrom cdrom

「OSディストリビューションの作成」ジョブが開始します。ジョブ IDを書き留
めます。ジョブが完了したら、次のディスクを挿入します。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「create os」を参照し
てください。

注 –次のディスクを挿入するよう求められることはありません。「OSディストリ
ビューションの作成」ジョブの完了と OSのディスク番号を確認しながら進めま
す。ジョブが完了すると、イベントが生成されます。

2. Disk 2を挿入して次のコマンドを入力します。

N1-ok> create os os cdrom cdrom

3. 必要に応じて、次のディスクの処理を続けます。

4. 最後の「OSディストリビューションの作成」ジョブが完了したら、次のコマンド
を入力します。

N1-ok> show os os

新しい OSディストリビューションが出力に表示されます。

191ページの「OSディストリビューションの障害追跡」

プロファイルを使用して OSディストリビューションをロードする方法は、86ペー
ジの「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参照し
てください。

� 管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーす
る
ここでは、コマンド行を使用し、サーバーまたはサーバーグループにフラッシュアー
カイブファイルを設定および配備する手順を説明します。

手順

注意事項

次の手順
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� 管理サーバーに OSディストリビューションをコピーします。

71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーする」また
は 72ページの「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコピーする」
を参照してください。

� フラッシュアーカイブファイルを作成します。

管理サーバーで Linuxが稼働している場合は、Solarisの完全インストール用のフ
ラッシュアーカイブは、大きすぎてプロビジョニングできない場合があります。
ファイルを圧縮するか、内容を減らしたより小さいフラッシュアーカイブを使用し
てください。フラッシュアーカイブの作成手順は、『Solaris 10インストールガイ
ド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』を参照してください。

1. スーパーユーザーとして管理サーバーにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のアクションのどれか 1つを実行します。

� 管理サーバーで Solarisオペレーティングシステムが実行されている場合は、
/etc/dfs/dfstab ファイルの最後のコメントの下に share -F nfs -o
ro,anon=0 -d "Flash Share" /jumpstart/Flashという 1 行を追加して
変更します。

次に例を示します。

# Put custom additions below (Do not change/remove this line)
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "Flash Share" /jumpstart/Flash

� 管理サーバーで Linux が実行されている場合は、/etc/exports ファイルの
最後のコメントの下に /jumpstart/Flash *(ro,no_root_squash) とい
う 1行を追加して変更します。

次に例を示します。

# Put custom additions below (Do not change/remove this line)
/jumpstart/Flash *(ro,no_root_squash)

3. フラッシュアーカイブファイルを /jumpstart/Flashディレクトリにコピーし
ます。

4. 次のいずれかを実行し、NFSを再起動します。

� 管理サーバーで Solarisオペレーティングシステムが実行されている場合は、
次のように入力します。

# /etc/init.d/nfs.server stop
# /etc/init.d/nfs.server start

� 管理サーバーで Linuxが実行されている場合は、次のように入力します。

# /etc/init.d/nfs restart

始める前に

手順
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または

# /etc/rc3.d/S60nfs restart

5. 上記の手順 3でコピーしたフラッシュアーカイブファイルの場所を指定する OS
プロファイルを作成します。

N1-ok> create osprofile osprofile os os rootpassword rootpassword flar flar
description description language language timezone timezone

flar属性は、フラッシュアーカイブファイルのパスとファイル名です。例:
/jumpstart/Flash/archive1.flar。

OSプロファイルが作成されます。

6. 次のコマンドを入力し、OSプロファイルの設定を確認します。

N1-ok> show osprofile osprofile

OSプロファイルの詳細が表示されます。パーティションの設定が用途にかなって
いるかどうかを確認します。パーティションの設定およびその例については、79
ページの「OSプロファイルを作成する」を参照してください。

7. サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードします。

86ページの「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードす
る」を参照してください。

Solaris 9 OSフラッシュアーカイブの配備

次の例は、フラッシュアーカイブファイルを使用する OSプロファイルを作成する方
法を示しています。

N1-ok> create osprofile solaris9_flar rootpassword admin description "solaris
9 with flar" os solx86 flar /jumpstart/Flash/S9-u7-req-v20z.archive

次の例は、OSプロファイルに rootパーティションおよびスワップパーティションを
追加する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile solaris9_flar partition / sizeoption free device
c1t1d0s0 type ufs

N1-ok> add osprofile solaris9_flar partition swap sizeoption fixed size 128
device c1t1d0s1 type swap

次の例は、サーバーに、変更された OSプロファイルを配備する方法を示していま
す。

N1-ok> load server 192.168.73.2 osprofile
solaris9_flar networktype=static ip=192.168.73.244

networktype属性には、インストールされたホストの IPアドレスを
192.168.73.244に割り当てることが指定されています。

例 3–3
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� OSディストリビューションを削除する

注 –配備済みの OSプロファイルに OSディストリビューションが関連付けられてい
る場合、ディストリビューションを削除することはできません。配備された OSプロ
ファイルとは、現在プロビジョニング可能なサーバーにインストールされているプロ
ファイルです。

OSディストリビューションに関連付けられているすべての OSプロファイルを削除し
てください。これには、OSディストリビューションがコピーされたときに作成され
たデフォルトの OSプロファイルも含まれます。OSプロファイルが配備中で削除でき
ない場合は、配備が完了したあとで削除します。手順については、84ページの「OS
プロファイルを削除する」を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> delete os os

ディストリビューションが削除されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1
コマンド行レファレンスマニュアル』の「delete os」を参照してください。

3. 使用可能な OSディストリビューションを表示します。

N1-ok> show os all

削除した OSディストリビューションが出力に含まれていないことを確認します。

OSプロファイルの管理
この節では、次の作業について説明します。

� 79ページの「使用可能な OSプロファイルを一覧表示する」
� 79ページの「OSプロファイルを作成する」
� 82ページの「既存の OSプロファイルのコピーを作成する」
� 82ページの「OSプロファイルを変更する」
� 84ページの「OSプロファイルを削除する」

始める前に
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OSプロファイルの作成、一覧表示、変更
OSプロファイルには、次の情報が指定されています。

� インストールする OSディストリビューション
� インストール対象のホストのデフォルトの言語とタイムゾーン
� 使用するフラッシュアーカイブファイル
� ディストリビューションとともにインストールする追加のパッケージ
� パーティションの構成情報
� 実行するカスタムインストールスクリプト

OSディストリビューションがコピーされると、N1 System Managerは管理サーバー
上に自動的に同じ名前の OSプロファイルを作成します。マニュアルでは、OSプロ
ファイルは「デフォルト OSプロファイル」とも表記されています。パラメータの設
定および OSプロファイルのカスタマイズの最適な方法については、 77ページ
の「デフォルト OSプロファイル」を参照してください。

デフォルト OSプロファイルを表示するには、showコマンドを、osprofileキー
ワードを付けて使用します。

新しい OSプロファイルを作成するには、createコマンドを、osprofileキーワー
ドと osサブコマンドを付けて使用します。OSプロファイルには、ディストリビュー
ショングループ、パーティション構成情報、および rootパスワードが指定されている
必要があります。OSプロファイルに、必要なディストリビューショングループを追
加するには、addコマンドを、osprofileキーワードと distributiongroupサブ
コマンドを付けて使用します。OSプロファイルにパーティションを追加するには、
add コマンドを、osprofile キーワードと partition サブコマンドを付けて使用
します。次に例を示します。

N1-ok> create osprofile osprofile os os

N1-ok> add osprofile osprofile partition partition

N1-ok> add osprofile osprofile distributiongroup distributiongroup

既存の OSプロファイルの属性を変更するには、setコマンドを、osprofileキー
ワードと適切なサブコマンドを付けて使用します。

構文およびパラメータについては、 N1–ok コマンド行で、help create
osprofile、 help add osprofile または help set osprofileと入力してくだ
さい。

コマンド行の例については、例 3–5および例 3–6を参照してください。

デフォルト OSプロファイル
OSディストリビューションをコピーすると、その OSディストリビューション用のデ
フォルトの OSプロファイルが自動的に作成されます。デフォルトプロファイルは、
標準の Sun Fire V20zサーバー用に作成され、主に例として提供されます。デフォル
トOSプロファイルの設定は、次の表のとおりです。
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表 3–2デフォルト OSプロファイルのパラメータ設定

パラメータ Solaris OS Red Hat OS Suse OS

rootパスワード admin admin admin

言語 U.S. English U.S. English U.S. English

タイムゾーン グリニッジ標準時
(GMT)

グリニッジ標準時
(GMT)

グリニッジ標準時
(GMT)

パーティション � c1t1d0s0スライ
ス上にルートマウ
ントポイントとし
て、ファイルシス
テムサイズがフ
リーの ufs

� c1t1d0s1スライ
ス上に swapマウ
ントポイントとし
て 2048Mバイト
の swap

� sdaスライス上に
ルートマウントポ
イントとして、
ファイルシステム
サイズがフリーの
ext3

� sdaスライス上に
swapマウントポ
イントとして
2048Mバイトの
swap

� /dev/sdaスライ
ス上にルートマウ
ントポイントとし
て、ファイルシス
テムサイズがフ
リーの reiser

� /dev/sdaスライ
ス上に swapマウ
ントポイントとし
て 2048Mバイト
の swap

ディストリビュー
ショングループ

Entire
Distribution
plus OEM support

Everything Default
Installation

ネットワークインタ
フェース

プロビジョニングイン
タフェース構成済み

データインタフェース
未構成

プロビジョニングイン
タフェース構成済み

データインタフェース
未構成

プロビジョニングイン
タフェース構成済み

データインタフェース
未構成

V20zモデル以外のサーバーをプロビジョニングするためにデフォルトのプロファイル
を使用する場合は、これを変更する必要があります。あるいは、新しい OSプロ
ファイルを作成するか、既存の OSプロファイルのクローンを作成してパラメータの
設定を変更することもできます。異なるハードウェア要件やプロビジョニング要件を
伴うサイトにおける各サーバーには、カスタマイズされた OSプロファイルの作成が
必要です。

ブラウザインタフェースでは、この操作の複雑さを緩和する新しい OSプロファイル
を作成するウィザードを提供しています。手順については、79ページの「OSプロ
ファイルを作成する」を参照してください。

デフォルト OSプロファイルを変更するよりよい方法を次に示します。

� OSの構成の速度を高めるには、フラッシュアーカイブを使用するよう OSプロ
ファイルを変更します。デフォルトプロファイルの変更例は、例 3–8を、手順につ
いては、73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」を参
照してください。
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� OSプロファイルのインストールのあとにデータネットワークインタフェースを自
動的に構成するには、add osprofile コマンドを使用してスクリプトを追加しま
す。手順 4を参照してください。

� V20zサーバー以外のサーバー用に OSプロファイルを変更します。必ず既存の
パーティションを削除し、サーバーモデルに適した新しいパーティション情報を追
加します。手順については、199ページの「Sun Fire V40zまたは SPARC v440
サーバー用にデフォルトの Solaris OSプロファイルを変更する」を参照してくだ
さい。

� 使用可能な OSプロファイルを一覧表示する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用し、使用可能な OSプロファイルを一覧表
示する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例
を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 「システムダッシュボード」タブをクリックします。
ページの右側に「ショートカット」区画が表示されます。

3. OSプロファイル一覧の下にある「一覧の編集」ボタンをクリックします。
使用可能な OSプロファイルの一覧が表示されます。

コマンド行での使用可能な OSプロファイルの一覧表示
次の例は、システム内のすべての OSプロファイルを一覧表示する方法を示していま
す。

N1-ok> show osprofile all

使用可能なすべての OSプロファイルが出力に表示されます。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show osprofile」を参
照してください。

� OSプロファイルを作成する
ここでは、ブラウザインタフェースの「OSプロファイル」ウィザードの使用方法を
説明します。この説明のあとに、Solaris、Red Hat、Suse用に OSプロファイルを作
成してカスタマイズする同じ操作をコマンド行で行う場合の例を示しています。

OSプロファイルを作成するには、OSディストリビューションをコピーしておく必要
があります。 72ページの「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコ
ピーする」または 71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコ
ピーする」を参照してください。

手順

例 3–4

始める前に
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 「システムダッシュボード」タブをクリックします。

ページの右側に「ショートカット」区画が表示されます。

3. OSプロファイル一覧の下にある「新規」ボタンをクリックします。

「新規オペレーティングシステムプロファイルの作成」ウィザードが表示されま
す。

4. ウィザードの手順に従って操作を進めます。

注 –ウィザードの左区画にある「ヘルプ」タブをクリックすると、入力フィールド
に関する詳細な説明を見ることができます。

5. OSプロファイルの作成を完了してもよければ、ウィザードの「完了」ボタンをク
リックします。

ウィザードのウィンドウが閉じます。

6. OSプロファイルショートカットにある「一覧の編集」ボタンをクリックします。

ダイアログが表示されます。

7. OSプロファイルのチェックボックスを選択し、「了解」ボタンをクリックしま
す。

OSプロファイルのショートカット一覧にドラッグアンドドロップアイコンが表示
されます。

コマンド行での Solaris OSプロファイルの作成

次の例は、Solaris OSディストリビューション用の OSプロファイルの作成に使用す
るコマンドを示しています。最初のコマンドは、 S10profile という名前の Solaris
10プロファイルを作成し、rootパスワードに adminを設定しています。

N1-ok> create osprofile S10profile rootpassword admin
description "S10 for host123" os solaris10

次のコマンド例は、2048Mバイトの swapパーティションを構成する方法を示してい
ます。

N1-ok> add osprofile s10profile partition / size 2048 device c1t1d0s1
type swap

次のコマンド例は、フリーの ufsパーティションを構成する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile s10profile partition / sizeoption free device c1t1ds0
type ufs

手順

例 3–5
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次のコマンド例は、Solarisディストリビューショングループを追加する方法を示して
います。

N1-ok> add osprofile s10profile distributiongroup "Entire Distribution plus OEM support"

Core System Supportディストリビューショングループのみをインストールする OS
プロファイルは、OS監視機能を使用して監視することはできません。

コマンド行での Red Hat OSプロファイルの作成

以下の例は、Red Hatディストリビューション用の OSプロファイルの作成に使用す
るコマンドを示しています。

N1-ok> create osprofile RH30profile rootpassword admin
os RedHat30

次のコマンド例は、rootパーティションを構成する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile RH30profile partition / device sda type ext3
sizeoption free

次のコマンド例は、swapパーティションを構成する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile RH30profile partition swap device sda type swap
size 2048 sizeoption fixed

次のコマンド例は、ディストリビューショングループを指定する方法を示していま
す。

N1-ok> add osprofile RH30profile distributiongroup "Everything"

コマンド行での Suse OSプロファイルの作成

以下の例は、Suseディストリビューション用の OSプロファイルの作成に使用するコ
マンドを示しています。

N1-ok> create osprofile default os suse rootpassword admin

次のコマンド例は、rootパーティションを構成する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile default partition / device /dev/sda type reiser
sizeoption free

次のコマンド例は、swapパーティションを構成する方法を示しています。

N1-ok> add osprofile default partition swap device /dev/sda type swap
size 2048 sizeoption fixed

次のコマンド例は、ディストリビューショングループを指定する方法を示していま
す。

N1-ok> add osprofile default distributiongroup "Default Installation"

� 199ページの「Sun Fire V40zまたは SPARC v440サーバー用にデフォルトの
Solaris OSプロファイルを変更する」

例 3–6

例 3–7

注意事項
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� 200ページの「Sun Fire V20zサーバー (K2.0マザーボード)用に Solaris 9 OSプロ
ファイルを変更する」

OSプロファイルをロードする方法については、86ページの「サーバーまたはサー
バーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

� 既存の OSプロファイルのコピーを作成する
ここでは、既存の OSプロファイルのクローン (すなわち、コピー)を作成する手順を
説明します。OSプロファイルのコピーを作成するのは、たとえば既存の OSプロ
ファイルの変更する必要があるのだが、配備されていて変更できない場合です。配備
された OSプロファイルとは、現在プロビジョニング可能なサーバーにインストール
されているプロファイルです。

/mntマウントポイントの外にすべてのファイルシステムを移動します。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> create osprofile osprofile clone oldprofile

新しい OSプロファイルが作成されます。『Sun N1 System Manager 1.1コマンド
行レファレンスマニュアル』の「create osprofile」を参照してください。

3. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show osprofile osprofile

新しい OSプロファイルが出力に表示されます。

OSプロファイルをロードする方法については、86ページの「サーバーまたはサー
バーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

� OSプロファイルを変更する
ここでは、OSプロファイルに設定されているスクリプトやパーティション、アップ
デート、ディストリビューショングループを変更する手順を説明します。

注 –現在配備中の OSプロファイルは変更できません。

参照

始める前に

手順

参照

82 Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド • 2005年 9月



1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかの行うことによって OSプロファイルを変更します。

� 新しい OSプロファイル属性を追加する。

N1-ok> add osprofile osprofile [configuration-attributes]

詳細は『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「add osprofile」を参照してください。

� 既存の OSプロファイル属性を削除する。

N1-ok> remove osprofile osprofile [configuration-attributes]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「remove osprofile」を参照してください。

� 既存の OSプロファイルパラメータを変更する。

N1-ok> set osprofile osprofile [configuration-attributes]

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set osprofile」を参照してください。

3. 新しい OSプロファイルの詳細を表示します。

N1-ok> show osprofile osprofile

変更した OSプロファイル情報が出力に表示されます。

コマンド行での OSプロファイルの変更
この例は、solaris_ver10 OSプロファイルを変更することによってフ
ラッシュアーカイブおよび post-installationスクリプトを使用する方法を示していま
す。

ここでは、管理サーバーの /etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリ
に、プロビジョニング可能なサーバーの bge1データネットワークインタフェースを
構成する次のスクリプトが作成されていて使用できると仮定します。このスクリプト
例では、データネットワーク DHCPを使用し、システム起動時に bge1ポートを構成
します。

DEVICE=bge1
BOOTPROTO=dhcp
ONBOOT=yes

また、この例では、archive1.flarという名前のフラッシュアーカイブが作成さ
れ、73ページの「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」の手順が完了
していると仮定します。

次の例は、OSプロファイルにスクリプトを追加する方法を示しています。

手順

例 3–8
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N1-ok> add osprofile solaris_ver10 script
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bge1 type post

次の例は、フラッシュアーカイブを使用するように OSプロファイルを設定する方法
を示しています。

N1-ok> set osprofile solaris_ver10 flar /jumpstart/Flash/archive1.flar

変更した OSプロファイルのロード方法については、86ページの「サーバーまたは
サーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

� OSプロファイルを削除する
配備されている OSプロファイルを削除することはできません。現在プロファイルが
プロビジョニング可能なサーバーにインストールされているとき、それは「配備」さ
れています。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> delete osprofile osprofile

管理サーバーから OSプロファイルが削除されます。

3. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show osprofile all

削除した OSプロファイルが出力に含まれていないことを確認します。

OSプロファイルの配備による OS
ディストリビューションのインストール
この節では、次の作業について説明します。

� 85ページの「OSプロファイルの配備」
� 86ページの「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードす
る」

参照

手順
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OSプロファイルの配備
OSプロファイルのインストールは、プロビジョニングやネットワークの条件に応じ
てカスタマイズできます。

デフォルトまたはカスタム OSプロファイルを配備するには、loadコマンドを、
serverまたは groupキーワードと osprofileサブコマンドを付けて使用します。
アップデートおよびパッチの適用をサポートする基本管理および OS管理機能を追加
するには、add コマンドを、server キーワードと basemanagement または
osmonitorサブコマンドを付けて使用します。

構文およびパラメータについては、N1–ok コマンド行で、help load server、
help load group、および help add server と入力してクださい。

次の表は、load group および load server コマンドで使用できる全パラメータの
一覧です。

注 – N1 System Managerを使用して x86プラットフォームの Solaris OSを配備をする
場合は、nameserverおよび searchの値が、管理サーバー上でオペレーティングシ
ステムレベルにおいて正しく構成されていることを確認する必要があります。そうで
ない場合、インストールは失敗します。

詳細は、resolv.conf (5) のマニュアルページを参照してください。これらの設定を
変更するには、管理サーバーに rootユーザーでアクセスする必要があります。

表 3–3 OSプロファイルのインストール時のパラメータ

パラメータ

Red Hatま
たは Suse

OS
Solaris

OS
複数サー
バー

単一サー
バー コメント

bootip �(R) � � プロビジョニング可能な IPともい
う

ip � �(R) � � networktype が static の設定の場
合に必須

networktype �(R) �(R) � � Solarisインストールの場合は必ず
staticに設定

bootgateway � � �

boothostname � �

bootnameserver � � �

bootnetmask � � � デフォルトは、n1smconfigユー
ティリティーを使用して指定され
るプロビジョニングネットワーク
インタフェースに設定される。
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表 3–3 OSプロファイルのインストール時のパラメータ (続き)

パラメータ

Red Hatま
たは Suse

OS
Solaris

OS
複数サー
バー

単一サー
バー コメント

bootnetworkdevice � � �

bootpath � �

console � � �

consolebaud � � �

kernelparameter � � �

domainname � � � domainnameが省略された場合
は、デフォルトが設定される。

gateway � � � �

hostname � � �

nameserver � � � �

netmask � � � � デフォルトは、n1smconfigユー
ティリティーを使用して指定され
るプロビジョニングネットワーク
インタフェースに設定される。

networkdevice � � Linuxのデフォルトは eth0。
Solarisのインストールの場合は、
一次ネットワークインタフェース
がデフォルトになります。

(R) =必須

�=構成可能

� サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイ
ルをロードする
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してサーバーまたはサーバーグループに
OSプロファイルをロードする手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコ
マンド行で行う場合の例を示しています。

注意 – OSプロファイルのアンインストールは、サポートされていません。ただし、す
でにプロビジョニングされているサーバーに別の OSプロファイルをロードすること
によって、再プロビジョニングすることができます。

� OSプロファイルを作成します。79ページの「OSプロファイルを作成する」を参
照してください。

始める前に
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� OSプロファイルのロード先のサーバーに対する監視を無効にします。詳細は、153
ページの「サーバーの監視を無効にする」を参照してください。監視を無効にす
ると、インストールのあとのサーバーの再起動の際に生成されるエラー通知を避け
ることができます。

� OSプロファイルをロードするのに十分なディスク領域があることを確認します。

� (省略可能)フラッシュアーカイブファイルを作成し、コピーします。73ページ
の「管理サーバーにフラッシュアーカイブをコピーする」を参照してください。

� (省略可能)管理サーバーに、post-installationスクリプトを作成、コピーします。
手順 4を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. (省略可能) OSプロファイルを変更し、フラッシュアーカイブおよび
post-installationスクリプトを使用するようにします。

N1-ok> set osprofile osprofile flar flar

flar属性値は、フラッシュアーカイブファイルのフルパスとファイル名です。例:
/jumpstart/Flash/archive1.flar。

N1-ok> add osprofile osprofile script script type type

script属性値は、スクリプトファイルのフルパスとファイル名です。例:
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth1 。

type属性には、インストール中にカスタムスクリプトを実行するタイミングを指定
します。 type 属性の有効な値は次のとおりです。

� pre–インストールの前にスクリプトを実行します (例:ドライバ)。

� post –インストール後にスクリプトを実行します。

� postnochroot–インストール後にスクリプトを実行します。ただし、スー
パーユーザー (root)で実行する必要はありません。

OSプロファイルは、指定された post-installationスクリプトおよびフ
ラッシュアーカイブファイルを使用するよう変更されます。

3. 次のいずれかの操作を行い、サーバーまたはサーバーグループを含む表に移動しま
す。

� 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

� 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。

サーバーグループ表が表示されます。

手順
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4. 「ショートカット」区画からサーバーまたはサーバーグループに OSプロファイル
をドラッグアンドドロップします。

「OSプロファイルのロード」ウィザードが表示されます。

5. ウィザードの手順に従って操作を進めます。

注 –ウィザードの左区画にある「ヘルプ」タブをクリックすると、入力フィールド
に関する詳細な説明を見ることができます。

6. 選択したサーバーに対する OSプロファイルのロードを開始してもよければ、
ウィザードの「完了」ボタンをクリックします。

ウィザードのウィンドウが閉じ、コマンド行インタフェースにジョブ IDが表示さ
れます。

7. 「ジョブ」タブをクリックします。

ジョブの一覧表に、「OSのロード」ジョブに関する情報が表示されます。

注 –「OSのロード」ジョブは、サーバーがログインできるようになる前に完了さ
せる必要があります。「OSのロード」ジョブが完了すると、最後に再起動が行わ
れます。

8. 将来、サーバーを復元する必要がある場合に備えて、OSプロファイルのロードに
使用したオプションをコメントとして保存しておいてください。

詳細は、122ページの「サーバーおよびサーバーグループ情報の変更」を参照して
ください。

コマンド行でのサーバーへの Solaris OSプロファイルのロード

次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーに Solaris OSプロファイルをインス
トールする方法を示しています。

N1-ok> load server 192.168.8.9 osprofile S10profile
networktype static ip 192.168.18.19

Solarisプロファイルのインストールの場合、networktype属性は staticに設定す
る必要があります。詳細は、表 3–3 and『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「load server」を参照してください。

show job コマンドを使用し、結果を表示します。

N1-ok> show job target=192.168.8.9

例 3–9
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コマンド行でのサーバーグループへの Solaris OSプロファイルの
ロード

次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーグループに Solaris OSプロファイルを
インストールする方法を示しています。

N1-ok> load group devgroup osprofile S10profile
excludeserver=server1 networktype static ip 192.186.8.8-192.186.8.9
Job "14" started.

次のコマンド例は、ジョブの結果を表示する方法を示しています。

N1-ok> show job 14

サーバーへの Linux OSプロファイルのロード
次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーに Linux OSプロファイルをインストー
ルする方法を示しています。

N1-ok> load server 192.168.8.9 osprofile RH3profile
bootip 192.168.8.9 networktype dhcp

bootip属性は、Linuxプロファイルのインストールでのみ使用します。

次のコマンド例は、ジョブの結果を表示する方法を示しています。

N1-ok> show job target=192.168.8.9

サーバーグループへの Linux OSプロファイルのロード
次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーグループに Linux OSプロファイルをイ
ンストールする方法を示しています。

N1-ok> load group devgroup osprofile RH3profile
bootip 192.186.8.8-192.186.8.9 networktype dhcp
Job "15" started

次のコマンド例は、ジョブの結果を表示する方法を示しています。

N1-ok> show job 15

ロード時に bootnetmask または netmask パラメータの値が指定されない場合、
ネットマスクは、 n1smconfig ユーティリティで指定されたプロビジョニング
ネットワークインタフェースにデフォルト設定されます。『Sun N1 System
Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「Sun N1 System Managerシステム
を設定する」を参照してください。

配備に失敗した場合の、考えられる解決策については、198ページの「OSプロファイ
ルの配備失敗」を参照してください。

リモート接続や OSリソースの監視、パッケージの配備、資産管理を行えるようにす
るには、各サーバーに OS管理機能を追加する必要があります。91ページの「OS監
視機能を追加する」を参照してください。

例 3–10

例 3–11

例 3–12

注意事項

次の手順
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基本管理および OS管理機能の追加
基本管理および OS管理機能は、インストールされた OSプロファイルの監視し、
パッチの適用を可能にします。ここでは、機能の追加、サポートされている属性の変
更、および機能サポートの削除の実行方法について説明します。OS監視機能に
よって提供される OS監視についての詳細は、第 5章を参照してください。

この節では、次の作業について説明します。

� 90ページの「基本管理機能を追加する」
� 91ページの「OS監視機能を追加する」
� 93ページの「サーバーのエージェント IPを変更する」
� 93ページの「OS監視機能を削除する」
� 94ページの「Linux OS監視機能を手動でアンインストールする」
� 95ページの「Solaris OS監視機能を手動でアンインストールする」

� 基本管理機能を追加する
ここでは、新たに配備された OSがあるサーバーの基本管理機能を有効にする方法を
示します。基本管理機能を使用すると、リモートコマンドの実行およびパッケージの
配備が行えるようになります。

注 –基本管理機能のアンインストールはサポートされていません。

ここで説明するエージェント IPは、管理サーバーによって監視するプロビジョニング
可能なサーバー’のデータネットワークインタフェースの IPアドレスです。インタ
フェースは、 eth1/bge1 または eth0/bge0 ですが、通常は eth0/bge0 です。

� サーバーの検出第 2章を参照してください。

� OSがまだインストールされていない場合は、OSをロードします。86ページ
の「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードする」 and
『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「load
server」を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

始める前に

手順
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注 –以下のコマンドで使用されている SSHユーザーアカウントは、リモートマシ
ン上で root権限を持っている必要があります。

N1-ok> add server server feature basemanagement agentip agentip agentssh username/password

「基本管理サポートの追加」ジョブが開始します。

必要なパッケージおよびスクリプトが追加されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「add server」を参照してく
ださい。

3. 「基本管理サポートの追加」ジョブが正常に完了したら、次のコマンドを入力しま
す。

N1-ok> show server server

「基本管理サポート」フィールドの値として「OK」が表示されます

91ページの「OS監視機能を追加する」

� OS監視機能を追加する
ここでは、サーバーに OS監視機能を追加する手順を説明します。すでに基本管理機
能が追加されているサーバーには、OS監視機能を追加することができます。また、
OS監視機能を新しく OSをロードしたサーバーに追加し、基本管理機能を自動的に追
加することもできます。OS監視機能は、OSリソースの監視および資産管理に使用さ
れます。詳細は、第 5章を参照してください。

add server feature osmonitor コマンドは、「OS 監視サポートの追加」ジョブ
を作成します。複数のadd server feature osmonitor コマンドを重複して送信
し、それらを並行して実行することができます。ただし、重複が可能な「OS監視サ
ポートの追加」ジョブは最大 15です。

スクリプトを使用して add server feature コマンドを送信する場合は、例 3–13を
参照してください。

� サーバーを検出します。第 2章を参照してください。

� まだ OSがインストールされていない場合は、OSをロードします。86ページ
の「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイルをロードする」および
『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「load
server」を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

次の手順

始める前に

手順
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2. 次のいずれかを実行して OS監視機能を追加します。

� 基本管理機能を追加していない場合は、次のコマンドを入力します。

注 –以下のコマンドで使用されている SSHユーザーアカウントは、リモートマ
シン上で root権限を持っている必要があります。

N1-ok> add server server feature osmonitor agentip agentip agentssh username/password

� すでに基本管理機能を追加している場合は、次のコマンドを入力します。

注 –基本管理サポートがあるサーバーに OS監視サポートを追加するときに
は、エージェント IPまたは SSH資格を指定することはできません。

N1-ok> add server server feature osmonitor

「OS監視サポートの追加」ジョブが開始します。

コマンド構文の詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「add server」を参照してください。

3. 「OS監視サポートの追加」ジョブが完了するまで追跡します。

ジョブが正常に完了すると、「システムダッシュボード」タブのサーバー表に、
「使用 OS」および「OSリソースの健全性」の値が表示されます。Iまた、show
serverコマンドの出力に、「OS監視サポート」の値に「OK」が表示されます。

4. プロビジョニング可能なサーバーで、次のいずれかのコマンドセットを発行し、
OS監視機能がサポートされていることを確認します。

� Solarisの機能を確認する場合

# pkginfo |grep n1gc
system SUNWn1gcsolx86ag N1gc Solaris x86 Agent
# ps -ef |grep -i esd
root 23817 1 0 19:57:59 ? 0:01 esd - init agent -dir
/var/opt/SUNWsymon -q

� Linuxの機能を確認する場合

# rpm -qa | grep -i sun-symon-esagt
sun-symon-esagt-3.6-1.0
# ps -ef | grep -i esd
root 1940 1 0 Jan28 ? 00:00:14 esd - init agent -dir
/var/opt/SUNWsymon -q

OS監視サポートのスクリプト作成
次のスクリプト例は、基本管理サポートのない複数のサーバーに対して、複数の add
server feature コマンドを発行しています。

例 3–13
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n1sh add server 10.0.0.10 feature=osmonitor agentip 10.0.0.110 agentssh admin/admin &
n1sh add server 10.0.0.11 feature=osmonitor agentip 10.0.0.111 agentssh admin/admin &
n1sh add server 10.0.0.12 feature=osmonitor agentip 10.0.0.112 agentssh admin/admin &

次のエラーが生成され、add server feature osmonitor agentip コマンドが失
敗した場合は、wget 情報を手動でインストールする必要があります。 Internal
error: wget command failed: /usr/bin/wget —0 /tmp/hostinstall.pl
http://xx.xx.xx.xx/pub/hostinstall.pl, この場合の、xx.xx.xx.xx は、問題
のマシンの IPアドレスです。このエラーを修正するには、次を実行します。

� Solaris オペレーティングシステムの場合は、 /usr/sfw/bin/wget 内の、
SUNWwgetuおよび SUNWwgetrパッケージをインストールします。

� Linuxの場合は、/usr/bin/wget内の wget-から始まるすべての RPMをイン
ストールします。

管理サーバー上に古い SSHエントリがある場合、OS監視機能の追加に失敗する可能
性があります。add server feature osmonitor agentip コマンドが失敗し、セ
キュリティ違反がないことが確かな場合は、 /root/.ssh/known_hosts ファイル
またはファイル内の対応するプロビジョニング可能なサーバーのエントリを削除して
ください。そのあとで add server feature osmonitor agentip を再度実行し
ます。

また、基本管理機能を持つサーバーで add server feature osmonitor コマンド
を実行するときに、エージェント IPまたは SSH資格を指定した場合、OS監視機能の
追加に失敗することがあります。この問題を解決するには、エージェント IPまたは
SSH 資格を指定しないで add server feature osmonitor コマンドを発行してく
ださい。

� OS監視機能を削除する

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. OS監視機能を削除します。

N1-ok> remove server server feature osmonitor

必要なパッケージおよびスクリプトが削除されます。コマンド構文の詳細について
は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「remove server」を参照してください。

� サーバーのエージェント IPを変更する
ここでは、サーバーのエージェント IPを変更する手順を説明します。エージェント
IPは、管理サーバーによって監視するプロビジョニング可能なサーバーのデータ
ネットワークインタフェースの IPアドレスです。

注意事項

手順
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注 –プロビジョニング可能なサーバーの IPアドレスおよび資格を変更した場合、また
は N1 System Managerの外部から手動でなんらかのサービスを削除した場合は、
サービスの有効化は成功しません。N1 System Managerの外部から任意で OSに変更
を加えた場合は、再検出し、そのあとで基本管理および OS管理機能を追加する必要
があります。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを実行します。

注 –以下のコマンドで使用されている SSHユーザーアカウントは、リモートマシ
ン上で root権限を持っている必要があります。

N1-ok> set server server agentip IP agentssh username/password agentsnmp public-community-string

エージェント IPが変更されます。コマンド構文の詳細については、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「add server」を参照
してください。

� Linux OS監視機能を手動でアンインストールする
この手順を正しく完了すると、プロビジョニング可能なサーバーの OS監視機能はサ
ポートされなくなります。

1. スーパーユーザーでプロビジョニング可能なサーバーにログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# /etc/rc.d/rc3.d/S99es_agent stop

3. 次のコマンドを発行し、プロンプトの指示に従います。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst

エージェントがアンインストールされます。

4. 手動で機能を削除します。

# rpm -e sunmc-linux-agent

機能が削除されます。

手順

手順
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5. 機能に関係するディレクトリを削除します。

# rm -rf /var/opt/SUNWsymon

ディレクトリが削除されます。

� Solaris OS監視機能を手動でアンインストールする
この手順を正しく完了すると、プロビジョニング可能なサーバーの OS監視機能はサ
ポートされなくなります。

1. スーパーユーザーでプロビジョニング可能なサーバーにログインします。

2. エージェントを停止します。

# /etc/rc3.d/S81es_agent stop

3. アンインストーラを実行します。

# /var/tmp/solx86-agent-installer/disk1/x86/sbin/es-uninst -X

4. パッケージを削除します。

# pkgrm SUNWn1gcsolx86ag

5. 関係するディレクトリを削除します。

# /bin/rm -rf /opt/SUNWsymon
# /bin/rm -rf /var/opt/SUNWsymon

ディレクトリが削除されます。

パッケージ、パッチ、および RPMの管
理
N1 System Managerでは、次の OSアップデートの管理作業を行えます。

� 97ページの「OSアップデートをコピーする」
� 99ページの「サーバーまたはサーバーグループに OSアップデートをロードす
る」

� 101ページの「使用可能な OSアップデートを一覧表示する」
� 102ページの「プロビジョニング可能なサーバーにインストールされている OS
アップデートを一覧表示する」

� 102ページの「OSアップデートを削除する」
� 103ページの「プロビジョニング可能なサーバーから OSアップデートをアンイン
ストールする」

手順
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� 103ページの「サーバーグループから OSアップデートをアンインストールする」

次の図は、各作業を実行する順に示しています。

3 

show update 

1 

OS OS 

N1 System Manager 
create update Web 2 N1-ok> create update 

N1-ok> show update 

load server  load 
group 

4 
N1-ok> load server 

N1-ok> load group 

OSアップデートの管理の概要
N1 System Managerでは、プロビジョニング可能なサーバーに OSをインストールし
たあと、OSアップデートをインストールすることができます。これらの OSアップ
デートは、Solarisパッケージ、パッチ、および Linux RPMからなります。N1
System Managerを使用すると、サーバーへの OSアップデートの初めてのインストー
ルが次の 4つのステップで行えます。

1. OSアップデートをダウンロードします。

2. N1 System Managerに OSアップデートをコピーします。

プロビジョニング可能なサーバーに OSアップデートをインストールするには、
N1 System Managerが、そのアップデートにシステムアクセスできる必要があり
ます。
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create update コマンドを使用し、Web サイト、または 管理サーバー 上でアク
セス可能なファイルシステムからファームウェアアップデートをインポートできま
す。OSアップデートをインポートしたあとは、ブラウザインタフェース
の「ショートカット」区画にそのアップデートを表示したり、show update コマ
ンドで確認したりできます。

3. ブラウザインタフェースの「ショートカット」区画の表示、またはshow update
コマンドを使用して OSアップデートがコピーされていることを確認します。

4. 適切なプロビジョニング可能なサーバーに OSアップデートをインストールしま
す。この操作には、ブラウザインタフェース か load server、load group コ
マンドを使用します。

OSアップデートの動作は、ネイティブのパッケージインストール機構が使用される
ために各オペレーティングシステムによって異なります。たとえば、対象のサーバー
に Solarisパッケージがインストール済みの場合、インストールはエラーが報告される
ことなく成功すると思われます。しかし、同じ操作でも、Linux RPMの場合は、
パッケージがインストール済みであることを示すエラーメッセージが生成されます。

障害追跡に関する情報については、205ページの「OSアップデートの問題」を参照し
てください。

� OSアップデートをコピーする
ここでは、N1 System Managerに OSアップデートをコピーする手順を説明します。
OSアップデートをコピーすると、コマンド行またはブラウザインタフェースを
使って、プロビジョニング可能なサーバーにその OSアップデートをインストールで
きます。

次の図は、新しい OSアップデートをコピーする手順を示しています。
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OSアップデートはローカルファイルシステムかネットワーク上のアクセス可能な
ファイル、またはWebサイト上にあって、必ず管理サーバーからアクセスできるこ
とを確認します。コピーできる OSアップデートの形式は次のとおりです。

� *.rpm – Linux RPM
� *.pkg or *.tar – Solarisパッケージ
� *.zip – Solarisパッチ

注 – *.tarファイル名は、tar展開後、最上位のディレクトリ名と一致する必要があ
ることに注意してください。たとえば tarファイルが SUNWstade.tarの場合、tar
の展開後の最上位ディレクトリ名は SUNWstadeである必要があります。

始める前に
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. N1 System Managerに OSアップデートをコピーします。

N1-ok> create update update file file ostype ostype [adminfile adminfile][responsefile responsefile]

有効なostypeの値は次のとおりです。

� redhat-es3 – Red Hat Enterprise Linux ES 3.0
� redhat-as3 – Red Hat Enterprise Linux, AS 3.0
� redhat-as4 – Red Hat Enterprise Linux, AS 4.0
� redhat-es3-64 – Red Hat Enterprise Linux ES 3.0, 64ビット
� redhat-as3-64 – Red Hat Enterprise Linux, AS 3.0, 64ビット
� redhat-as4-64 – Red Hat Enterprise Linux, AS 4.0, 64ビット
� solaris9x86 – Solaris OS x86プラットフォーム版バージョン 9 7/05
� solaris10x86 – Solaris OS x86プラットフォーム版バージョン10
� solaris9sparc – Solaris OS SPARCプラットフォーム版バージョン 9 7/05
� solaris10sparc – Solaris OS SPARCプラットフォーム版バージョン 10
� suse-es9 – SUSE LINUX Enterprise Server 9
� suse-es9-64 –SUSE LINUX Enterprise Server 9, 64ビット

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「create update」を参照してください。

コマンド行での OSアップデートの作成

次のコマンド例は、OSアップデートの作成方法を示しています。OSアップデートは
RH3_updateという名前で、ostypeが Red Hat Enterprise Linux, AS 3.0、アップ
デートファイルの場所が /tmp/test-i386.rpmの場合です。

N1-ok> create update RH3_update file /tmp/test-i386.rpm ostype=redhat-as3

205ページの「OSアップデートの作成の失敗」

� サーバーまたはサーバーグループに OSアップデー
トをロードする
ここでは、ブラウザインタフェースを使用して OSアップデートをロードする手順を
説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例を示していま
す。

Solarisパッケージのインストールには、次のデフォルトの adminファイルが使用さ
れます。

mail=root
instance=unique
partial=nocheck

手順

例 3–14

注意事項
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runlevel=nocheck
idepend=nocheck
rdepend=nocheck
space=quit
setuid=nocheck
conflict=nocheck
action=nocheck
basedir=default
authentication=nocheck

adminファイルは、管理サーバーの /opt/sun/n1gc/etcディレクトリにありま
す。

� OSアップデートが N1 System Managerにコピーされている必要があります。詳
細は、97ページの「OSアップデートをコピーする」を参照してください。

� プロビジョニング可能なサーバーの監視を無効にします。この操作が必要になるの
は、OSアップデートのインストール後のサーバーの再起動で障害通知が出されな
いようにする場合のみです。詳細は、154ページの「サーバーグループの監視を無
効にする」を参照してください。

� プロビジョニング可能なサーバーに基本管理機能が追加されていることを確認しま
す。この操作によって、OSアップデートのインストールに必要なサポートが得ら
れます。OS監視機能を追加することによって基本管理機能を自動的に追加するこ
とができます。詳細は91ページの「OS監視機能を追加する」を参照してくださ
い。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 次のいずれかの操作を行い、サーバーまたはサーバーグループを含む表に移動しま
す。

� 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

� 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。

サーバーグループ表が表示されます。

3. 「ショートカット」区画からサーバーまたはサーバーグループに OSアップデート
をドラッグアンドドロップします。

「OSアップデートのロード」確認ダイアログボックスが表示されます。

4. 「了解」ボタンをクリックし、選択したサーバーに OSアップデートをロードしま
す。

ダイアログが閉じます。

5. 「ジョブ」タブをクリックします。

ジョブの一覧表に、「OSアップデートのロード」ジョブに関する情報が表示され
ます。

始める前に
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6. インストールが成功したことを確認します。

N1-ok> show server server

コマンド行での OSアップデートのロード

次の例は、loadコマンドを使用し、2つのサーバーに OSアップデートをインストー
ルする方法を示しています。

N1-ok> load server server1,server2 update SUNWn1gcsolsparcag

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「load server」を参照してください。

サーバーグループへの OSアップデートのロード

次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーグループに OSアップデートをインス
トールする方法を示しています。

N1-ok> load group devgroup update SUNWupdate1,SUNWupdate2

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「load group」を参照してください。

206ページの「OSアップデートの配備失敗」

� 使用可能な OSアップデートを一覧表示する
ここでは、N1 System Managerにコピーされた使用可能な OSアップデートを一覧表
示する手順を説明します。これらの OSアップデートは、プロビジョニング可能な
サーバーにインストールすることができます。

この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「システムダッシュボード」タブをクリックします。

「ショートカット」区画が表示されます。

3. 「アップデート」タイトルバーにある「展開/折り畳み」アイコンをクリックしま
す。

アップデートの一覧が展開されます。

4. 「一覧の編集」ボタンをクリックします。

利用可能なアップデートが入った「一覧の編集」ダイアログボックスが表示されま
す。

例 3–15

例 3–16

注意事項

手順
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コマンド行での使用可能な OSアップデートの一覧表示

次の例は、システム内のすべての OSアップデートを一覧表示する方法を示していま
す。

N1-ok> show update all

� プロビジョニング可能なサーバーにインストール
されている OSアップデートを一覧表示する

ヒント –ブラウザインタフェースの「サーバーの詳細」ページを使用し、サーバーに
インストールされているすべての OSアップデートを表示することもできます。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. プロビジョニング可能なサーバーにインストールされている OSアップデートを一
覧表示します。

N1-ok> show server server

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show server」を参照してください。

� OSアップデートを削除する
ここでは、N1 System Managerから OSアップデートを削除する手順を説明します。
この手順で、プロビジョニング可能なサーバーの OSアップデートが削除されるわけ
ではありません。この具体的な方法の詳細は、103ページの「プロビジョニング可能
なサーバーから OSアップデートをアンインストールする」を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. N1 System Managerから OSアップデートを削除します。

N1-ok> delete update update

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「delete update」を参照してください。

例 3–17

手順

手順
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� プロビジョニング可能なサーバーから OSアップ
デートをアンインストールする
� プロビジョニング可能なサーバーの監視を無効にします。監視を無効にすると、

OSアップデートのアンインストールのあとのサーバーの再起動の際に生成される
エラー通知を避けることができます。詳細は、154ページの「サーバーグループの
監視を無効にする」を参照してください。

� プロビジョニング可能なサーバーで、OS監視機能がサポートされていることを確
認します。この操作によって、OSアップデートのアンインストールに必要なサ
ポートが得られます。詳細は、91ページの「OS監視機能を追加する」を参照して
ください。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. プロビジョニング可能なサーバーから OSアップデートをアンインストールしま
す。

N1-ok> unload server server[,server...] update update

注意 –ユーザー指定の名前が見つからなかった場合、コマンドは、一致するファイ
ル名を持つ OS アップデートのアンインストールを試みます。show update コマ
ンドで OSアップデートに対応するファイル名を一覧表示することができます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「unload server」を参照してください。

� サーバーグループから OSアップデートをアンイン
ストールする
� プロビジョニング可能なサーバーの監視を無効にします。この操作が必要になるの
は、OSアップデートのアンインストール後のサーバーの再起動で障害通知が出さ
れないようにする場合のみです。詳細は、154ページの「サーバーグループの監視
を無効にする」を参照してください。

� プロビジョニング可能なサーバーで、OS監視機能がサポートされていることを確
認します。この操作によって、OSアップデートのアンインストールに必要なサ
ポートが得られます。詳細は、91ページの「OS監視機能を追加する」を参照して
ください。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

始める前に

手順
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2. サーバーグループ内のプロビジョニング可能なサーバーから OSアップデートを
アンインストールします。

N1-ok> unload group group update update

注意 –ユーザー指定の名前が見つからなかった場合、コマンドは、一致するファイ
ル名を持つ OS アップデートのアンインストールを試みます。show update コマ
ンドで OSアップデートに対応するファイル名を一覧表示することができます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「unload group」を参照してください。

ファームウェア SP、BIOS、および
ALOMアップデートの管理
N1 System Managerは、次のファームウェア管理作業を行うことができます。

� 106ページの「ファームウェアアップデートをコピーする」
� 108ページの「サーバーまたはサーバーグループにファームウェアアップデートを
ロードする」

� 110ページの「使用可能なファームウェアアップデートを一覧表示する」
� 111ページの「プロビジョニング可能なサーバーにインストールされているファー
ムウェアアップデートを一覧表示する」

� 111ページの「ファームウェアアップデート情報を変更する」
� 112ページの「ファームウェアアップデートを削除する」

次の図は、ファームウェア管理作業を実行する順に示しています。
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3 

show firmware 

1 

N1 System Manager 
create firmware Web 2 N1-ok> create firmware 

N1-ok> show firmware 

load server  load group4 
N1-ok> load server 

N1-ok> load group 

ファームウェアアップデートの管理の概要
プロビジョニング可能なサーバー上のファームウェアの更新は、主要な管理作業の 1
つです。N1 System Managerを使用すると、プロビジョニング可能なサーバーへの
ファームウェアアップデートの初めてのインストールが次の 4つのステップで行えま
す。

1. ファームウェアアップデートをダウンロードし、準備します。

2. N1 System Managerにファームウェアアップデートをコピーします。プロビ
ジョニング可能なサーバーにファームウェアアップデートをインストールするに
は、N1 System Managerが、そのアップデートにシステムアクセスできる必要が
あります。

create firmware コマンドを使用し、Web サイト、または管理サーバーからア
クセス可能なファイルシステムからファームウェアアップデートをコピーできま
す。ファームウェアアップデートをコピーすると、ブラウザインタフェース
の「ショートカット」区画にそのアップデートを表示したり、show firmware コ
マンドで確認したりできます。
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3. ブラウザインタフェースのファームウェアの「ショートカット」を表示するか、
show firmware コマンドを使用し、ファームウェアアップデートが正常にコピー
されていることを確認します。

4. 適切なプロビジョニング可能なサーバーにファームウェアアップデートをインス
トールします。この操作には、ブラウザインタフェースか load server、load
groupコマンドを使用します。

ファームウェアアップデートのインポートでは、次のメタデータを指定する必要があ
ります。

� ベンダー –ファームウェアアップデートベンダーの名前

� モデル –ファームウェアアップデート用の有効なハードウェアシステムのモデル名

� タイプ –ファームウェアアップデートのタイプ。Sun Fire V20zおよび V40zサー
バーの場合のみ必要です。次のタイプがあります。

� SP –サービスプロセッサ
� BIOS –サーバープラットフォーム BIOS
� PIC –サービスプロセッサオペレータパネル

� バージョン – (省略可能)ファームウェアアップデートのバージョン番号

注 – Sun Fire V20zサーバー用のファームウェアバージョン 2.2以上は、PICファーム
ウェアアップグレードをサポートしていません。PICファームウェアのアップグレー
ドは失敗し、ジョブの手順で次のような内容のエラーメッセージが表示されます。
“This operation is not supported on server. Refer to the log file for more information.”

� ファームウェアアップデートをコピーする
ここでは、N1 System Managerに新しいファームウェアアップデートをコピーする手
順を説明します。ファームウェアアップデートをコピーすると、コマンド行またはブ
ラウザインタフェースを使って、プロビジョニング可能なサーバーにそのファーム
ウェアアップデートをインストールできます。

次の図は、ファームウェアアップデートをコピーする手順を示しています。
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ファームウェアアップデートはローカルファイルシステムかネットワーク上のアクセ
ス可能なファイル、またはWebサイト上にあって、必ず管理サーバーからアクセス
できるようにする必要があります。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ファームウェアアップデートをコピーします。

N1-ok> create firmware firmware url=url vendor=vendor model=model[,model...] [type type]
[description description] [version version]

始める前に
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注 – vendorの有効な値は、Sunです。modelの有効な値は、V20z、SF-V210、
SF-V240、SF-V440、NETRA-440、NETRA-240、SF-V250、X4100、X4200、
および V40zです。type属性値は、V20zおよび V40zサーバーの場合にのみ必要
です。typeの有効な値は、BIOSまたは SPです。値はすべて大文字と小文字が区
別されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「create firmware」を参照してください。

3. ファームウェアアップデートがコピーされたことを確認します。

N1-ok> show firmware firmware

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show firmware」を参照してください。

� 108ページの「サーバーまたはサーバーグループにファームウェアアップデートを
ロードする」

� サーバーまたはサーバーグループにファーム
ウェアアップデートをロードする
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してファームウェアアップデートをロード
する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例を
示しています。

� サーバーファームウェアのアップグレード方法とその詳細については、ハード
ウェアのマニュアルをお読みください。ご使用のサーバーのSun System
Handbookドキュメントを参照してください。

� ファームウェアアップデートが N1 System Managerにコピーされている必要があ
ります。詳細は、106ページの「ファームウェアアップデートをコピーする」を参
照してください。

� ファームウェアをロードする前にブラウザインタフェースまたはコマンド行を使用
してプロビジョニング可能なサーバーの電源を切ります (ただし、Sun Fire V20z、
Sun Fire V40z、またはALOM(1.5)ベースのサーバーのファームウェア SPアップ
デートは除く。これらは電源が入っていてもよい)。stop server コマンドは、
サーバーの OSを正常終了してから、サーバーの電源を切断します。この手順を行
うためには、サーバーに基本管理機能および OS監視機能が追加されている必要が
あります。インストールされていない場合は、N1 System Managerの外部で停止
と電源切断を行う必要があります。

� プロビジョニング可能なサーバーの監視を無効にします。この操作が必要になるの
は、ファームウェアアップデートのインストールを完了させるために、サーバーの
OSを終了したときに障害通知が出されないようにする場合です。詳細は、154
ページの「サーバーグループの監視を無効にする」を参照してください。

参照
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注 – Sun Fire V20zサーバー用のファームウェアバージョン 2.2以上は、PICファーム
ウェアアップグレードをサポートしていません。PICファームウェアのアップグレー
ドは失敗し、ジョブの手順で次のような内容のエラーメッセージが表示されます。
“This operation is not supported on server. Refer to the log file for more information.”

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。
サーバー表が表示されます。

3. アップデートするサーバーを選択します。
チェックマークが表示されます。

4. 「アクション」メニューから「ファームウェアのロード」を選択します。
「ファームウェアのロード」ダイアログが表示されます。

5. 「ファームウェア」メニューから適切なファームウェアを選択します。

6. 一覧のロード先サーバーにファームウェアアップデートを適用してもよければ、
「了解」をクリックします。

ダイアログが閉じます。

7. 「ジョブ」タブをクリックします。
「ジョブ」表に「ファームウェアのロード」ジョブが表示されます。

8. ジョブ IDをクリックします。
「ジョブの詳細」ページが表示されます。ジョブの手順に進行状況と結果が表示さ
れます。「ジョブの詳細」ページの「結果」セクションの情報で、更新に成功した
サーバーを確認します。

注 –完了すると、ハードウェアによって実際のバージョン番号が報告され、ファー
ムウェアのバージョン番号が更新されます。報告されたバージョン番号が元のバー
ジョン番号と異なる場合は、ログに警告が記録されています。

9. インストールが成功したことを確認します。

N1-ok> show server server

コマンド行でのサーバーへのファームウェアのロード

次のコマンド例は、ファームウェアアップデートの準備のためにサーバーを停止する
方法を示しています。

手順

例 3–18
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N1-ok> stop server server

次の例は、loadコマンドを使用し、サーバーにファームウェアアップデートをイン
ストールする方法を示しています。

N1-ok> load server server1,server2 firmware v20z-bios.sp force

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「load server」を参照してください。

デフォルトでは、ファームウェアアップデートのモデルおよびベンダーの設定は、イ
ンストール用に選択されたプロビジョニング可能な各サーバーと一致する必要があり
ます。一致しない場合、アップデートは失敗します。forceオプションを指定し、こ
のチェックを回避することができます。ただし、互換性のないファームウェアをイン
ストールするとサーバーが使用できなくなる可能性があります。

コマンド行でのサーバーグループへのファームウェアのロード

次のコマンド例は、ファームウェアアップデートの準備のためにサーバーグループを
停止する方法を示しています。

N1-ok> stop group group

次のコマンド例は、loadコマンドを使用し、サーバーグループにファームウェア
アップデートをインストールする方法を示しています。

N1-ok> load group devgroup firmware bios.sp

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「load group」を参照してください。

� 使用可能なファームウェアアップデートを一覧表
示する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用し、使用可能なファームウェアアップデー
トを一覧表示する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行
う場合の例を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「システムダッシュボード」タブをクリックします。

「ショートカット」区画が表示されます。

3. 「ファームウェア」タイトルバーにある「展開/折り畳み」アイコンをクリックし
ます。

ファームウェアの一覧が展開されます。

例 3–19

手順
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4. 「一覧の編集」ボタンをクリックします。

使用可能なファームウェアリストの入った「一覧の編集」ダイアログが表示されま
す。

コマンド行での使用可能なファームウェアアップデートの一覧表示
N1-ok> show firmware all

� プロビジョニング可能なサーバーにインストール
されているファームウェアアップデートを一覧表
示する

ヒント –ブラウザインタフェースの「サーバーの詳細」ページを使用し、サーバーに
インストールされているすべてのファームウェアアップデートを表示することもでき
ます。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. プロビジョニング可能なサーバーにインストールされているファームウェアアップ
デートを一覧表示します。

N1-ok> show server server

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show server」を参照してください。

� ファームウェアアップデート情報を変更する
ここでは、ファームウェアアップデートに関する情報を変更する手順を説明します。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ファームウェアアップデートの名前または説明を変更します。

N1-ok> set firmware firmware [description description]
[name name] [model=model]
[vendor=vendor] [version=version]

例 3–20

手順

手順
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詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「set firmware」を参照してください。

� ファームウェアアップデートを削除する
ここでは、N1 System Managerからファームウェアアップデートを削除する手順を説
明します。この手順で、プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアアップ
デートが削除されるわけではありません。プロビジョニング可能なサーバーにインス
トールしたファームウェアアップデートはアンインストールできません。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. N1 System Managerからファームウェアアップデートを削除します。

N1-ok> delete firmware firmware

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「delete firmware」を参照してください。

手順
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第 4章

サーバーおよびサーバーグループの管
理

この章では、N1 System Managerのサーバー管理およびサーバーグループ管理に関す
る概念および手順情報を提供します。

N1 System Managerでは、次の節で説明するサーバーの保守作業を行うことができま
す。

� 113ページの「サーバーおよびサーバーグループの管理の概要」
� 117ページの「サーバーおよびサーバーグループの一覧表示と表示」
� 122ページの「サーバーおよびサーバーグループ情報の変更」
� 126ページの「サーバーまたはサーバーグループの起動と停止、リセット」
� 134ページの「サーバーおよびサーバーグループへのリモートコマンドの発行」
� 138ページの「サーバーのシリアルコンソールへの接続」
� 141ページの「サーバーおよびサーバーグループの表示の更新と特定」
� 143ページの「サーバーおよびサーバーグループの削除」

サーバーおよびサーバーグループの管理
の概要
N1 System Managerでは、1つのインタフェースを使用して数百台の異機種サーバー
を管理できます。N1–okシェルは、サーバーを特定、管理したり、サーバーにプロビ
ジョニングあるいは再プロビジョニングしたりするための簡単なコマンドセットを提
供します。

プロビジョニング可能なサーバーの管理を開始するには、discoverコマンドを使用
します。このサーバー検出プロセスによって、N1 System Managerに検出ジョブが作
成されます。検出ジョブは、管理 IPアドレスとデフォルトのセキュリティ資格を使用
して、各物理サーバーを特定します。検出プロセスは、ジョブの結果を表示して確認
できます。
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検出ジョブが正常に終了すると、サーバーはその管理名で識別されます。当初、サー
バーの管理名には、そのサーバーの管理 IPアドレスが設定されます。検出したサー
バーの名前は、いつでも変更できます。

ファームウェアアップデートを一括インストールするには、ベンダー (製造元)および
モデルに従って、検出された、すなわち、「プロビジョニング可能」なサーバーのグ
ループを作成します。そのあとで、オペレーティングシステム、すなわち「OSプロ
ファイル」や OSアップデートを一括インストールするための機能グループを作成す
ることができます。プロビジョニング可能なサーバーは複数のグループに属すること
ができるため、必要に応じて、一括保守のための新しいサーバーグループを作成する
ことができます。

この節では、サーバーおよびサーバーグループの管理作業の実施に関する必要条件と
手順を説明します。各項に説明されている操作を実行するときは、「表示の選択」メ
ニュー、「アクション」メニュー、およびサーバー名のリンクを使用します。

次の図は、「表示の選択」メニュー、「アクション」メニュー、およびサーバー名の
リンクを示しています。
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図 4–1ブラウザのメニューおよびリンク
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サーバーおよびサーバーの状態の確認
ここでは、show server all あるいは show group コマンドを発行したときに、各
サーバーについてN1 System Managerが報告する情報について説明します。

� 名前 –サーバーまたはサーバーグループの名前。サーバー名は、はじめは管理 IP
アドレスに設定されます。この名前を変更する方法は、122ページの「サーバーお
よびサーバーグループ情報の変更」を参照してください。

� ハードウェア –管理対象サーバーのタイプ。ご使用のプロビジョニング可能な
サーバーの Sun System Handbookドキュメントを参照してください。

� ハードウェアの健全性 –メモリー、プロセッサ情報、ネットワークインタフェース
カード (NIC)情報などの属性のステータス。

� 電源 –物理サーバーの電源ステータス。

� 使用 OS – OSプロファイルがロードされている場合は、OS名が表示されます。

� OSリソースの健全性 – OSプロファイルがロードされている場合は、OSの状態が
表示されます。

� ジョブ –ジョブがサーバーで実行されているか、完了している場合は、ジョブの
IDが表示されます。

サーバーの電源状態
サーバーの電源は次の状態で示されます。

� オン –サーバーの電源が入り、動作しています。

� 待機 –サーバーの電源は停止していますが、startなどのコマンドに応答できる
状態です。

� 不明 –サーバーから何も電源状態情報が返されてきません。

� アクセス不能 –サーバーにアクセスできず、電源状態情報が得られません。

ハードウェアの健全性状態
サーバーのハードウェアの健全性は次の状態で示されます。

� 良好 –サーバーハードウェアは正しく機能しています。

� アクセス不能 –サーバーにアクセスできず、ハードウェアの健全性の状態情報を得
られません。この状態は、ほとんどの場合ネットワーク上の問題によって発生しま
す。

� 警告 –サーバーで潜在的な、または発生する可能性のある障害状態が検出されまし
た。問題が重大になる前に対処してください。ハードウェアセンサーのしきい値の
表示および調整については、155ページの「監視しきい値」を参照してください。

� 重大 –サーバーで障害状態が発生しました。適切な対策が必要です。

� 回復不能 –サーバーが完全に不良です。回復できません。
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� 不明 –サーバーからハードウェアの健全性の状態情報が返されてきません。

� オフライン –サーバーは管理されていません。

サポートされるサーバー操作
サーバーに対して次の一括操作がサポートされています。

� サーバー電源の供給開始と停止、リセット
� サーバーデータの一覧表示と更新
� サーバーへの OSプロファイル、アップデート、ファームウェアのロード (第 3章
を参照)。

� サーバー監視の有効と無効 (第 5章を参照)
� サーバーグループへのサーバーの追加 (56ページの「サーバーグループの作成と管
理」を参照)。

� N1 System Managerからのサーバーの削除

サーバーおよびサーバーグループの一覧
表示と表示
この節では、次の作業について説明します。

� 118ページの「サーバーまたはサーバーグループを一覧表示する」
� 119ページの「問題の発生したサーバーを表示する」
� 121ページの「サーバーの詳細およびサーバーグループのメンバーを表示する」

サーバーまたはサーバーグループの一覧表示
サーバーの一覧を表示するには、「表示の選択」メニューを使用します。または、
show コマンドを server キーワードと all サブコマンドを付けて使用すると N1
System Manager内のすべてのサーバーを一覧表示できます。

次の図に示す「表示の選択」メニューまたは show server コマンドを使用してサー
バーを一覧表示します。
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� サーバーまたはサーバーグループを一覧表示する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してサーバーまたはサーバーグループを一
覧表示する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合
の例を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。
詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 次のいずれかのアクションを行うことによって、サーバーまたはサーバーグループ
を含む表に移動します。

� 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバーの一覧表が表示されます。

手順
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� 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。

サーバーグループの一覧表が表示されます。

コマンド行でのサーバーの一覧表示

次の例は、 show コマンドを使用してシステム内のすべてのサーバーを表示する方法
を示しています。

N1-ok> show server all

システム内のすべてのサーバーの一覧が表示されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show server」を参照してくだ
さい。

コマンド行でのグループの一覧表示
N1-ok> show group all

システム内のすべてのサーバーグループの一覧が表示されます。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show group」を参照
してください。

� 問題の発生したサーバーを表示する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用し、問題の発生したサーバーを表示する手
順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例を示して
います。

次の図は、「表示の選択」メニューを使用してサーバーを健全性別に表示する方法を
示しています。または、healthサブコマンドと適切な健全性状態を使用し、健全性
の状態別にサーバーを選別して表示することができます。次に例を示します。

N1-ok> show server health health

例 4–1

例 4–2
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「表示の選択」メニューから「健全性別のサーバー」を選択します。

「健全性の概要」表が表示されます。

注 –サーバーに対するアクションを、「健全性の概要」表から行うことはできませ
ん。

3. 表示する障害状態を選択します。

使用可能な障害状態は以下のとおりです。

手順
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� 回復不能な問題検出
� 重大な問題検出
� 警告検出
� アクセス不能
� 不明

指定した状態のサーバーの一覧が表示されます。問題の状態に関する説明は、
116ページの「ハードウェアの健全性状態」を参照してください。

コマンド行での重大な問題があるサーバーの表示

次の例は、健全性の状態がcriticalであるサーバーを表示する方法を示していま
す。

N1-ok> show server health critical
Name Hardware Hardware Health Power OS Usage OS Resource Health
10.0.0.26 V20z Failed Critical On Solaris Unknown

「健全性別のサーバー」ページで表示されるアイコンおよびそれぞれの問題のレベル
についての説明は、116ページの「ハードウェアの健全性状態」を参照してください
監視しきい値については、160ページの「ハードウェアセンサー属性」を参照してく
ださい。

サーバーの詳細とグループメンバーの表示
サーバー情報およびグループメンバーの詳細を表示するには、showコマンドを、
serverまたは groupキーワードを付けて使用します。構文とパラメータの詳細につ
いては、 N1–ok コマンド行で、help show server または help show group と
入力してください。サーバー情報は、ブラウザインタフェースの「サーバーの詳細」
ページにも表示されます。

� サーバーの詳細およびサーバーグループのメン
バーを表示する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してサーバーの詳細とサーバーグループの
メンバーを表示する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で
行う場合の例を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 次のいずれかの操作を行い、サーバーまたはサーバーグループを含む表に移動しま
す。

例 4–3

参照

手順
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� 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

� 「表示の選択」メニューから「グループ別のサーバー」を選択します。

サーバーグループ表が表示されます。

3. 表示するサーバーまたはサーバーグループを選択します。

「サーバーの詳細」ページまたは「グループ別のサーバー」ページが表示されま
す。

コマンド行からのサーバーの詳細の表示

次の例は、showコマンドを使用してサーバーの詳細を表示する方法を示していま
す。

N1-ok> show server server1

詳細なサーバー情報が表示されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「show server」を参照してください。

コマンド行からのサーバーグループのメンバーの表示

次の例は、showコマンドを使用し、サーバーグループ内のサーバーの一覧を表示す
る方法を示しています。

N1-ok> show group devgroup

グループ内のサーバーの一覧が表示されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1
コマンド行レファレンスマニュアル』の「show group」を参照してください。

サーバーおよびサーバーグループ情報の
変更
この節では、次の作業について説明します。

� 124ページの「サーバーまたはサーバーグループの名前を変更する」
� 125ページの「サーバーコメントを追加する」

次の図は、「サーバーの詳細」ページを使用してサーバーおよびサーバーグループの
名前を変更する方法を示しています。または、setコマンドを、serverまたは
groupキーワードと nameサブコマンドを付けて使用することもできます。構文とパ
ラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で help set server または help
set groupと入力してください。

例 4–4

例 4–5
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サーバーまたはサーバーグループ名の変更
サーバーは、検出の間は指定された管理 IPアドレスで識別されます。このマニュアル
では、この名前を、管理名と呼んでいます。DNSホスト名でサーバー名を変更した
り、サーバーのコメントにホスト名を追加することによってホスト名を追跡すること
ができます。サーバーおよびサーバーグループ名は、一意である必要があります。こ
の名前には、AからZの英字と 0から 9の数字、ハイフン、下線を使用できます。
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� サーバーまたはサーバーグループの名前を変更す
る
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してサーバーまたはサーバーグループの名
前を変更する手順を説明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場
合の例を示しています。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

3. 変更するサーバー名を選択します。

「サーバーの詳細」ページが表示されます。

4. 「名前」入力フィールドに新しい名前を入力します。

サーバー名は一意である必要があります。この名前には、Aから Zの英字と 0か
ら 9の数字、ハイフン、下線を使用できます。

ページの右側にある「保存」ボタンが有効になります。

5. 「保存」ボタンをクリックし、新しい名前を適用します。

サーバー表に、変更された名前のサーバーが表示されます。

コマンド行からのサーバーの名前の変更

次の例は、setコマンドを使用してサーバーの名前を変更する方法を示しています。

N1-ok> set server 192.168.12.1 name=svr4rck7

サーバー名が、 svr4rck7 に変更されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1
コマンド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してください。

コマンド行からのグループの名前の変更

次の例は、setコマンドを使用してサーバーグループの名前を変更する方法を示して
います。

N1-ok> set group devgroup name=labgroup

グループ名が、 labgroupに変更されます。詳細は『Sun N1 System Manager 1.1コ
マンド行レファレンスマニュアル』の「set group」を参照してください。

手順

例 4–6

例 4–7
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サーバーコメントの追加
サーバーのコメントとして次のような情報を保存することを検討してください。

� ラック、スロット、ビル、地理的な場所などの物理的な位置情報

� DNSホスト名

� OSプロファイルのインストール用に設定されたプロビジョニングパラメータおよ
びネットワーク構成情報

� 内部資産の追跡識別子

サーバーコメントを追加するには、 set コマンドを、server キーワードと note
サブコマンドを付けて使用します。構文とパラメータの詳細については、 N1–ok lコ
マンド行で help set server と入力するか、『Sun N1 System Manager 1.1 コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してください。

� サーバーコメントを追加する
ここでは、ブラウザインタフェースを使用してサーバーコメントを追加する手順を説
明します。この説明のあとに、同じ操作をコマンド行で行う場合の例を示していま
す。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、28ページの「N1 System Managerのブラウザインタフェースにアクセス
する」を参照してください。

2. 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

3. サーバーの名前を選択します。

「サーバーの詳細」ページが表示されます。

4. スクロールして「コメント」入力フィールドを表示します。

「一般」セクションの下に、「コメント」入力フィールドがあります。

5. 「コメント」フィールドに新しい情報を入力します。

「保存」ボタンが有効になります。

6. 「保存」ボタンをクリックして変更を適用します。

新しいデータが保存されます。

コマンド行からのサーバーコメントの追加

次の例は、showコマンドを使用して既存のコメントを表示する方法を示していま
す。

N1-ok> show server server1

手順

例 4–8
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出力に既存のコメントが表示されます。

次の例は、setコマンドを使用してサーバーコメントを追加する方法を示していま
す。

N1-ok> set server server1 note="loaded with S10"

サーバー情報にコメントが追加されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コ
マンド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してください。

サーバーまたはサーバーグループの起動
と停止、リセット
この節では、次の作業について説明します。

� 128ページの「サーバーまたはサーバーグループの電源を入れて起動する」
� 130ページの「サーバーまたはサーバーグループを停止して電源を切る」
� 133ページの「サーバーまたはサーバーグループを再起動する」

サーバーまたはサーバーグループの起動
サーバーまたはサーバーグループを起動するには、startコマンドを、serverまた
は groupキーワードを付けて使用します。サーバーは、ブート PROMが組み込まれ
ている場合に起動します。また、起動の操作は、「グループ別のサーバー」ページ
の「アクション」メニューを使用して行うこともできます。次の図に、「アク
ション」メニューを示します。
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構文とパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で help start server ま
たは help start groupと入力してください。
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� サーバーまたはサーバーグループの電源を入れて
起動する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> start server server

サーバーの電源が入り、ブート PROMが組み込まれている場合は、サーバーが起
動します。構文の詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「start server」を参照してください。

N1-ok> start group group

サーバーグループの電源が入り、ブート PROMが組み込まれている場合は、グ
ループ内のサーバーが起動します。サーバーグループが大きいほど、ジョブの完了
に時間がかかります。構文の詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマ
ンド行レファレンスマニュアル』の「start group」を参照してください。

ネットワークからのサーバーの起動

次のコマンド行の例は、ネットワークからサーバーを起動する方法を示しています。

N1-ok> start server 10.5.7.2 netboot=true

ネットワークからのサーバーグループの起動

次のコマンド行の例は、ネットワークからサーバーグループを起動する方法を示して
います。

N1-ok> start group dev netboot=true

サーバーまたはサーバーグループの停止
サーバーまたはサーバーグループを停止するには、stopコマンドを、serverまたは
groupキーワードを付けて使用します。サーバーまたはサーバーグループを停止する
と、物理サーバーのオペレーティングシステムが正常終了させられた後、電源が切断
されます。サーバーに OSがインストールされていないか、サーバーが停止しない場
合は、forceサブコマンドを使用して強制的にサーバーグループの電源を切断できま
す。

次の図は、「グループ別のサーバーffiページの「アクション」メニューを使用、また
は stop group コマンドを発行することによってサーバーグループを停止する方法を
示しています。

手順

例 4–9

例 4–10
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構文とパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で help stop server また
は help stop groupと入力してください。
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� サーバーまたはサーバーグループを停止して電源
を切る

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> stop server server

サーバーが停止します。構文の詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コ
マンド行レファレンスマニュアル』の「stop server」を参照してください。

N1-ok> stop group group

サーバーグループが停止します。構文の詳細については、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「stop group」を参照してく
ださい。

サーバーの強制的な電源切断

次のコマンド行の例は、OSを強制的に停止する方法を示しています。

N1-ok> stop server 10.0.7.2
Could not stop server "10.0.7.2".
N1-ok> stop server 10.0.7.2 force=true
Server 10.0.7.2 powered off.

サーバーグループの強制的な電源切断

次のコマンド行の例は、サーバーグループの OSを強制的に停止する方法を示してい
ます。

N1-ok> stop group dev
Could not stop group "dev".
N1-ok> stop group dev force=true
Group dev powered off.

forceオプションを使用する場合は、サーバーの再起動の際に、サービスプロセッサ
で次のどちらかのファイルシステム検査のコマンドを実行してください。

� UNIX®の場合: fsck
� Linuxの場合: reiserfsckまたは e2fsck

プロビジョニング対象のサーバーで fsckコマンドを実行する方法については、134
ページの「サーバーおよびサーバーグループへのリモートコマンドの発行」を参照し
てください。

手順

例 4–11

例 4–12

注意事項
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サーバーおよびサーバーグループのリセット
物理サーバーまたはサーバーグループの電源を切って、OSを正常終了するには、
reset コマンドを、 server または group キーワードを付けて使用します。サー
バーの電源が入り、ブート PROMが組み込まれている場合は、サーバーが再起動し
ます。サーバーに OSがインストールされていないか、サーバーが停止しない場合
は、 force サブコマンドを使用して強制的にサーバーまたはサーバーグループを再
起動できます。
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構文とパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で、 help reset server
または help reset group と入力してください。
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� サーバーまたはサーバーグループを再起動する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> reset server server [force=true]

サーバーが再起動します。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「reset server」を参照してください。

N1-ok> reset group group [force=true]

グループ内のサーバーが再起動します。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コ
マンド行レファレンスマニュアル』の「reset group」を参照してください。

サーバーの強制的なリセット

次のコマンド行の例は、OSを強制的にリセットする方法を示しています。

N1-ok> reset server 10.5.7.2 force=true

サーバーグループの強制的なリセット

OSが正常終了しない場合は、次のコマンド行の例を使用し、グループ内のサーバー
のオペレーティングシステムを強制的にリセットできます。

N1-ok> reset group dev force=true

ネットワークからのサーバーの再起動

次のコマンド行の例は、ネットワークからサーバーを再起動する方法を示していま
す。

N1-ok> reset server 10.5.7.2 netboot=true

ネットワークからのサーバーグループの再起動

次のコマンド行の例は、ネットワークからサーバーグループを再起動する方法を示し
ています。

N1-ok> reset group dev netboot=true

コマンド例にあるいずれかの forceコマンドを使用する場合は、サーバーの再起動
の際に、サービスプロセッサで次のどちらかのファイルシステム検査のコマンドを実
行してください。

� UNIX®の場合: fsck

手順

例 4–13

例 4–14

例 4–15

例 4–16

注意事項
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� Linuxの場合: reiserfsckまたは e2fsck

プロビジョニング対象のサーバーで fsckコマンドを実行する方法については、134
ページの「サーバーおよびサーバーグループへのリモートコマンドの発行」を参照し
てください。

サーバーおよびサーバーグループへのリ
モートコマンドの発行
ここでは、サーバーまたはサーバーグループにリモートコマンドを発行する手順を説
明します。

サーバーまたはサーバグループにリモートコマンドを発行するには、startコマンド
を、serverまたは groupキーワードと commandサブコマンドを使用します。構文
とパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で help start server または
help start groupと入力してください。

� サーバーまたはサーバーグループにリモートコマ
ンドを発行する。
ここでは、「リモートコマンド」を発行する手順を説明します。「リモート」コマン
ドは、 UNIX®コマンドで、プロビジョニング対象のサーバー上で実行するために、
そのプロビジョニング対象サーバーに送信されます。

サーバーまたはサーバーグループにリモートコマンドを発行するためには、その前
に、OS監視機能を追加する必要があります。91ページの「OS監視機能を追加する」
を参照してください。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> start server server command "command"

サーバーにリモートコマンドが発行されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「start server」を参照してく
ださい。

N1-ok> start group group command "command"

始める前に

手順
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サーバーグループにリモートコマンドが発行されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「start group」を参照してく
ださい。

3. リモートコマンドジョブを表示します。

N1-ok> show job job

「結果」セクションにリモートコマンドの出力が表示されます。

サーバーへのリモートコマンドの発行

次のコマンド行の例は、startコマンドを使用し、サーバーにリモートコマンドを発
行する方法を示しています。

N1-ok> start server hdco25 command "/bin/ls -l /"

Job "23" started.

次のコマンド行の例は、showコマンドを使用し、リモートコマンドの結果を表示す
る方法を示しています。

N1-ok> show job 23

Job ID: 23
Date: 2005-02-15T08:31:20-0700
Type: Remote Command
Status: Completed
Owner: root
Errors: 0
Warnings: 0

Step 1:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/remotecmd.sh
:[RCMD_KEY]
Start: 2005-02-15T08:31:22-0700
Completion: 2005-02-15T08:31:26-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

.

.

.

Result :
Server: hdco25
Status: 0
Message: Command executed successfully. Command: /bin/ls -l /
Standard Output: total 321
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 bin -> ./usr/bin
drwxr-xr-x 4 root sys 512 Feb 11 13:25 boot
drwxr-xr-x 3 root sys 512 Feb 11 14:27 cr
drwxr-xr-x 15 root sys 4096 Feb 11 14:09 dev

例 4–17
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drwxr-xr-x 5 root sys 512 Feb 11 14:06 devices
drwxr-xr-x 58 root root 4096 Feb 14 12:36 etc
drwxr-xr-x 2 root sys 512 Feb 11 13:46 export
dr-xr-xr-x 1 root root 1 Feb 11 14:11 home
drwxr-xr-x 12 root sys 512 Feb 11 13:25 kernel
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 lib -> ./usr/lib

タイムアウト付きのリモートコマンドの発行

タイムアウト時間は秒単位で、デフォルトのタイムアウトは 2時間です。タイムアウ
トを無効にする場合は、コマンドに値ゼロを入力します。次の例は、リモートコマン
ドのタイムアウトを 20秒に設定する方法を示しています。

N1-ok> start server hdco25 command "/root/sleep.sh 60" timeout 20

Job "10" started.

次のコマンド行の例は、showコマンドを使用し、リモートコマンドの結果を表示す
る方法を示しています。

N1-ok> show job 10

Job ID: 10
Date: 2005-02-15T16:46:45-0700
Type: Remote Command
Status: Completed
Owner: root
Errors: 0
Warnings: 0

Step 1:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/remotecmd.sh
:[RCMD_KEY]
Start: 2005-02-15T16:46:48-0700
Completion: 2005-02-15T16:47:10-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

.

.

.

Result :
Server: hdco25
Status: -2
Message: Command running on hdco25 did not finish within the
specified time limit of 20 seconds. Command: /root/sleep.sh 60
Standard Output: Sleeping for 60 seconds...

サーバーグループへのリモートコマンドの発行

次のコマンド行の例は、startコマンドを使用し、サーバーグループにリモートコマ
ンドを発行する方法を示しています。

例 4–18

例 4–19
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N1-ok> start group g1 command "/bin/ls -l /"

Job "24" started.

次のコマンド行の例は、showコマンドを使用し、リモートコマンドの結果を表示す
る方法を示しています。

N1-ok> show job 24

Job ID: 24
Date: 2005-02-15T08:31:20-0700
Type: Remote Command
Status: Completed
Owner: root
Errors: 0
Warnings: 0

Step 1:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/remotecmd.sh
:[RCMD_KEY]
Start: 2005-02-15T08:31:22-0700
Completion: 2005-02-15T08:31:26-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

.

.

.

Result :
Server: server1
Status: 0
Message: Command executed successfully. Command: /bin/ls -l /
Standard Output: total 321
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 bin -> ./usr/bin
drwxr-xr-x 4 root sys 512 Feb 11 13:25 boot
drwxr-xr-x 3 root sys 512 Feb 11 14:27 cr
drwxr-xr-x 15 root sys 4096 Feb 11 14:09 dev
drwxr-xr-x 5 root sys 512 Feb 11 14:06 devices
drwxr-xr-x 58 root root 4096 Feb 14 12:36 etc
drwxr-xr-x 2 root sys 512 Feb 11 13:46 export
dr-xr-xr-x 1 root root 1 Feb 11 14:11 home
drwxr-xr-x 12 root sys 512 Feb 11 13:25 kernel
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 lib -> ./usr/lib
Server: server2
Status: 0
Message: Command executed successfully. Command: /bin/ls -l /
Standard Output: total 321
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 bin -> ./usr/bin
drwxr-xr-x 4 root sys 512 Feb 11 13:25 boot
drwxr-xr-x 3 root sys 512 Feb 11 14:27 cr
drwxr-xr-x 15 root sys 4096 Feb 11 14:09 dev
drwxr-xr-x 5 root sys 512 Feb 11 14:06 devices
drwxr-xr-x 58 root root 4096 Feb 14 12:36 etc
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drwxr-xr-x 2 root sys 512 Feb 11 13:46 export
dr-xr-xr-x 1 root root 1 Feb 11 14:11 home
drwxr-xr-x 12 root sys 512 Feb 11 13:25 kernel
lrwxrwxrwx 1 root root 9 Feb 11 13:21 lib -> ./usr/lib

例 5–12

サーバーのシリアルコンソールへの接続
この節では、サーバーのシリアルコンソールを開く手順を説明します。

遠隔からサーバーのシリアルコンソールにアクセスするには、connectコマンドを、
serverキーワードを付けて使用します。

注 –ブラウザインタフェースの「コマンド行」区画はこの操作をサポートしていませ
ん。connectコマンドは、n1shシェルを使用する必要があります。

この操作は、ブラウザインタフェースの「サーバーの詳細」ページから実行すること
もできます。

� サーバーのシリアルコンソールを開く
ここでは、プロビジョニング可能なサーバーのシリアルコンソールに遠隔からアクセ
スする方法を説明しています。この機能は、OSのインストールや、サーバーの電源
の再投入を行う前、または実行中に診断を行うのに特に役立ちます。

注意 –シリアルコンソール機能用のブラウザインタフェースによって使用されるター
ミナルエミュレータアプレットは、アプレットの証明書に基づく認証を提供しませ
ん。またアプレットでは、管理サーバーの SSHv1を有効にする必要があります。証明
書に基づく認証を使用する、または SSHv1を有効にしない場合は、n1shシェルか
ら、connectコマンドを実行してシリアルコンソールを使用してください。

ほとんどのハードウェアプラットフォームでは、ログインする最初のユーザーに、シ
リアルコンソール上での読み取り、書き込みの権限が付与されます。次のユーザー
セッションは読み取り専用モードになります。Sun Fire X4100および X4200サーバー
は、読み取り専用モードをサポートしていないため、次のユーザーセッション要求は
失敗します。

参照
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エスケープシーケンスが発行されると接続は閉じ、disconnect from
server-nameというメッセージが出力されます。別のユーザーがコンソールにログ
インしていて、読み取り専用モードになっているときは、その別のユーザーが接続を
切断したときにログインが受け付けられます。シリアルコンソールウィンドウで「閉
じる」ボタンをクリックすると、接続は閉じます。

サポートされているシリアルコンソールのエスケープシーケンスは次のとおりです。

� ALOM – #.
� Sun Enterprise X4100、 X4200 – ESC (
� Sun Fire V20zおよび V40z – ^Ec.

HTTP接続では、トランスポート用に標準の 128ビット SSL暗号化が使用され (認証
はパスワードベース)、セキュリティ保護されたセッションは、各後続のセッション用
に使用されます。

注 –サーバーのシリアルコンソールに別のユーザーがログインしている場合は、読み
取り専用権限でのログインになります。SPARCサーバーの物理シリアルコンソールに
別のユーザーがログインしている場合は、読み取り専用権限でのログインになりま
す。物理シリアルコンソールは、ALOMポートから使用可能な質あるコンソールとは
切り離されています。

1. 「表示の選択」メニューから「すべてのサーバー」を選択します。

サーバー表が表示されます。

2. シリアルコンソールを開くサーバーを選択します。

「サーバーの詳細」ページが表示されます。

3. 「アクション」メニューから、「シリアルコンソールを開く」を選択します。

手順
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管理サーバーは、プロビジョニング可能なサーバーのシリアルコンソールの出力を
ブラウザインタフェースで実行されているターミナルエミュレータアプレットにリ
ダイレクトします。

シリアルエミュレータが表示され、rootプロンプトまたは読み取り専用のプロン
プトのいずれかが使用できるようになります。

注 –サーバーの電源が停止していて、コンソールの接続が継続している場合は、
サーバーの電源が入るまで出力は表示されません。
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コマンド行でのシリアルコンソールへの接続

シリアルコンソールモードのときは、n1shシェルでは、すべてのユーザーの入力は
リモートシリアルコンソールに送信されます。N1 System Managerはプラットフォー
ム固有の終了コントロールシーケンスを阻止したり補完したりすることはありませ
ん。 connect コマンドは、ブラウザインタフェースの「コマンド行」区画には実装
されていないことに注意してください。connectコマンドは、n1shシェルでのみ実
行できます。

次の例は、rootユーザーとしてシリアルコンソールに接続する方法を示していま
す。ただし、すべての ServerConsole権限のユーザーロールで、connectコマン
ドを発行することができます。

% ssh -l root server1.central:6789
password:

Copyright (c) 2005 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved
Use is subject to license terms.

N1-ok> connect server server1

「シリアルコンソールを開く」メニュー項目が表示されない場合は、SSHv1が有効化
されていません。SSHv1を有効にするには、n1smconfigユーティリティを使用しま
す。『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「Sun N1
System Managerシステムを設定する」を参照してください。

シリアルコンソールを開いたあと、OSの配備または電源の切断と再投入の間に詳細
な出力を表示することができます。手順については、85ページの「OSプロファイル
の配備」および133ページの「サーバーまたはサーバーグループを再起動する」を参
照してください。

サーバーおよびサーバーグループの表示
の更新と特定
この節では、次の作業について説明します。

� 142ページの「サーバーまたはサーバーグループのデータの表示を更新する」
� 143ページの「ラック内のサーバーを特定する」

例 4–20

注意事項

参照
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サーバーおよびサーバーグループデータの表示の
更新
サーバーおよびサーバーグループのデータの表示を更新するには、setコマンドを、
serverまたは groupキーワードと refreshサブコマンドを付けて使用します。こ
のコマンドは、次のデータを更新します。

� 電源状態、メモリー、プロセッサに関する情報、および NIC情報を含むハード
ウェアの健全性情報

� ファームウェア情報

� CPUおよびファイルシステムの使用状況といった OSリソースの使用状況 (OSが
ロードされている場合)

� OSアップデート情報 (OSアップデートがロードされている場合)

� サーバーまたはサーバーグループのデータの表示
を更新する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> set server server refresh

サーバーのデータが更新されます。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してください。

N1-ok> set group group refresh

サーバーグループのデータが更新されます。詳細は『Sun N1 System Manager 1.1
コマンド行レファレンスマニュアル』の「set group」を参照してください。

注 –サーバーグループの方が再表示ジョブの完了にかかる時間が長くなります。

ラック内のサーバーの特定
サーバーのロケータ LEDを点灯させるには、setコマンドを、serverキーワード
とlocatorサブコマンドを付けて使用します。構文とパラメータの詳細については、
N1–ok コマンド行で、help set server と入力してください。

手順
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� ラック内のサーバーを特定する
ここでは、物理サーバーの LEDロケータランプを点灯させる手順を説明します。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> set server server locator=true

物理サーバーの LEDロケータランプが発光します。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してくだ
さい。

サーバーおよびサーバーグループの削除
N1 System Managerからサーバーまたはサーバーグループを削除するには、delete
コマンドを、serverまたは groupキーワードを付けて使用します。

構文とパラメータの詳細については、 N1–ok コマンド行で、help delete server
または help delete groupと入力してください。

� サーバーまたはサーバーグループを削除する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

N1-ok> delete server server

N1 System Managerからサーバーが削除されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「delete server」を参照して
ください。

N1-ok> delete group group

N1 System Managerからグループが削除されます。このコマンドは、N1 System
Managerからサーバーを削除するわけではありません。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「delete group」を参照して
ください。

手順

手順
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第 5章

サーバーの監視

この章の最初の節では、N1 System Managerにおける監視とは何かを説明するととも
に、N1 System Managerを構成しているサーバーを監視する方法を説明します。この
章では、監視を有効および無効にする手順、コマンド行を使って監視しきい値および
ポーリング間隔を管理する手順について説明します。

また、ジョブの管理、イベントログエントリ、通知の設定に関する情報も含まれてい
ます。

この章の内容は次のとおりです。

� 146ページの「監視の概要」
� 151ページの「監視の有効化」
� 155ページの「監視しきい値」
� 166ページの「ポーリング間隔の設定」
� 171ページの「MIBの監視」
� 172ページの「ジョブの管理」
� 180ページの「イベントログエントリの管理」
� 183ページの「通知の設定」

一部の手順は、ブラウザインタフェースを使って行うこともできます。それらの手順
は、Sun N1 System Managerブラウザインタフェースのヘルプに記載されています。

具体的には、この章では次の作業について説明します。

� 152ページの「サーバーを監視する」
� 153ページの「サーバーグループを監視する」
� 153ページの「サーバーの監視を無効にする」
� 154ページの「サーバーグループの監視を無効にする」
� 156ページの「サーバーのしきい値を取得する」
� 159ページの「サーバーのデフォルトしきい値を変更する」
� 164ページの「サーバーに対するしきい値を設定する」
� 166ページの「サーバーグループに対するしきい値を設定する」
� 168ページの「サーバーのポーリング間隔値を取得する」
� 168ページの「サーバーのデフォルトポーリング間隔を変更する」
� 169ページの「サーバーのポーリング間隔を設定する」
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� 170ページの「サーバーグループのポーリング間隔を設定する」
� 174ページの「ジョブを一覧表示する」
� 174ページの「特定のジョブを表示する」
� 176ページの「ジョブを停止する」
� 178ページの「ジョブを削除する」
� 例 5–14
� 182ページの「イベントログを表示する」
� 182ページの「イベントログを選別する」
� 183ページの「イベントの詳細を表示する」
� 184ページの「通知を一覧表示する」
� 185ページの「通知の詳細を表示する」
� 185ページの「通知を変更する」
� 186ページの「通知を作成、テストする」
� 187ページの「通知を削除する」
� 188ページの「通知を有効にする」
� 188ページの「通知を無効にする」

監視の概要
Sun N1 System Managerソフトウェアでの監視では、特定の管理対象オブジェクト内
の特定の「属性」に対する変化を追跡することができます。管理対象のオブジェクト
は、サーバーのハードウェア要素やオペレーティングシステム、ファイルシステム、
ネットワークなどです。属性は、N1 System Managerソフトウェアによってそのデー
タが取得され、配信される監視対象要素です。属性には、たとえば、待ち状態のプロ
セスの平均個数および使用メモリーの割合などがあります。属性の一覧は、160ペー
ジの「ハードウェアセンサー属性」および表 5–2にあります。

属性は、3つの主要な領域の 1つに関連付けられています。

� ハードウェアの健全性属性ハードウェア健全性の監視については、147ページ
の「ハードウェア健全性の監視」を参照してください。

� OSリソースの使用属性OSリソースの使用の監視については、148ページの「OS
リソースの使用の監視」を参照してください。

� ネットワーク接続 (到達可能性)ネットワークの到達可能性の監視については、149
ページの「ネットワークの到達可能性監視」を参照してください。

サーバーまたはサーバーグループは、管理サーバーによってハードウェアの健全性、
オペレーティングシステムの使用状況、ネットワーク接続状況がすべて監視されま
す。監視のための比較および検査はすべて N1 System Managerによって行われま
す。プロビジョニング可能なサーバーは、データへのアクセスにのみ使用されます。

データの取得に使用される SNMPエージェントは、N1 System Managerソフトウェア
で提供されます。管理サーバーの N1 System Managerが Solaris OSで実行されてい
る場合は、このエージェントは Sun Management Center 3.5ソフトウェアの SNMP
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エージェントをもとにします。管理サーバーの N1 System Managerが Linuxで実行
されている場合は、このエージェントは Sun Management Center 3.6 Linux SNMP
エージェントをもとにします。エージェントは、N1 System Managerによる管理対象
のサーバーにオペレーティングシステムを配備すると配備されます。

注 – Linuxプラットフォームでは、N1 System Managerソフトウェアは、ext3
ファイルシステムのみを監視します。そのほかのタイプのファイルシステムは、
Linuxプラットフォームでは監視されません。

監視は、監視対象の各サーバーまたは各サーバーグループの「イベント」伝送機能と
接続されています。イベントは、属性に関係する特定の状態が発生すると生成されま
す。イベントおよびイベントが発生するタイミングに関する情報は、180ページ
の「イベントログエントリの管理」を参照してください。監視に関係するログファイ
ルはありません。監視データは、ログファイルではなく、イベントとして N1 System
Managerのデータベース内に保存されます。

サーバーに対する監視が有効な場合は、イベントのたびに、そのイベントに関する通
知が N1 System Managerから送信されます。サーバーに対する監視が無効の場合、
そのサーバーに対する監視イベントは生成されません。ライフサイクルイベントは、
監視が無効でも引き続き生成されます。ライフサイクルイベントには、サーバー検
出、サーバーの変更または削除、サーバーグループ作成などがあります。この種のイ
ベントの通知を要求していた場合は、監視が無効でも引き続き通知を受けることがで
きます。

ハードウェア健全性の監視
検出されたサーバーのハードウェア健全性が監視されます。ハードウェアにあるセン
サーを使用して、温度や電圧、ファン速度が監視されます。関連付けられたハード
ウェアの詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』の「Sun N1
System Managerの接続情報」を参照してください。

SPARCデバイスのセンサーデータは、ALOM (Advanced Lights Out Manager)イン
タフェースを通じてサービスプロセッサから取得されます。x64サーバーのセンサー
データは IPMIから取得されます。

Sun Fire V20zおよび Sun Fire V40zマシンの一般の管理インタフェースデータは、コ
マンド行を通じて取得されます。Sun Fire x4100および Sun Fire x4200サーバーの一
般管理インタフェースデータは、IPMIを通じて取得されます。コマンド行から動的に
データを取得することができます。

監視できるサーバーのハードウェア特性は次のとおりです。

� CPUの温度
� 周囲温度
� ファン速度 (1分あたり回転数)
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� 電圧
� LED

これらのセンサーの詳細な一覧は、160ページの「ハードウェアセンサー属性」にあ
ります。

show server コマンドでフィルタを使用し、すべてのサーバーに関するハード
ウェア健全性情報だけを表示することができます。

N1-ok> show server health health

healthフィルタに使用する値の詳細については、『Sun N1 System Manager 1.1コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「show server」を参照してください。

OSリソースの使用の監視
OSリソースの使用は、N1 System Managerによって監視されます。agentipキー
ワードを付けた add server feature コマンドで agentssh キーワードを付けた
ssh経由で監視対象サーバーのオペレーティングシステムへのアクセス資格を指定し
ます。さらに詳細な情報については、91ページの「OS監視機能を追加する」を参照
してください。この指定は、OSリソースの使用の監視に重要ですが、ハードウェア
の健全性やネットワークの到達可能性の監視には重要ではありません。

この仕組みでのオペレーティングシステムへのアクセスは、主としてリモートコマン
ド実行機能に必要です。この機構でのオペレーティングシステムへのアクセスは、管
理機能を使って OSリソース使用状況の監視データを読み出す手段になります。プ
ラットフォーム OS インタフェースデータは、 ssh および SNMP経由で取得されま
す。つまり、すべての属性データは sshおよび SNMPによってサーバーのオペレー
ティングシステムから取得されます。メモリーやスワップ使用、ファイルシステム関
係のデータ同様、中央演算処理装置 (CPU)に関係する統計も提供されます。監視の目
的上、システム負荷、メモリー使用、スワップ使用データは、次のように分類できま
す。

� システム使用 (システムアイドル時間など)
� システム負荷 (待ち状態が 1分、5分、15分を超えるプロセスの平均個数で表現)
� メモリー使用とメモリー未使用統計 (メガバイトおよび割合で表現)
� 物理負荷統計
� 使用スワップ空間および使用可能なスワップ空間 (Mバイトおよび割合で表現)
� 使用ファイルシステムおよび使用可能な空間 (割合で表現)

これらの属性の一覧は、160ページの「ハードウェアセンサー属性」にあります。

show server コマンドでフィルタを使用し、すべてのサーバーに関する OS リソー
スの使用情報だけを表示することができます。

N1-ok> show server utilization utilization

N1-ok> show server utilization unreachable

サーバーにはアクセス可能だが、監視エージェントに SNMPポート 161で通信できな
い場合、OSリソースの健全性が unknownになります。
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サーバーにアクセスできない (たとえば待機モードになっているため)場合は、OSリ
ソースの健全性が unreachableになります。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show server」を参照してください。

OSリソースの使用属性の監視では、構成ファイルを作成、編集することによって、
N1 System Managerが管理するすべてのサーバーに対するデフォルトしきい値を変更
することができます。詳細は、158ページの「監視構成ファイルでのしきい値の変
更」を参照してください。

また、コマンド行で setコマンドを使用し、監視対象の個別サーバーまたは個別サー
バーグループに対して特定のしきい値を設定することもできます。詳細は、164ペー
ジの「しきい値の設定」を参照してください。

特定の属性の値を監視する必要がない場合は、その属性を監視するためのしきい値を
無効にすることができます。これで、不要なアラームを防ぐことができます。例
5–4に、この無効化を行う方法が示されています。

ネットワークの到達可能性監視
デフォルトでは、N1 System Managerは、プロビジョニング可能なサーバーのすべて
の管理インタフェースおよびすべてのプラットフォームインタフェースを監視しま
す。プラットフォームインタフェースには、eth0などのサービスプロセッサの管理
インタフェースや、eth1あるいは eth2などのデータネットワークインタフェース
があります。

Linuxサーバーおよび Solaris OSで稼働しているサーバーの到達可能性は、インタ
フェースの IPアドレスに対する ICMP pingで確認します。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「工場出荷時状態のサーバー
の検出」を参照してください。

すべてのネットワークインタフェースの到達可能性が定期的に検査されます。この
ポーリング間隔の設定は変更できます。ポーリング間隔の設定については、166ペー
ジの「ポーリング間隔の設定」を参照してください。ネットワークの到達可能性の監
視は、IPアドレスに基づいています。監視対象の IPアドレスにアクセスできない場
合は、イベントが生成されます。

show server コマンドに監視情報を表示する適切なパラメータを付けることに
よって、すべてのサーバーに関する情報を絞り込むことができます。詳細は、『Sun
N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show server」を参
照してください。

プロビジョニング可能なサーバーの「unreachable (アクセス不能)」ステータス
と「unknown (不明)」ステータスは区別することが重要です。

N1-ok> show server health unreachable
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このコマンドは、すべてのアクセス不能のプロビジョニング可能なサーバーを一覧表
示します。ネットワークの問題 (ハードウェアの健全性状態についてサーバーと通信
できない)が原因でアクセスできないすべてのプロビジョニング可能なサーバーが出
力されます。サーバーに対する pingコマンドが成功しないことは、必ずしもサー
バーがハードウェアの健全性状態情報を送っていないことを意味するわけではありま
せん。サーバーが待機モードである場合もあります。

N1-ok> show server health unknown

このコマンドは、ハードウェアの健全性状態に関する情報を返さないすべてのプロビ
ジョニング可能なサーバーを一覧表示します。ping コマンドは成功するが、ハード
ウェアの健全性に関する情報を返さないサーバーが出力されます。ポート 161で、監
視エージェントと通信できないことを示します。

N1-ok> show server power unreachable

このコマンドは、すべてのアクセス不能のプロビジョニング可能なサーバーを一覧表
示します。ネットワークの問題 (電源状態についてサーバーと通信できない)が原因で
アクセスできないすべてのサーバーが出力されます。サーバーに対する pingコマン
ドが成功しないことは、必ずしもサーバーが電源状態の情報を送っていないことを意
味しません。サーバーが待機モードである場合もあります。

N1-ok> show server power unknown

このコマンドは、電源状態に関する情報を返さないすべてのプロビジョニング可能な
サーバーを一覧表示します。ping コマンドは成功するが、電源状態に関する情報を
返さないサーバーが出力されます。ポート 161で、監視エージェントに通信できない
ことを示します。

N1-ok> show server utilization unreachable

このコマンドは、すべてのアクセス不能のプロビジョニング可能なサーバーを一覧表
示します。ネットワークの問題 (OSリソースの使用状況についてサーバーと通信でき
ない)が原因でアクセスできないすべてのサーバーが出力されます。サーバーに対する
pingコマンドが成功しないことは、必ずしもサーバーが OSリソースの使用状況に関
する情報を送っていないことを意味しません。サーバーが待機モードである場合もあ
ります。

N1-ok> show server utilization unknown

このコマンドは、OSリソースの使用状況に関する情報を返さないすべてのプロビ
ジョニング可能なサーバーを一覧表示します。ping コマンドは成功するが、OS リ
ソースの使用状況に関する情報を返さないサーバーが出力されます。ポート 161で、
監視エージェントに通信できないことを示します。
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監視の有効化
すべてのプロビジョニング可能なサーバー、つまり Sun N1 System Managerソフト
ウェアによって検出されたすべての物理サーバーについて、add server コマンドで
監視可能なオブジェクトを作成すると、管理機能がサポートされるようになります。
管理機能は、監視のために CPU統計データやファイルシステム、メモリーデータを
定期的に読み出すために使用されます。

プロビジョニング可能なサーバーの監視対象のファイルシステムのデータは、プロビ
ジョニング可能なサーバーにオペレーションシステムが配備され、管理機能が追加さ
れないかぎり使用できません。管理機能を追加するには、次に示すように、add
server feature コマンドに agentip キーワードを付けて使用します。

N1-ok> add server server-name feature basemanagement agentip agentip agentssh username/password

N1-ok> add server server-name feature osmonitor agentip agentip agentssh username/password

agentipは、監視するプロビジョニング可能なサーバーのプロビジョニングネットワー
クインタフェースの IPアドレスです。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「add server」を参照してください。これらのコマ
ンドで使用されている構文の詳細については、90ページの「基本管理機能を追加す
る」 and 91ページの「OS監視機能を追加する」を参照してください。

機能の指定、変更を行う場合は、add server コマンドを使用する必要があります。
set server コマンドでは機能の指定はできません。

add server コマンドは、OS リソース使用状況の監視、ネットワークの到達可能性
の監視を有効にするときに便利です。ただし、ハードウェアの健全性の監視には使用
できません。ハードウェアの健全性は、Sun N1 System Managerソフトウェアで物理
サーバーが検出されたときにデフォルトですでに監視されています。

注 – OSリソースの使用状況の監視が有効でない場合は、ネットワークの到達可能性の
ポーリングはできません。

agentipサブコマンドの詳細は、91ページの「OS監視機能を追加する」を参照して
ください。

add server コマンドは、サーバーに対して 1 回だけ発行します。監視を有効にした
り無効にしたりたびに発行する必要はありません。

注 –プロビジョニング可能なサーバーの IPアドレスが変更された場合は、監視を有効
または無効にする前に set server コマンドを再度使用します。
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Sun N1 System Managerにおける、検出されたサーバーおよび初期化されたオペレー
ティングシステム用の監視のデフォルトのステータスは次のとおりです。

ハードウェア監視のデフォルトのステータス
デフォルトでは、サーバーまたはその他ハードウェアが検出されると、そのサー
バーまたはハードウェアの監視が有効になります。サーバーを監視するには、その
サーバーが検出されていて、正しく N1 System Managerに登録されている必要が
あります。このプロセスは、49ページの「サーバーの検出」で説明しています。
デフォルトでは、管理サーバーのすべてに対してハードウェアセンサーの監視が有
効になります。サーバーが削除され、再検出された場合は、そのサーバーに関す
る、監視のためのすべての状態が失われます。これは、サーバーを削除したときに
そのサーバーに対して監視が有効であったかどうかに関係ありません。デフォルト
では、サーバーが再び検出されると、監視は trueに設定されます。サーバーの検
出の詳細は、51ページの「新しいサーバーを検出する」を参照してください。

OSリソースの使用監視のデフォルトステータス
デフォルトは無効です。プロビジョニング可能なサーバーに OSが正しくプロビ
ジョニングされ、N1 System Manager 管理機能がサポートされると (add server
featureコマンドを、agentipを付けて実行)、OSリソースの使用状況の監視が
有効になります。OSのプロビジョニングは、N1 System Managerまたは外部 OS
インストールで行うことができます。

特定の OSリソースの使用属性の値を監視する必要がない場合は、その属性を監視
するためのしきい値を無効にすることができます。この場合、他の OSリソースの
使用属性は引き続き監視することができます。これで、不要なアラームを防ぐこと
ができます。例 5–4に、この方法が示されています。しきい値の全般的な情報につ
いては、155ページの「監視しきい値」を参照してください。

ネットワーク到達可能性監視のデフォルトのステータス
デフォルトでは、プロビジョニング可能なサーバーの管理インタフェースが検出さ
れると、そのインタフェースの監視が有効になります。デフォルトでは、管理機能
が追加されると、他のインタフェースの監視も有効になります。

� サーバーを監視する
ここでは、コマンド行を使用して、サーバーのハードウェア健全性とオペレーティン
グシステムのリソース使用、ネットワークの到達可能性の監視を有効にする手順を説
明します。

サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。
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2. set serverを使用して monitored 属性を、true に設定します。

N1-ok> set server server monitored true

この手順の serverは、監視するプロビジョニング可能なサーバーの名前です。

3. サーバーの詳細を表示します。

N1-ok> show server server

� サーバーグループを監視する
サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。この手順は、OSリソースの使用状況の監視には重
要ですが。ハードウェアの健全性の監視には重要ではありません。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. set groupを使用して monitored 属性を、true に設定します。

N1-ok> set group group monitored true

このコマンドは、指定された名前のグループのサーバーに対して実行されます。詳
細は『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「set
group」を参照してください。この手順の groupは、監視するプロビジョニング可
能なサーバーのグループの名前です。

3. サーバーグループの詳細を表示し、グループ内の各サーバーに対して監視が有効に
なっていることを確認します。

N1-ok> show group group

4. グループ内の個別サーバーの特定の監視詳細を表示します。

N1-ok> show server server

詳細な監視情報が出力に表示されます。表示される情報は、ハードウェア健全性、
OSリソースの使用、ネットワークの到達可能性の監視のポーリング間隔およびし
きい値です。ポーリング間隔については、166ページの「ポーリング間隔の設定」
で説明しています。監視しきい値については、155ページの「監視しきい値」で説
明しています。

� サーバーの監視を無効にする
保守作業を行う場合は、ハードウェアコンポーネントの監視を無効にして、イベント
が生成されないようにすることができます。

始める前に

手順
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. set serverを使用して monitored 属性を、false に設定します。

N1-ok> set server server monitored false

この例の serverは、監視を停止するプロビジョニング可能なサーバーの名前です。
このコマンドを実行すると、指定したサーバーの監視が無効になります。サーバー
の監視を無効にすると、そのサーバーに関する属性のしきい値違反があっても、イ
ベントは生成されません。

3. サーバーの詳細を表示します。

N1-ok> show server server

監視が無効であることが出力に示されます。

特定の OSリソースの使用属性の値を監視する必要がない場合は、その属性を監視
するためのしきい値を無効にすることができます。この場合、他の OSリソースの
使用属性は引き続き監視することができます。これで、不要なアラームを防ぐこと
ができます。例 5–4に、この方法が示されています。しきい値の全般的な情報につ
いては、155ページの「監視しきい値」を参照してください。OSリソースの使用
監視機能は完全に削除することもできます。93ページの「OS監視機能を削除す
る」を参照してください。

� サーバーグループの監視を無効にする
ここでは、サーバーグループの監視を無効にする手順を説明します。保守作業を行う
場合は、ハードウェアコンポーネントの監視を無効にして、イベントが生成されない
ようにすることができます。

注 –サーバーの監視を無効にすると、そのサーバーのハードウェア健全性監視、OS監
視、ネットワークの到達可能性監視のすべてが無効になります。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. set groupを使用して monitored 属性を、false に設定します。

N1-ok> set group group monitored false

このコマンドは、指定された名前のグループのサーバーに対して実行されます。詳
細は『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「set
group」を参照してください。この手順の groupは、監視を停止するプロビジョニ
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ング可能なサーバーのグループの名前です。このコマンドを実行すると、グループ
内のすべてのサーバーの監視が無効になります。サーバーグループの監視を無効に
すると、そのグループ内のサーバーに関する属性のしきい値違反があっても、イベ
ントは生成されません。

3. サーバーグループの詳細を表示して、グループ内のすべてのサーバーに対して監視
が無効になっていることを確認します。

N1-ok> show group group

監視しきい値
監視対象の属性の値は、しきい値と比較されます。下限および上限しきい値を定義
し、それらの値を設定することができます。

属性データは、定期的にしきい値と比較されます。このポーリング間隔の設定は変更
できます。ポーリング間隔の詳細は、166ページの「ポーリング間隔の設定」を参照
してください。

監視対象属性がポーリングされ、その属性値がデフォルトまたはユーザー定義のしき
い値安全範囲外の場合は、イベントが生成され、ステータスが発行されます。属性値
が下限しきい値を下回るか、上限しきい値を上回ると、そのしきい値の重要度に応じ
て、イベントが生成され、「回復不能」か「重大」、または「警告」いずれかのス
テータスが示されます。どちらでもない場合は、属性値が取得できることを前提とし
て、監視属性のステータスは「正常」になります。

属性値そのものが取得できない場合は、イベントが生成され、監視対象の属性のス
テータスが「不明」であることが示されます。サーバーにはアクセス可能だが、監視
エージェントに SNMPポート 161で通信できない場合、OSリソースの健全性が
unknownになります。

nonrecoverable、critical、および warningについては、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show server」を参照してくだ
さい。

しきい値が範囲外の場合の現象について
監視対象の属性の値が「警告上限」しきい値を上回った場合は、「警告上限」のス
テータスが発行されます。この値が上昇し続けて、「重大上限」しきい値を過ぎる
と、「重大上限」のステータスが発行されます。値がさらに上昇し続けて、「回復不
能上限」しきい値を上回ると、「回復不能上限」のステータスが発行されます。

逆に値が下がって安全範囲に戻った場合は、値が「警告上限」しきい値より低くなる
まで、イベントは生成されません。値が戻ると、イベントが生成され、ステータスと
して「正常」が示されます。

第 5章 •サーバーの監視 155



監視対象の属性の値が「警告下限」しきい値を下回った場合は、「警告下限」のス
テータスが発行されます。この値が下がり続けて、「重大下限」しきい値を過ぎる
と、「重大下限」のステータスが発行されます。値がさらに下がり続けて、「回復不
能下限」しきい値を下回ると、「回復不能下限」のステータスが発行されます。

逆に値が上がって安全範囲に戻った場合は、値が「警告下限」しきい値より高くなる
まで、イベントは生成されません。値が戻ると、イベントが生成され、ステータスと
して「正常」が示されます。

OSリソースの使用属性のしきい値は、コマンド行から設定できます。この作業につ
いては、164ページの「しきい値の設定」で説明します。割合を測定するしきい値の
場合、有効な範囲は 0%～ 100％です。この範囲外のしきい値を設定しようとする
と、エラーになります。割合を測定しない属性の場合、その値は、システム内のプロ
セッサ数と導入先の使用特性に依存します。

導入状況に応じたしきい値の調整
一定期間使用したあとで、適切なOSリソース使用の属性値の設定レベルが判明する
ことがあります。イベントの生成、およびポケットベルまたは電子メールアドレスへ
の通知の送信に関して、本当に妥当な値に近いものが判明したら、しきい値を調整す
ることができます。たとえば、特定の属性が「警告上限」しきい値レベルに達するた
びに通知を受けるようにすることができます。

導入先で重要な属性の場合は、「警告上限」しきい値レベルを小さい割合値に設定し
て、できるだけ早期に値の上昇が分かるようにすることができます。

� サーバーのしきい値を取得する
サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. show server コマンドを入力します。

N1-ok> show server server

この例の serverは、しきい値を取得するプロビジョニング可能なサーバーの名前で
す。

サーバーのハードウェア健全性、OSリソースの使用、ネットワークの到達可能性
などの詳細な監視しきい値情報が出力に表示されます。具体的な値が設定されてい
ない場合は、デフォルト値が表示されます。
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詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show server」を参照してください。

デフォルトしきい値の管理
N1 System Managerソフトウェアでは、一部の OSリソース使用属性について、工場
出荷時のデフォルトしきい値が用意されています。これらの値は、百分率で表されて
います。表 5–1は、これら OSリソースの使用属性のデフォルト値の一覧です。

注 –今回のバージョンの Sun N1 System Managerでは、ハードウェアの健全性属性の
しきい値の設定および変更はサポートされていません。

表 5–1 OSリソースの使用属性のデフォルトしきい値の出荷時設定

属性名 説明 デフォルトしきい値 デフォルトしきい値

cpustats.pctusage CPU全体の使用率 warninghigh 80% criticalhigh 90%

cpustats.pctidle CPUアイドル率 warninglow 20% criticallow 10%

memusage.pctmemused メモリーの使用率 warninghigh 80% criticalhigh 90%

memusage.pctmemfree メモリーの未使用率 warninglow 20% criticallow 10%

memusage.pctswapused スワップ空間の使用
率

warninghigh 80% criticalhigh 90%

fsusage.pctused ファイルシステム空
間の使用率

warninghigh 80% criticalhigh 90%

表 5–2に、OSリソース使用属性とそのデフォルト値の完全な一覧を示します。工場
出荷時のデフォルト値が存在するものについては、かっこ内にその値を示していま
す。

表 5–2 OSリソースの使用属性 (すべて)

属性名 説明
サポートされるしき
い値 (デフォルト)

サポートされるしきい
値 (デフォルト)

cpustats.loadavg1min 待ち状態が 1分を超え
るプロセスの平均個数
で表したシステム負荷

warninghigh criticalhigh

cpustats.loadavg5min 待ち状態が 5分を超え
るプロセスの平均個数
で表したシステム負荷

warninghigh criticalhigh
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表 5–2 OSリソースの使用属性 (すべて) (続き)

属性名 説明
サポートされるしき
い値 (デフォルト)

サポートされるしきい
値 (デフォルト)

cpustats.loadavg15min 待ち状態が 15分を超え
るプロセスの平均個数
で表したシステム負荷

warninghigh criticalhigh

cpustats.pctusage CPU全体の使用率 warninghigh
(80%)

criticalhigh
(90%)

cpustats.pctidle CPUアイドル率 warninglow
(20%)

criticallow
(10%)

memusage.pctmemused メモリーの使用率 warninghigh
(80%)

criticalhigh
(90%)

memusage.pctmemfree メモリーの未使用率 warninglow
(20%)

criticallow
(10%)

memusage.mbmemused Mバイト単位の使用メ
モリー

warninghigh criticalhigh

memusage.mbmemfree Mバイト単位の未使用
メモリー

warninglow criticallow

memusage.pctswapused スワップ空間の使用率 warninghigh
(80%)

criticalhigh
(90%)

memusage.mbswapfree Mバイト単位の未使用
スワップ空間

warninglow criticallow

fsusage.pctused ファイルシステム空間
の使用率

warninghigh
(80%)

criticalhigh
(90%)

監視構成ファイルでのしきい値の変更
しきい値のデフォルト値は、monitoring.properties 構成ファイルを編集するこ
とによって変更できます。

monitoring.properties構成ファイルが存在しない場合は、作成して、
/etc/opt/sun/n1gc/ に保存してください。monitoring.properties は、イン
ストール時にデフォルトで作成されるものではありません。

monitoring.properties構成ファイル内の表 5–1に示す属性のしきい値を変更す
ると、対応するしきい値の出荷時設定デフォルト値が上書きされます。

monitoring.properties構成ファイルは管理サーバーにのみ保存し、プロビ
ジョニング可能なサーバーには保存しないでください。

monitoring.properties構成ファイルを変更するか、エントリを追加すると、N1
System Managerによって管理されているすべてのプロビジョニング可能なサーバー
に影響します。
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個々のしきい値は、164ページの「しきい値の設定」で説明している手順に従ってコ
マンド行で設定することができます。

monitoring.properties構成ファイルに手動で監視対象項目のデフォルト値を追
加することによってデフォルト値を変更すると、コマンド行から監視対象の属性の値
が個別に設定されているサーバーを除くすべてのプロビジョニング可能なサーバー
に、その変更後のデフォルト値が適用されます。

注 – monitoring.propertiesファイルに対する変更を有効にするために、管理
サーバーや監視対象のプロビジョニング可能なサーバーを再起動する必要はありませ
ん。

百分率で表されるハードウェアの健全性の監視対象属性は、コマンド行から変更する
ことも、また monitoring.propertiesファイルを編集することによって変更する
こともできます。

� サーバーのデフォルトしきい値を変更する
デフォルトしきい値を変更するには、
/etc/opt/sun/n1gc/monitoring.properties ファイルをエディタで編集しま
す。変更できるのは、OSリソースの使用属性に関係するデフォルトしきい値だけで
す。ハードウェアの健全性属性のデフォルトしきい値は変更できません。

サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

1. エディタで /etc/opt/sun/n1gc/monitoring.propertiesファイルを開きま
す。

このファイルが存在しない場合は、作成してください。

2. monitoring.propertiesファイル内のデフォルトしきい値を定義している行を
変更するか、追加します。

threshold. attribute.threshold value

この構文では、thresholdキーワードの後に、しきい値を設定する attributeを続
ける必要があります。attributeは、OSリソースの使用属性です。OSリソースの使
用属性については、148ページの「OSリソースの使用の監視」で説明していま
す。

thresholdは、criticallowか warninglow、warninghigh、criticalhigh
のいずれかです。

値は数字で、通常は百分率値を表します。

始める前に

手順
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3. ファイルを保存します。

変更を有効にするために、管理サーバーおよびプロビジョニング可能なサーバーを
再起動する必要はありません。これで、N1 System Managerが管理するすべての
サーバーに変更後のデフォルトしきい値が適用されます。

ファイルシステム使用のデフォルトしきい値の変更

この例は、ファイルシステム使用のデフォルトの criticalhighしきい値を最大
ファイルシステム使用量の 75%に変更する方法を示しています。
/etc/opt/sun/n1gc/monitoring.properties ファイルに次の行を追加する
か、既存の行を変更します。

threshold.fsusage.pctused.criticalhigh=75

164ページの「しきい値の設定」で説明にしたがってコマンド行からsetコマンドを
使用し、個別にしきい値の値を設定していないかぎり、この値はすべてのプロビ
ジョニング可能なサーバーに適用されます。

しきい値は無効にすることができます。この方法は、例 5–4で示します。

ハードウェアセンサー属性
x86サーバーでは、管理サーバーソフトウェアは、サーバーのサービスプロセッサか
ら IMPIを使って監視するハードウェアセンサー属性リストを取得します。SPARC
アーキテクチャーのサーバーでは、ALOMインタフェースが使用されます。ハード
ウェアセンサー属性の一覧は、サーバー間で、およびファームウェアバージョン間で
変化します。ここでは、いくつかのサーバーおよびファームウェアバージョンの表示
例を示します。表示は、サーバーの種類およびサーバーにある CPU数によって異な
ります。

注 –ハードウェアディスク障害およびメモリーエラーは、このバージョンのN1
System Managerでは監視対象ではありません。

次のリストは、ファームウェアバージョン 2.1.0.16の Sun Fire V40zサーバーのセン
サー名およびその説明の一覧です。

ambienttemp Ambient air temp
bulk.v12-0-s0 Bulk 12V S0 voltage at CPU 0
bulk.v12-2-s0 Bulk 12V S0 voltage at CPU 2
bulk.v12-3-s0 Bulk 12V S0 voltage at CPU 3
bulk.v1_8-s0 Bulk 1.8V S0 voltage
bulk.v1_8-s5 Bulk 1.8V S5 voltage
bulk.v2_5-s0 Bulk 2.5V S0 voltage
bulk.v2_5-s0-dc Bulk 2.5V S0 voltage at DC
bulk.v2_5-s5 Bulk 2.5V S5 voltage
bulk.v3_3-s0 Bulk 3.3V S0 voltage

例 5–1
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bulk.v3_3-s0-dc Bulk 3.3V S0 voltage at DC
bulk.v3_3-s3 Bulk 3.3V S3 voltage
bulk.v3_3-s5 Bulk 3.3V S5 voltage
bulk.v3_3-s5-dc Aux 3.3V S5 voltage at DC
bulk.v5-s0 Bulk 5V S0 voltage
bulk.v5-s0-dc Bulk 5V S0 voltage at DC
bulk.v5-s5 Bulk 5V S5 voltage
bulk.v5-s5-dc Bulk 5V S5 voltage at DC
cd.lp CDROM Light path location LED
cpu0.dietemp CPU 0 Die temperature
cpu0.heartbeat CPU 0 Heartbeat
cpu0.inlettemp CPU 0 Inlet temperature
cpu0.lp CPU 0 Light path location LED
cpu0.mem0.lp CPU 0 Dimm 0 Light path location LED
cpu0.mem1.lp CPU 0 Dimm 1 Light path location LED
cpu0.mem2.lp CPU 0 Dimm 2 Light path location LED
cpu0.mem3.lp CPU 0 Dimm 3 Light path location LED
cpu0.memtemp CPU 0 Memory temperature
cpu0.memvrm.lp CPU 0 Memory VRM Light path location LED
cpu0.v2_5-s0 CPU 0 VDDA (2.5V) S0 voltage
cpu0.v2_5-s3 CPU 0 VDD (2.5V) S3 voltage
cpu0.vcore-s0 CPU 0 VCore S0 voltage
cpu0.vid CPU 0 VID Selection
cpu0.vldt0 CPU 0 LDT0 voltage
cpu0.vrm.lp CPU 0 VRM Light path location LED
cpu0.vtt-s3 CPU 0 DDR VTT S3 voltage
cpu1.dietemp CPU 1 Die temperature
cpu1.heartbeat CPU 1 Heartbeat
cpu1.inlettemp CPU 1 Inlet temperature
cpu1.lp CPU 1 Light path location LED
cpu1.mem0.lp CPU 1 Dimm 0 Light path location LED
cpu1.mem1.lp CPU 1 Dimm 1 Light path location LED
cpu1.mem2.lp CPU 1 Dimm 2 Light path location LED
cpu1.mem3.lp CPU 1 Dimm 3 Light path location LED
cpu1.memtemp CPU 1 Memory temperature
cpu1.memvrm.lp CPU 1 Memory VRM Light path location LED
cpu1.v2_5-s0 CPU 1 VDDA (2.5V) S0 voltage
cpu1.v2_5-s3 CPU 1 VDD (2.5V) S3 voltage
cpu1.vcore-s0 CPU 1 VCore S0 voltage
cpu1.vid CPU 1 VID Selection
cpu1.vldt1 CPU 1 LDT1 voltage
cpu1.vldt2 CPU 1 LDT2 voltage
cpu1.vrm.lp CPU 1 VRM Light path location LED
cpu1.vtt-s3 CPU 1 DDR VTT S3 voltage
cpu2.dietemp CPU 2 Die temperature
cpu2.heartbeat CPU 2 Heartbeat
cpu2.inlettemp CPU 2 inlet temperature
cpu2.lp CPU 2 Light path location LED
cpu2.mem0.lp CPU 2 Dimm 0 Light path location LED
cpu2.mem1.lp CPU 2 Dimm 1 Light path location LED
cpu2.mem2.lp CPU 2 Dimm 2 Light path location LED
cpu2.mem3.lp CPU 2 Dimm 3 Light path location LED
cpu2.memvrm.lp CPU 2 Memory VRM Light path location LED
cpu2.temp CPU 2 downwind temperature
cpu2.v2_5-s0 CPU 2 VDDA (2.5V) S0 voltage
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cpu2.v2_5-s3 CPU 2 VDD (2.5V) S3 voltage
cpu2.vcore-s0 CPU 2 VCore S0 voltage
cpu2.vid CPU-2 VID Selection
cpu2.vrm.lp CPU 2 VRM Light path location LED
cpu2.vtt-s3 CPU 2 DDR VTT voltage
cpu3.dietemp CPU 3 Die temperature
cpu3.heartbeat CPU 3 Heartbeat
cpu3.inlettemp CPU 3 inlet temperature
cpu3.lp CPU 3 Light path location LED
cpu3.mem0.lp CPU 3 Dimm 0 Light path location LED
cpu3.mem1.lp CPU 3 Dimm 1 Light path location LED
cpu3.mem2.lp CPU 3 Dimm 2 Light path location LED
cpu3.mem3.lp CPU 3 Dimm 3 Light path location LED
cpu3.memvrm.lp CPU 3 Memory VRM Light path location LED
cpu3.temp CPU 3 downwind temperature
cpu3.v2_5-s0 CPU 3 VDDA (2.5V) S0 voltage
cpu3.v2_5-s3 CPU 3 VDD (2.5V) S3 voltage
cpu3.vcore-s0 CPU 3 VCore S0 voltage
cpu3.vid CPU-3 VID Selection
cpu3.vrm.lp CPU 3 VRM Light path location LED
cpu3.vtt-s3 CPU 3 DDR VTT voltage
cpuplanar.lp Daughtercard Light path location LED
fan1.tach Fan 1 measured speed
fan10.tach Fan 10 measured speed
fan11.tach Fan 11 measured speed
fan12.tach Fan 12 measured speed
fan2.tach Fan 2 measured speed
fan3.tach Fan 3 measured speed
fan4.tach Fan 4 measured speed
fan5.tach Fan 5 measured speed
fan6.tach Fan 6 measured speed
fan7.tach Fan 7 measured speed
fan8.tach Fan 8 measured speed
fan9.tach Fan 9 measured speed
faultswitch System Fault Indication
floppy.lp Floppy Light path location LED
frontpanel.lp LCD Light path location LED
g0.vldt1 AMD-8131 PCI-X Tunnel 0 LDT1 voltage
g1.vldt1 AMD-8131 PCI-X Tunnel 1 LDT1 voltage
gbeth.temp Gigabit ethernet local temperature
golem-v1_8-s0 AMD-8131 PCI-X Tunnel 1.8V S0 voltage
identifyswitch Identify switch
pci1.lp PCI Slot 1 Light path location LED
pci2.lp PCI Slot 2 Light path location LED
pci3.lp PCI Slot 3 Light path location LED
pci4.lp PCI Slot 4 Light path location LED
pci5.lp PCI Slot 5 Light path location LED
pci6.lp PCI Slot 6 Light path location LED
pci7.lp PCI Slot 7 Light path location LED
pcifan.lp Fan Board Light path location LED
planar.lp Motherboard Light path location LED
scsibp.lp SCSI Backplane Light path location LED
scsibp.temp SCSI Disk backplane temperature
scsifault SCSI Disk Fault Switch
sp.temp SP local temperature
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vldt-reg1-dc LDT Regulator 1 Voltage
vldt-reg2-dc LDT Regulator 2 Voltage

次のリストは、ファームウェアバージョン 2.1.0.16の Sun Fire V20zサーバーのセン
サー名およびその説明の一覧です。

ambienttemp Ambient air temp
bulk.v12-0-s0 Bulk 12v supply voltage (cpu0)
bulk.v12-1-s0 Bulk 12v supply voltage (cpu1)
bulk.v1_8-s0 Bulk 1.8v S0 voltage
bulk.v1_8-s5 Bulk 1.8v S5 voltage
bulk.v2_5-s0 Bulk 2.5v S0 voltage
bulk.v2_5-s5 Bulk 2.5v S5 voltage
bulk.v3_3-s0 Bulk 3.3v supply
bulk.v3_3-s3 Bulk 3.3v S3 voltage
bulk.v3_3-s5 Bulk 3.3v S5 voltage
bulk.v5-s0 Bulk 5v supply voltage
bulk.v5-s5 Bulk 5v S5 voltage
cd.lp CD-ROM Light path location led
cpu0.dietemp CPU 0 die temp
cpu0.heartbeat CPU 0 heartbeat
cpu0.lp CPU 0 Light path location led
cpu0.mem0.lp CPU 0 Dimm 0 Light path location led
cpu0.mem1.lp CPU 0 Dimm 1 Light path location led
cpu0.mem2.lp CPU 0 Dimm 2 Light path location led
cpu0.mem3.lp CPU 0 Dimm 3 Light path location led
cpu0.memtemp CPU 0 memory temp
cpu0.memvrm.lp CPU 0 Memory VRM Light path location led
cpu0.temp CPU 0 low side temp
cpu0.v2_5-s0 CPU VDDA voltage
cpu0.v2_5-s3 CPU 0 VDDIO voltage
cpu0.vcore-s0 CPU 0 core voltage
cpu0.vid CPU-0 VID output
cpu0.vldt1 CPU0 HT 1 voltage
cpu0.vldt2 CPU 0 HT 2 voltage
cpu0.vrm.lp CPU 0 VRM Light path location led
cpu0.vtt-s3 CPU 0 VTT voltage
cpu1.dietemp CPU 1 die temp
cpu1.heartbeat CPU 1 heartbeat
cpu1.lp CPU 1 Light path location led
cpu1.mem0.lp CPU 1 Dimm 0 Light path location led
cpu1.mem1.lp CPU 1 Dimm 1 Light path location led
cpu1.mem2.lp CPU 1 Dimm 2 Light path location led
cpu1.mem3.lp CPU 1 Dimm 3 Light path location led
cpu1.memtemp CPU 1 memory temp
cpu1.memvrm.lp CPU 1 Memory VRM Light path location led
cpu1.temp CPU 1 low side temp
cpu1.v2_5-s3 CPU 1 VDDIO voltage
cpu1.vcore-s0 CPU 1 core voltage
cpu1.vid CPU-1 VID output
cpu1.vrm.lp CPU 1 VRM Light path location led
cpu1.vtt-s3 CPU 1 VTT voltage
fan1.tach Fan 1 measured speed
fan2.tach Fan 2 measured speed
fan3.tach Fan 3 measured speed
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fan4.tach Fan 4 measured speed
fan5.tach Fan 5 measured speed
fan6.tach Fan 6 measured speed
faultswitch Fault switch (source for eval)
floppy.lp Floppy Disk Drive Light path location led
frontpanel.lp LCD Light path location led
g.vldt1 AMD-8131 PCI-X Tunnel HT 1 voltage
gbeth.temp Gigabit ethernet temp
golem.temp PCIX bridge temp
hdd1.lp Hard Disk Drive 1 Light path location led
hdd2.lp Hard Disk Drive 2 Light path location led
hddbp.lp Hard Disk Drive Backplane Light path location led
hddbp.temp Disk drive backplane temp
identifyswitch Identify switch
pci1.lp PCI Slot 1 Light path location led
pci2.lp PCI Slot 2 Light path location led
planar.lp Motherboard Light path location led
ps.fanfail Power Supply fan failure sensor
ps.lp Powersupply Light path location led
ps.tempalert Power Supply too hot sensor
sp.temp SP temp
thor.temp AMD-8111 I/O Hub temp

これらのセンサーの多くから N1 System Managerによって、監視データが取得され
ます。Sun Fire x4100および x4200サーバーでは、アナログセンサー以外のセンサー
はデータの取得には使用されません。ファンの速度、電圧と温度を示すセンサーのみ
がデータの取得に使用されます。Sun Fire x4100および x4200サーバーのセンサーの
説明は、Sun Fire x4100および x4200サーバーの製品マニュアルの IPMIに関する情
報を参照してください

しきい値の設定
個別サーバーに監視対象オブジェクトのしきい値を設定することができます。コマン
ド行から監視対象オブジェクトの属性のしきい値を設定すると、該当するオブジェク
トのその属性に関するしきい値の出荷時設定が無効になります。
monitoring.properties構成ファイルの属性に関するエントリは、どれもオー
バーライドされます。

� サーバーに対するしきい値を設定する
サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

始める前に

手順
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2. threshold 属性を付けて set server コマンドを使用します。

この構文では、thresholdキーワードのあとに、しきい値を設定する attributeを
続ける必要があります。attributeは、OSリソースの使用属性です。OSリソース使
用属性の説明は、148ページの「OSリソースの使用の監視」に、一覧は表 5–2に
あります。

thresholdは、criticallow warninglow、warninghigh、criticalhighのい
ずれかです。値は数字で、通常は百分率を表します。

� しきい値を 1つ設定するには、次のように入力します。

N1-ok> set server server threshold attribute threshold value

� サーバーに対して複数のしきい値を設定するには、次のように入力します。

N1-ok> set server server threshold attribute threshold value threshold value

サーバーの CPU使用に関する複数のしきい値の設定

この例は、 serv1 という名前のプロビジョニング可能なサーバーで、CPU 使用の
warninghighしきい値を 53パーセントに設定する方法を示しています。また、
criticalhighしきい値を 75パーセントに設定しています。

N1-ok> set server serv1 threshold cpustats.pctusage warninghigh 53 criticalhigh 75

serv1という名前のサーバーについては、これらの値が、管理サーバー上の
monitoring.properties構成ファイルに保存されているデフォルト値に優先しま
す。

サーバーのファイルシステム使用に関する複数しきい値の設定

この例では、 serv1 という名前のプロビジョニング可能なサーバー で
warninghighしきい値を 75パーセントに設定しています。また、criticalhigh
しきい値を 87パーセントに設定しています。

N1-ok> set server serv1 threshold fsusage.pctused warninghigh 75 criticalhigh 87

サーバーのファイルシステム使用しきい値の削除

この例は、serv1という名前のプロビジョニング可能なサーバーに設定されている
warninghighしきい値を削除する方法を示しています。

N1-ok> set server serv1 threshold fsusage warninghigh none

この場合は、このしきい値の該当する重要度の以前の設定値が削除されます。このし
きい値の重要度値が、monitoring.properties構成ファイルに保存されているデ
フォルトしきい値や、出荷時設定のデフォルト値 (この属性に存在する場合)に戻るこ
とはありません。実際には、このサーバーのファイルシステム使用の warninghigh
しきい値に関する監視は無効になります。

例 5–2

例 5–3

例 5–4
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� サーバーグループに対するしきい値を設定する
サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. threshold 属性を付けて set group コマンドを使用します。

この構文では、thresholdキーワードのあとに、しきい値を設定する attributeを
続ける必要があります。attributeは、OSリソースの使用属性です。OSリソース使
用属性の説明は、148ページの「OSリソースの使用の監視」に、一覧は表 5–2に
あります。

thresholdは、criticallow warninglow、warninghigh、criticalhighのい
ずれかです。値は数字で、通常は百分率を表します。

� サーバーグループのしきい値を 1つ変更する場合は、次の構文を使用します。

N1-ok> set group group threshold attribute threshold value

� サーバーグループの複数のしきい値を変更する場合は、次の構文を使用しま
す。

N1-ok> set group group threshold attribute threshold value threshold value

サーバーグループのファイルシステム使用に関する複数のしきい値
の設定

次の例は、grp3という名前のプロビジョニング可能なグループのファイルシステム
使用の warninghighしきい値を 75パーセントに設定する方法を示しています。ま
た、criticalhighしきい値を 87パーセントに設定しています。

N1-ok> set group grp3 threshold fsusage.pctused warninghigh 75 criticalhigh 87

ポーリング間隔の設定
オブジェクトの監視とは、監視対象オブジェクトを定期的に検査、すなわち、ポーリ
ングすることです。ポーリングの頻度は、ポーリング間隔を設定することによって制
御します。監視対象オブジェクトのポーリング間隔がどのぐらいが適切かは、監視対
象のオブジェクトやその環境、監視対象のオブジェクトが置かれているパフォーマン

始める前に

手順

例 5–5
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ス条件に関係しています。ファンなどのサーバーハードウェアオブジェクトなど、一
部の監視対象オブジェクトについては、デフォルトのポーリング間隔が用意されてい
ます。デフォルトのポーリング間隔は、setコマンドを使用して特定の間隔値が設定
されていないすべてのサーバーおよびサーバーグループに適用されます。

監視構成ファイルでのポーリング間隔の変更
ハードウェアの健全性や OSリソースの使用、ネットワークの到達可能性のポーリン
グ間隔値は、monitoring.properties 構成ファイルを編集することによって変更
できます。

注 – OS監視が有効でない場合は、ネットワークの到達可能性のポーリングはできませ
ん。

monitoring.properties構成ファイルが存在しない場合は、作成し、
/etc/opt/sun/n1gc/monitoring.propertiesに保存してください。デフォル
トでは、インストール時に monitoring.propertiesは作成されません。

N1 System Managerソフトウェアには、出荷時設定のデフォルトポーリング間隔が用
意されています。これらの値は秒単位で表します。出荷時設定のデフォルト値は、表
5–3に示すとおりです。

表 5–3デフォルトポーリング間隔の出荷時設定

監視のタイプ デフォルトのポーリング間隔

ハードウェアの健全性 120秒

OSリソース 120秒

ネットワークの到達可能性 60秒

monitoring.properties構成ファイルを変更すると、出荷時設定のデフォルト値
は上書きされます。

注 –設定可能な最小デフォルトポーリング間隔は 60秒です。

monitoring.properties構成ファイルは管理サーバーにのみ存在し、プロビ
ジョニング可能なサーバーには存在しません。monitoring.properties構成
ファイルに保存されているデフォルトのポーリング間隔を変更すると、N1 System
Managerによって管理されているすべてのプロビジョニング可能なサーバーに影響し
ます。

monitoring.propertiesファイルに対する変更を有効にするために、管理サー
バーや監視対象のプロビジョニング可能なサーバーを再起動する必要はありません。
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monitoring.properties内のデフォルトポーリング間隔は、コマンド行から特定
のサーバーまたはサーバーグループに対して個別に値が設定されていないかぎり、す
べてのサーバーに適用されます。169ページの「ポーリング間隔の設定」で説明して
いるように、個別のポーリング間隔は、setコマンドを使用して設定します。

導入状況に応じたポーリング間隔の調整
インストールして配備したあと、ある程度の使用期間が経過すると、ハードウェアの
健全性属性や OSリソースの使用属性をどのぐらいの頻度でポーリングすべきか、ま
たネットワークの到達可能性をどのぐらいの頻度でポーリングする必要があるかが判
明してきます。N1 System Managerの構成は、重要なイベントという観点から何を重
視するかによって異なります。ポーリング間隔を設定あるいはデフォルトポーリング
間隔を変更する場合は、N1 System Managerソフトウェアを使って管理するサーバー
数を考慮してください。また、プロビジョニング可能なサーバーのアプリケーション
負荷、予想アプリケーション負荷およびネットワークの能力も考慮してください。イ
ベントに対する期待応答性も関係してきます。イベントの発生とともに速やかに対処
できる場合は、より頻繁にポーリングを行うのが適切です。

導入状況に応じたポーリング間隔の調整に関する詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「N1 System Managerのパフォーマ
ンスを向上させる」を参照してください。

� サーバーのポーリング間隔値を取得する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. show server コマンドを入力します。

N1-ok> show server server

この手順では、serverは、ポーリング間隔を取得するプロビジョニング可能なサー
バーの名前です。

サーバーのハードウェア健全性、OSのリソース使用、ネットワークの到達可能性
などの詳細な監視ポーリング間隔情報が出力に表示されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show server」を参照してください。

� サーバーのデフォルトポーリング間隔を変更する
サーバーに管理機能を追加 (90ページの「基本管理および OS管理機能の追加」で説
明しています)し、serverという名前のサーバーで、管理エージェント IPおよびセ
キュリティ資格を有効にします。

手順

始める前に
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1. エディタで /etc/opt/sun/n1gc/monitoring.propertiesファイルを開きま
す。

このファイルが存在しない場合は、作成してください。

2. monitoring.propertiesファイル内のデフォルトポーリング間隔を定義してい
る行を変更するか、追加します。

pollinginterval. monitor=value

この構文では、pollingintervalキーワードが必要です。

monitorは、hardwarehealth、osresources、networkのいずれかです。
ネットワーク到達可能性のポーリングは、OSリソース監視が有効でないかぎり実
行できません。151ページの「監視の有効化」に説明があります。

valueは秒単位で、最小値は 60です。

3. ファイルを保存します。

変更を有効にするために、管理サーバーおよびプロビジョニング可能なサーバーを
再起動する必要はありません。これで、N1 System Managerが管理するすべての
サーバーに変更後のデフォルトポーリング間隔が適用されます。

デフォルト値の変更

この例は、ハードウェアの健全性の監視ポーリング間隔を 180秒、OSリソースの使
用監視ポーリング間隔を 175秒、ネットワークの到達可能性監視ポーリング間隔を
160秒に設定する方法を示しています。monitoring.properties構成ファイルに
次のエントリを入力します。

pollinginterval.hardwarehealth=180
pollinginterval.osresources=175
pollinginterval.network=160

ポーリング間隔の設定
ここでは、サーバーまたはサーバーグループにポーリング間隔を設定する手順を説明
します。

� サーバーのポーリング間隔を設定する
ここでは、コマンド行で、サーバーのポーリング間隔を設定する方法を説明します。
この方法で値を設定すると、出荷時設定のデフォルト値や、
monitoring.properties構成ファイル (存在する場合)内の値が上書きされます。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

手順

例 5–6

手順
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2. monitor 属性を付けて set server コマンドを入力します。

set server server monitor monitor interval value

このコマンドは、指定された名前のサーバーに対して実行されます。ここでは、こ
の名前は serverと表記しています。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマン
ド行レファレンスマニュアル』の「set server」を参照してください。

monitorは、hardwarehealth、osresources、 networkのいずれかです。

valueは秒で表されています。

注 –設定できる最小のポーリング間隔は 60秒です。

サーバーのハードウェアの健全性監視ポーリング間隔の設定

この例は、serv1という名前のプロビジョニング可能なサーバーのハードウェアの健
全性監視ポーリング間隔を 280秒に設定する方法を示しています。

N1-ok> set server serv1 monitor hardwarehealth interval 280

� サーバーグループのポーリング間隔を設定する
この方法で値を設定すると、出荷時設定のデフォルト値や、
monitoring.properties構成ファイル (存在する場合)内の値が上書きされます。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. monitor 属性を付けて set group コマンドを入力します。

set group group monitor monitor interval value

このコマンドは、指定された名前のグループのサーバーに対して実行されます。こ
こでは、この名前は groupと表記しています。詳細は『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「set group」を参照してくだ
さい。

monitorは、hardwarehealth、osresources、 networkのいずれかです。

valueは秒で表されています。

注 –設定できる最小のポーリング間隔は 60秒です。

例 5–7

手順
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サーバーグループのネットワークの到達可能性監視ポーリング間隔
の設定

この例は、grp5という名前のプロビジョニング可能なサーバーグループのネット
ワーク到達可能性監視ポーリング間隔を 250秒に設定する方法を示しています。

N1-ok> set group grp5 monitor network interval 250

MIBの監視
N1 System Managerでは、2つのMIBが提供されています。これらのMIBは、
SNMPを使用して N1 System Managerから他社製監視ツールを使用してデータを取
得できるようにするデータ機構を提供します。また、N1 System Managerによって生
成された SNMP通知の構文解析に、他社製監視ツールを使用できるようにするデータ
機構を提供します。MIB は、/opt/sun/n1gc/etc/ にあります。したがって、これ
らのMIBによって N1 System Managerを照会するすべての SNMPクライアントを使
用することができます。また、SNMPを使用してイベントを確認することも可能にな
ります。次の 2つのMIBが提供されています。

SUN-N1SM-INFO-MIB このMIBは、SNMPクライアントを使用して N1 System
Managerを照会することによって、N1 System Manager
から取得できる情報を記述します。

SUN-N1SM-TRAP-MIB このMIBは、SNMPトラップを受け取ることができる N1
System Managerに関連するすべてのイベントを記述しま
す。

これらのMIBは読み取り専用です。MBIには各オブジェクトの詳細な説明が提供さ
れていますが、これらを使用するには、SNMPの詳細な知識が必要です監視システム
への、トラップ受信を開始する設定方法は、使用している監視システムの性質に
よって異なります。

MIBはハードウエアに依存しません。

例 5–9 SNMPトラップの受信

この例は、単純な UNIX トラップリスナーである snmptrapd コマンドを使用して
N1 System Managerトラップを受信する方法を示しています。

N1-ok> snmptrapd -m all -M /opt/sun/n1gc/etc:/usr/share/snmp/ mibs -P 1010

この例は、snmptrapd を使用し、ポート 1010 の SNMPトラップの監視を開始する
例です。また、SNMPトラップの内容の解析に、/opt/sun/n1gc/etcおよび
/usr/share/snmp/mibsに格納されたMIBを使用するコマンドも示しています。

監視システムへの、トラップ受信を開始する設定方法は、使用している監視システム
の性質によって異なります。

例 5–8
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ジョブの管理
ここでは、ジョブおよびサーバー監視におけるジョブの重要性について説明します。

ジョブは、N1 System Managerで主なアクションを行うたびに 1つ作成されます。
ジョブのログを使用して、現在実行中のアクションのステータスを監視したり、
ジョブが終了したことを確認したりできます。N1 System Managerにおけるアク
ションには、完了までに時間がかかるものがあるため、監視ジョブはとても役立ちま
す。そのようなアクションの 1例として、1つ以上のプロビジョニング可能なサー
バーへの OSディストリビューションのインストールがあげられます。

ジョブは、ブラウザインタフェース の「ジョブ」タブあるいは show job コマンドで
監視できます。show job コマンドは、次の特性のほとんどに関する情報を表示しま
す。

ジョブ ID 生成された一意のジョブ識別子。

日付 ジョブが開始された日付。

ジョブの種類 ジョブの種類。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行
レファレンスマニュアル』の「show job」を参照してください。
type パラメータを付けて show job コマンドを使用すると、
ジョブは次のいずれかに分類されます。

� addbase –基本管理サポート追加
� addbasemonitor – OS監視サポート追加
� createos –メディア (CD/DVD)または ISOファイルから OS
ディストリビューションを作成

� deletejob –ジョブの削除
� discover –サーバー検出
� loadfirmware –ファームウェアアップデートのロード
� loados – OSのロード
� loadupdate – OSアップデートのロード
� refresh –サーバー更新
� removeosmonitor – OS監視サポート削除
� setagentip – OS監視サポートの変更
� start –サーバーの電源投入
� stop –サーバーの電源切断
� unloadupdate – OSアップデートのアンロード

状態 現在のジョブステップの状態。ジョブステップは、ジョブの進行状
況と更新結果を示します。ジョブステップでは、それぞれ種類と開
始日時、ジョブの完了の日付と時刻が示されます。ジョブの進行状
況は、次のステータスとして示されます。このステータスでジョブ
を選別することができます。

未開始 「未開始」状態のジョブは停止できません。
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テスト IDによってジョブを選択し、ジョブの詳細を表示する
と、ジョブの各ステップが 2つ (テストと実際の実行)表
示されます。

実行中 ジョブは現在実行中です。現在実行中のジョブは、
delete job コマンドで削除することはできません。実
行を完了させるか、stop job コマンドで中止します。

ジョブの完了状況は、次の結果で示されます。

完了 ジョブが正常に完了したことを示します。

警告 ジョブの実行中に警告があったことを示します。
警告は、エラーを伴っており、ジョブステップま
たはジョブを終了させるほど重大であることもあ
れば、そうでないこともあります。

停止 ジョブステップが完了する前に停止したことを示
します。

停止中 ジョブはまだ実行中だが、ジョブステップを正常
に完了できない状態を示します。

エラー ジョブステップの一般エラーを示します。

タイムアウト すべてのジョブステップが完了しないうちに
ジョブがタイムアウトした、または、現在のス
テップを終えないうちにジョブの次のステップが
開始されたことを示します。

完了 - 警告は、ジョブがすべてのステップを正常に完了したが、
ジョブの実行中のステップに警告状態の問題が少なくとも 1つあ
り、その問題がエラーでジョブを終了させるほど重大でなかった場
合に、ジョブ全体のステータスとして発行されます。

ジョブは、その状態に従って選別することができます。詳細は、
『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

所有者 ジョブを開始したユーザー。ジョブの作成者ともいいます。

ジョブの結果 完了したジョブの結果の詳細情報です。リモートコマンド操作およ
び他のすべての種類のジョブの完了ステータスの標準出力を見るこ
とができます。
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� ジョブを一覧表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. ジョブの一覧を表示します。

N1-ok> show job all

N1 System Managerのすべてのジョブの一覧が返されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

すべてのジョブの一覧表示

この例は、show job コマンドを all オプションを付けて使用した場合に返される
ジョブ ID別のジョブの一覧を示しています。ジョブが開始された日付と時刻が表示
されています。ジョブの種類、ステータス、ジョブを作成したユーザーの IDも返さ
れます。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
7 2005-09-16T10:51:07-0700 Discovery Completed root
6 2005-09-14T14:42:52-0700 Server Reboot Error root
5 2005-09-14T14:38:25-0700 Server Power On Completed root
4 2005-09-14T14:29:20-0700 Server Power Off Completed root
3 2005-09-09T13:01:35-0700 Discovery Completed root
2 2005-09-09T12:38:16-0700 Discovery Completed root
1 2005-09-09T10:32:40-0700 Discovery Completed root

� 特定のジョブを表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 特定のジョブを表示します。

N1-ok> show job job

指定したジョブの詳細情報が出力に表示されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

手順

例 5–10

手順
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ジョブの詳細の表示

この例は、show job コマンドを、ジョブ ID を付けて使用した場合に返される出力
を示しています。ジョブが開始された日付と時刻、ジョブの種類とステータス、
ジョブを作成したユーザーの IDが表示されています。ジョブの各ステップの詳細も
表示されています。詳細には、ステップが開始時刻と完了時刻、ステップが成功した
かどうかか含まれています。

N1-ok> show job 5
Job ID: 5
Date: 2005-02-14T14:38:25-0700
Type: Server Power On
Status: Completed
Creator: root
Errors: 0
Warnings: 0
Step 1:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/serverPowerOn.sh :[SERVER_NAME] :[JOBID_KEY]
Start: 2005-02-14T14:38:25-0700
Completion: 2005-02-14T14:38:25-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available
Step 2:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/serverPowerOn.sh :[SERVER_NAME] :[JOBID_KEY]
Start: 2005-02-14T14:38:28-0700
Completion: 2005-02-14T14:38:35-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available
Step 3:
Type: 135
Description: connect and lock hosts
Start: 2005-02-14T14:38:25-0700
Completion: 2005-02-14T14:38:25-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available
Step 4:
Type: 135
Description: connect and lock hosts
Start: 2005-02-14T14:38:27-0700
Completion: 2005-02-14T14:38:28-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available
Result 1:
Server: 192.168.200.3
Status: 0
Message: The server operation was successful.
N1-ok>

各ステップの出力は 2つ表示されます。ステップの初めの出力表示はテストの、2つ
目の出力表示はステップの実際の実行のものです。

例 5–11
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� ジョブを停止する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 特定のジョブを停止します。

N1-ok> stop job job

ジョブが停止します。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「stop job」を参照してください。

3. ジョブの詳細を表示します。

N1-ok> show job job

出力の「結果」セクションに、ジョブが停止されたことが示されます。

ジョブはどれも停止できます。ただし、実際には、停止できるのは、その最終ス
テップになっていないジョブだけです。ジョブにはステップが 1つだけのものもあ
り、その場合は停止できません。「未開始」状態のジョブは停止できません。多
くのサーバーからなるグループに対して行う操作は大量のステップから構成され、
時間がかかることがあります。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

リモートコマンドジョブの停止

この例は、ジョブ ID を付けて stop job コマンドを使用すると返される、要求が受
信されたことを確認するメッセージを示しています。

N1-ok> stop job 9

Stop Job "9" request received.

次の例のように、show job コマンドに、停止したジョブのジョブ ID を付けて使用
すると、停止したジョブのより詳細な情報を得ることができます。Statusに、
ジョブが停止されたことの確認が返されます。また、ジョブがリモートコマンド
ジョブであることが確認できます。ジョブの各ステップの詳細も表示されています。
詳細には、ステップが開始時刻と完了時刻、ステップが成功したかどうかか含まれて
います。 Result の項目には、ジョブが取り消されたことが示されています。

N1-ok> show job 9

Job ID: 9
Date: 2005-02-15T16:43:58-0700

手順

例 5–12
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Type: Remote Command
Status: Stopped
Owner: root
Errors: 0
Warnings: 0

Step 1:
Type: 135
Description: connect and lock hosts
Start: 2005-02-15T16:43:58-0700
Completion: 2005-02-15T16:43:58-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

Step 2:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/remotecmd.sh
:[RCMD_KEY]
Start: 2005-02-15T16:43:58-0700
Completion: 2005-02-15T16:43:58-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

Step 3:
Type: 135
Description: connect and lock hosts
Start: 2005-02-15T16:44:00-0700
Completion: 2005-02-15T16:44:00-0700
Result: Complete
Exception: No Data Available

Step 4:
Type: 103
Description: native procedure /bin/sh /opt/sun/n1gc/bin/remotecmd.sh
:[RCMD_KEY]
Start: 2005-02-15T16:44:00-0700
Completion: 2005-02-15T16:44:49-0700
Result: Incomplete - Aborted
Exception: No Data Available

Result :
Server: server1
Status: -1
Message: Command running on server1 was canceled. Command:
/root/sleep.sh 60
Standard Output: Sleeping for 60 seconds...

各ステップの出力は 2つ表示されます。ステップの初めの出力表示はテストの、2つ
目の出力表示はステップの実際の実行のものです。

134ページの「サーバーまたはサーバーグループにリモートコマンドを発行する。」参照
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� ジョブを削除する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 削除するジョブを確認します。

N1-ok> show job all

すべてのジョブおよびジョブ IDが出力に表示されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

3. 適切なジョブを削除します。

N1-ok> delete job job

ジョブが削除されます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「delete job」を参照してください。

4. ジョブが削除されたことを確認します。

N1-ok> show job all

削除したジョブが出力に表示されていないことを確認します。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュア
ル』の「show job」を参照してください。

ジョブの削除

この例は、ジョブを削除する方法を示しています。

まず、show job コマンドをall オプションを付けて使用します。これは、すべての
ジョブを降順で一覧表示します。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
7 2005-02-16T10:51:07-0700 Discovery Completed root
6 2005-02-14T14:42:52-0700 Server Reboot Error root
5 2005-02-14T14:38:25-0700 Server Power On Completed root
4 2005-02-14T14:29:20-0700 Server Power Off Completed root
3 2005-02-09T13:01:35-0700 Discovery Completed root
2 2005-02-09T12:38:16-0700 Discovery Completed root
1 2005-02-09T10:32:40-0700 Discovery Completed root

手順

例 5–13
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ジョブ ID 6にはエラーがあり、削除することができます。削除するジョブのジョブ
ID を付けて delete job コマンドを使用します。

N1-ok> delete job 6

再度 show job コマンドをall オプションを付けて使用します。すべてのジョブが降
順で一覧表示されます。削除されたジョブは、もう一覧には表示されていません。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
7 2005-02-16T10:51:07-0700 Discovery Completed root
5 2005-02-14T14:38:25-0700 Server Power On Completed root
4 2005-02-14T14:29:20-0700 Server Power Off Completed root
3 2005-02-09T13:01:35-0700 Discovery Completed root
2 2005-02-09T12:38:16-0700 Discovery Completed root
1 2005-02-09T10:32:40-0700 Discovery Completed root

すべてのジョブの削除

この例は、すべてのジョブを削除する方法を示しています。

まず、show job コマンドをall オプションを付けて使用します。これは、すべての
ジョブを降順で一覧表示します。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
7 2005-09-16T10:51:07-0700 Discovery Completed root
6 2005-09-14T14:42:52-0700 Server Reboot Error root
5 2005-09-14T14:38:25-0700 Server Power On Completed root
4 2005-09-14T14:29:20-0700 Server Power Off Completed root
3 2005-09-09T13:01:35-0700 Discovery Running root
2 2005-09-09T12:38:16-0700 Discovery Completed root
1 2005-09-09T10:32:40-0700 Discovery Completed root

all オプションを付けて delete job コマンドを使用し、すべてのジョブを削除しま
す。

N1-ok> delete job all

Unable to delete job "3"

all オプションを付けて show job コマンドを使用し、すべてのジョブが正常に削除
されたかどうかを確認します。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
3 2005-09-09T13:01:35-0700 Discovery Running root

ジョブ ID 3 はまだ実行中です。これは、delete job コマンドが発行されたとき
に、ジョブの状態が「実行中」であったためです。ジョブは、削除する前に実行が完
了しているか停止されている必要があります。

例 5–14
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ジョブを停止してから削除するには、停止するジョブのジョブ IDを付けて stop
jobコマンドを使用します。

N1-ok> stop job 3

Stop Job "3" request received.

show job コマンドを使用してジョブが停止されたことを確認します。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator
3 2005-09-09T13:02:35-0700 Discovery Aborted root

ジョブは実行中に停止され、「停止」状態にあります。allオプションを付けて
delete job コマンドを使用し、すべてのジョブを削除します。

N1-ok> delete job all

show job コマンドを使用し、すべてのジョブが削除されたことを確認します。

N1-ok> show job all
Job ID Date Type Status Creator

イベントログエントリの管理
ここでは、イベントおよびサーバー監視におけるイベントの重要性について説明しま
す。

「イベント」は、属性に関係する特定の状態が発生すると生成されます。各イベント
ごとに項目が関連付けられます。たとえば、管理サーバーによってサーバーが検出さ
れた場合、Action.Physical.Discovered という項目でイベントが生成されま
す。イベント項目の完全な一覧は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「create notification」を参照してください。

イベントは監視できます。監視は、監視対象の各サーバーまたは各サーバーグループ
のイベント伝送機能と接続されています。監視対象属性がポーリングされ、その属性
の値がデフォルトまたはユーザー定義のしきい値安全範囲外になった場合は、イベン
トが生成され、ステータスが発行されます。

� イベントに対して通知規則が定義されていて、サーバーに対する監視が有効な場
合、イベントが発生すると、管理サーバーからそのイベントに関する「通知」が送
信されます。

� サーバーに対する監視が無効の場合、そのサーバーに対する監視イベントは生成さ
れません。保守作業を行う場合は、ハードウェアコンポーネントの監視を無効にし
てイベントが生成されないようにすることができます。

監視の詳細は、146ページの「監視の概要」を参照してください。
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通知の詳細は、183ページの「通知の設定」を参照してください。

ライフサイクルイベントは、監視が無効でも引き続き生成されます。ライフサイクル
イベントには、サーバー検出、サーバーの変更または削除、サーバーグループ作成な
どがあります。この種のイベントの通知を要求していた場合は、監視が無効でも引き
続き通知を受けることができます。

イベントが発生すると、ログが作成されます。たとえば、監視対象の IPアドレスが到
達不可能な場合は、イベントが生成されます。ログレコードが 1つ作成され、このレ
コードはブラウザインタフェースで見ることができます。

イベントログの概要
N1 System Managerのインストールおよび構成作業中に、ログを記録するイベントを
設定することができます。また、対話形式でイベント項目に重要度レベルを設定する
こともできます。『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイ
ド』の「N1 System Managerシステムの設定」を参照してください。

ログが保存されなくても、通知は生成することができます。

イベントに関する次の情報を表示するには、logキーワードを付けて showコマンド
を使用します。

� 日時 –イベントの発生日時です。

� 件名 –イベントが発生したサーバー

� 項目 –イベントの項目で、セットアップ通知用に有用です。詳細は、183ページ
の「通知の設定」を参照してください。

� 重要度 –イベントの相対的な重要度

� レベル –イベントの相対的なレベル

� ソース –イベントを生成したコンポーネントの名前ジョブの実行中に生成されたイ
ベントの場合、「ソース」はジョブ番号になります。

� ロール –イベントを発動したユーザーのロールまたはユーザー名

� メッセージ –イベントログメッセージの全文

n1smconfigスクリプトを使用し、ログを保管する日数を変更することができます。
ログを保管する日数を減らすと、ログファイルの平均容量が減少します。この作業に
よって、ログファイルの容量がパフォーマンスに悪影響を与えることを避けることが
できます。n1smconfigスクリプトは、/opt/sun/n1gc/binに保存されます。こ
のスクリプトではログを保持する日数を設定します。ログを記録するには、イベント
カテゴリおよびリソースカテゴリを指定する必要があります。次のイベントカテゴリ
が定義されています。

� Action
� Ereport
� Lifecycle
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� List
� Problem
� Statistic
� all

allイベントカテゴリは、すべてのイベントのログを記録する場合に使用します。各
イベントカテゴリの実際のイベントとの関連については、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「create notification」の通知に
関する項目を参照してください。

� イベントログを表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show log [count count]

イベントの新しい順にイベントログが表示されます。「件数」の値は出力に表示す
るイベント数で、デフォルト値は 500です。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show log」を参照してくだ
さい。

181ページの「イベントログの概要」

� イベントログを選別する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show log [severity severity] [before date] [after date]

指定した条件に一致するイベントのみ出力に表示されます。 date変数値は
2005-07-20T11:53:04というように適切な書式にする必要があります。severity
として有効な値は critical 、fatal、information、 major、minor、
other、unknown 、および warning です。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show log」を参照してくだ
さい。

手順

参照

手順
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� イベントの詳細を表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show log log

イベントの詳細が出力に表示されます。log変数はログ IDです。詳細は、『Sun
N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show log」を参
照してください。

イベントの詳細の表示
N1-ok> show log 72
ID: 72
Date: 2005-03-15T13:35:59-0700
Subject: RemoteCmdPlan
Topic: Action.Logical.JobStarted
Severity: Information
Level: FINE
Source: Job Service
Role: root
Message: RemoteCmdPlan job initiated by root: job ID = 15.

通知の設定
N1 System Managerには、N1 System Manager内でイベントが発生したとき、ある
いはプロビジョニング可能なサーバーで特定のイベントが発生したときに電子メール
または SNMP通知を送信する機能があります。必要とされるさまざまな状況に応じた
通知規則を作成することができます。通知の設定は、コマンド行からのみ行うことが
できます。

発生する、または発生する可能性のあるイベントに基づく「通知規則」を作成するに
は、create notification コマンドを使用します。項目を使用して通知規則を作
成してください。

SNMPトラップを使用する通知を設定する場合は、
/opt/sun/n1gc/etc/SUN-N1SM-TRAP-MIB.mibにある SNMP MIBを使用しま
す。SNMP MIBに関する詳細は、171ページの「MIBの監視」を参照してください。

手順

例 5–15
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イベントの種類ごとに、通知規則を使用し、電子メールまたは SNMPを通信媒体とし
て特定の送信先にイベント発生通知を送信することができます。たとえば、管理サー
バーによって新しいプロビジョニング可能なサーバーが検出されるたびに、イベント
が発生したことを示すメッセージをポケットベルで受け取るようにする通知規則を作
成できます。

create notification notification destination destination topic topic
type type [description description]

このコマンド構文内で使用されている用語の詳細については、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「create notification」を参照し
てください。

N1 System Managerのインストールと設定中に、SMTPサーバーがイベント通知を使
用するよう設定することができます。『Sun N1 System Manager 1.1インストールお
よび構成ガイド』の「N1 System Managerシステムの設定」を参照してください。

通知の表示と変更
通知の詳細は表示または変更するには、notificationオプションを付けて showま
たは setコマンドを使用します。構文およびパラメータの詳細は、N1–okコマンド
行で help show notification または help set notification と入力してくだ
さい。

� 通知を一覧表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show notification all

読み取り権限をもつすべての通知が、出力に表示されます。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show notification」
を参照してください。

手順
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� 通知の詳細を表示する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> show notification notification

指定した通知の詳細が出力に表示されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「show notification」を参照
してください。

通知の詳細の表示
N1-ok> show notification test2
Name: test2
Event Topic: EReport.Physical.ThresholdExceeded
Notifier Type: Email
Destination: nobody@sun.com
State: enabled

� 通知を変更する
ここでは、通知の名前や説明、あるいは送信先を変更する手順を説明します。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> set notification notification name name description description
destination destination

指定した通知属性が、指定した新しい値に変更されます。詳細は、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「set notification」を
参照してください。

通知名の変更

この例は、set notificationコマンドを、nameオプションを付けて使用し、通知の名前
を test2から test3に変更する方法を示しています。

N1-ok> set notification test2 name test3

手順

例 5–16

手順

例 5–17
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通知の作成、テスト、および削除
通知を作成または削除するには、notificationオプションを付けて createまた
は deleteコマンドを使用します。

通知をテストするには、notificationオプションと testサブコマンドを付けて
createコマンドを使用します。

構文およびパラメータの詳細は、N1–ok コマンド行で help create
notification または help delete notification と入力してください。

� 通知を作成、テストする

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> create notification notification topic topic
type type destination destination

通知が作成されて有効になります。詳細および有効な項目については、『Sun N1
System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「create
notification」を参照してください。

3. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> start notification notification test

テスト用の通知メッセージが送信されます。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「start notification」を参照し
てください。

電子メール通知の作成

この例は、物理しきい値を超過したときに電子メールで送信する通知を作成する方法
を示しています。この通知名を test2、送信先の電子メールアドレスを
nobody@sun.comとします。

N1-ok> create notification test2 destination nobody@sun.com
topic EReport.Physical.ThresholdExceeded type email

通知が作成されtことを確認するために、show notification コマンドを使用しま
す。

手順

例 5–18
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N1-ok> show notification
Name Event Topic Destination State
test2 EReport.Physical.ThresholdExceeded nobody@sun.com enabled

SNMP通知の作成

この例は、物理しきい値を超過したときに SNMPで送信する通知を作成する方法を示
しています。この通知名を test23、送信先の SNMPアドレスを sun.comとしま
す。

N1-ok> create notification test23 destination sun.com
topic EReport.Physical.ThresholdExceeded type snmp

通知が作成されtことを確認するために、show notification コマンドを使用しま
す。

N1-ok> show notification
Name Event Topic Destination State
test23 EReport.Physical.ThresholdExceeded sun.com enabled

� 通知を削除する

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> delete notification notification

通知が削除されます。

通知の有効化と無効化
デフォルトでは、通知は作成された時点で有効になります。無効にされていた通知を
有効にするには、notificationオプションを付けて startコマンドを使用しま
す。構文およびパラメータの詳細については、N1–ok コマンド行で help start
notificationと入力してください。

例 5–19

手順
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� 通知を有効にする

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> start notification notification

通知が有効になります。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「start notification」を参照してください。

� 通知を無効にする

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

N1-ok> stop notification notification

通知が無効になります。詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レ
ファレンスマニュアル』の「stop notification」を参照してください。

手順
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第 6章

障害追跡

この章では、次の項目に関する障害追跡情報を提供します。

� 189ページの「セキュリティ」
� 191ページの「OSディストリビューションの障害追跡」
� 198ページの「OSプロファイルの配備失敗」
� 205ページの「OSアップデートの問題」
� 210ページの「Sun Fire V20zおよび V40zサーバーファームウェアをダウンロード
して準備する」

� 211ページの「しきい値違反の処理」

セキュリティ
この節では、セキュリティに関する障害追跡情報を提供します。

Sun N1 System Managerサーバーは、強力な暗号化手法を用いて、管理サーバーと管
理対象の各サーバーとの間の通信の安全を確保します。

Sun N1 System Managerが使用するキーは、Linuxが稼働する各サーバー
の/etc/opt/sun/cacao/security ディレクトリに保存されています。それらの
キーはすべてのサーバーで同じです。Solaris OSが稼働するサーバーでは、これらの
キーは、/etc/opt/SUNWcacao/security ディレクトリに保存されています。

通常の運用では、これらのキーはデフォルトの設定のままにしておくことができます
が、セキュリティキーの再生成が必要になることもあります。たとえば管理サーバー
の rootパスワードが外部に漏れた恐れがある場合などです。
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� 共通エージェントコンテナのセキュリティキーを
再生成する

1. 管理サーバー上でスーパーユーザー権限を使い、共通エージェントコンテナ管理
デーモンを停止します。

Linuxが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

Solaris OSが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm stop

2. create-keysサブコマンドを使用し、セキュリティキーを再作成します。

Linuxが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/sun/cacao/bin/cacaoadm create-keys --force

Solaris OSが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm create-keys --force

3. 管理サーバー上でスーパーユーザー権限を使い、共通エージェントコンテナ管理
デーモンを再起動します。

Linuxが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

Solaris OSが稼働する管理サーバーの場合

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm start

一般的なセキュリティ上の留意点
N1 System Managerを使用する際に、注意しなければならない一般的なセキュリ
ティ上の留意点を次に示します。

� N1 System Managerのブラウザインタフェースの起動に使用する Java™ Web
Consoleは、自己署名の証明書を使用します。これらの証明書は、クライアントと
ユーザーによって適切な信頼レベルをもって取り扱う必要があります。

� シリアルコンソール機能用のブラウザインタフェースによって使用されるターミナ
ルエミュレータアプレットは、アプレットの証明書に基づく認証を提供しません。
またアプレットでは、管理サーバーの SSHv1を有効にする必要があります。証明
書に基づく認証を使用する、または SSHv1を有効にしない場合は、n1shシェル
から、connectコマンドを実行してシリアルコンソールを使用してください。

� プロビジョニング可能なサーバーで管理サーバーからプロビジョニングネットワー
クへの接続に使用される SSHフィンガープリントは、N1 System Managerソフト
ウェアによって自動的に認識されます。この自動認識によって、プロビジョニング
可能なサーバーは、第三者の攻撃を受けやすくなる場合があります。

手順
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� Sun Fire X4100および Sun Fire X4200サーバーのWeb Console (Sun ILOM Web
GUI)自動ログイン機能は、サーバーのサービスプロセッサ証明書を「ログイン」
ページのWebページのソースを参照することができるユーザーに公開してしまい
ます。このセキュリティー上の問題を回避するには、n1smconfigユーティリ
ティを実行することによって自動ログイン機能を使用不可にします。詳細は、
『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「N1 System
Managerシステムの設定」を参照してください。

OSディストリビューションの障害追跡
ここでは、OSの配備が失敗する例、およびその問題を修正する方法を説明します。

ディストリビューションのコピーの失敗
OSディストリビューションの作成に失敗した場合は、ISOイメージの容量を確認し、
また、データが壊れていないことを確かめてください。ジョブの詳細に、次に類似す
る出力がみられることがあります

bash-3.00# /opt/sun/n1gc/bin/n1sh show job 25
Job ID: 25
Date: 2005-07-20T14:28:43-0600
Type: Create OS Distribution
Status: Error (2005-07-20T14:29:08-0600)
Owner: root
Errors: 1
Warnings: 0

Steps
ID Type Start
Completion Result
1 Acquire Host 2005-07-20T14:28:43-0600
2005-07-20T14:28:43-0600 Completed
2 Run Command 2005-07-20T14:28:43-0600
2005-07-20T14:28:43-0600 Completed
3 Acquire Host 2005-07-20T14:28:46-0600
2005-07-20T14:28:46-0600 Completed
4 Run Command 2005-07-20T14:28:46-0600
2005-07-20T14:29:06-0600 Error 1

Errors
Error 1:
Description: INFO : Mounting /images/rhel-3-U4-i386-es-disc1.iso at
/mnt/loop23308
INFO : Version is 3ES, disc is 1
INFO : Version is 3ES, disc is 1
INFO : type redhat ver: 3ES

第 6章 •障害追跡 191



cp: /var/opt/SUNWscs/data/allstart/image/3ES-bootdisk.img: Bad address
INFO : Could not copy PXE file bootdisk.img
INFO : umount_exit: mnt is: /mnt/loop23308
INFO : ERROR: Could not add floppy to the Distro

Results
Result 1:
Server: -
Status: -1
Message: Creating OS rh30u4-es failed.

Solaris 9ディストリビューションへのパッチの適
用
Linuxが稼働する管理サーバーから、サーバーに Solaris 9 OSディストリビュー
ションを配備できない問題は、通常 NFSマウントの問題が原因です。この問題を解決
するには、Solaris 9 OSディストリビューションの mini-rootにパッチを適用する必要
があります。ここでは、必要なパッチを適用する手順を説明します。手順は、次の表
に示すように、管理サーバーおよびパッチサーバーの構成によって異なります。

表 6–1 Solaris 9ディストリビューションへのパッチの適用の作業マップ

管理サーバー パッチサーバー 作業

Red Hat 3.0 u2 Solaris 9 OS x86プラット
フォーム版

193ページの「Solaris 9 OS
x86パッチサーバーを使用し
て Solaris 9 OSディストリ
ビューションにパッチを適用
する」

Red Hat 3.0 u2 Solaris 9 OS SPARC版 196ページの「Solaris 9
SPARC OSパッチサーバーを
使用して Solaris 9 OSディス
トリビューションにパッチを
適用する」

プロビジョニング可能なサーバーの使用による OS
ディストリビューションへのパッチ適用
パッチサーバーを使用して次の作業を行うときは、管理サーバーおよびプロビジョニ
ング可能なサーバーの両方に対して同時に rootでアクセスする必要があります。作業
の一部では、はじめにプロビジョニング可能なサーバーにパッチを適用し、それから
管理サーバーをマウントしてディストリビューションにパッチを適用する必要があり
ます。
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� Solaris 9 OS x86パッチサーバーを使用して Solaris
9 OSディストリビューションにパッチを適用する
ここでは、N1 System Manager内の Solaris 9 OSディストリビューションにパッチを
適用する手順を説明します。この説明の各手順では、パッチサーバーおよび管理サー
バーの両方で実行する必要があります。完了するには、2つの端末ウィンドウを開い
て各手順を実行することをお勧めします。ここでは、まずパッチサーバーにパッチを
適用し、そのあとディストリビューションにパッチを適用する手順で説明します。

� 管理サーバーに Solaris 9 OSディストリビューションを作成します。72ページ
の「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコピーする」または
71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーする」を参照
してください。OS ディストリビューションの ID を表示するには、show os
os-nameと入力します。この番号は、説明の中では DISTRO_IDとしています。

� 管理サーバーではないマシンに Solaris 9 OS x86プラットフォーム版をインストー
ルします。

� Solaris 9 x86 パッチサーバーに/patch ディレクトリを作成します。

� Solaris OS x86ディストリビューションでは、Solaris 9 OS x86パッチサーバーの
/patchディレクトリに次のパッチをダウンロードして展開します。117172-17お
よび 117468-02。パッチは、http://sunsolve.sun.comにあります。

� Solaris OS SPARCディストリビューションでは、Solaris 9 OS x86パッチサーバー
の /patchディレクトリに次のパッチをダウンロードして展開します。
117171-17、117175-02、および 113318-20。これらのパッチも、
http://sunsolve.sun.com で入手できます。

1. Solaris 9 OS x86パッチサーバーにパッチを適用します。

a. rootとしてログインします。

% su
password:password

rootプロンプトが表示されます。

b. Solaris 9パッチサーバーをシングルユーザーモードで再起動します。

# reboot -- -s

c. シングルユーザーモードでパッチディレクトリに移動します。

# cd /patch

d. パッチをインストールします。

# patchadd -M . 117172-17
# patchadd -M . 117468-02

始める前に
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ヒント –マルチユーザーモードに戻るには、Control+Dキーを押します。

2. 管理サーバーでディストリビューションにパッチを適用する準備をします。

a. rootとして管理サーバーにログインします。

% su
password:password

rootプロンプトが表示されます。

b. /etc/exportsファイルをエディタで開きます。

# vi /etc/exports

c. /js *(ro,no_root_squash) を /js *(rw,no_root_squash) に変更しま
す。

d. /etc/exportsファイルを保存して閉じます。

e. NFSを再起動します。

# /etc/init.d/nfs restart

3. 管理サーバーにコピーしたディストリビューションにパッチを適用します。

a. rootとして Solaris 9パッチサーバーにログインします。

% su
password:password

rootプロンプトが表示されます。

b. 管理サーバーをマウントします。

# mount -o rw management-server-IP:/js/DISTRO_ID /mnt

c. 次のいずれかの操作を行いパッチをインストールします。

� x86ディストリビューションにパッチを適用する場合は、次のコマンドを入
力します。

# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117172-17
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117468-02

� SPARCディストリビューションにパッチを適用する場合は、次のコマンド
を入力します。

# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117171-17
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117175-02
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 113318-20
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注 –最初のパッチのインストールでは、部分エラーが発生します。このエ
ラーは無視してください。

d. 管理サーバーをマウント解除します。

# unmount /mnt

4. 管理サーバーで NFSを再起動します。

a. /etc/exportsファイルをエディタで開きます。

# vi /etc/exports

b. /js *(rw,no_root_squash) を /js *(ro,no_root_squash) に変更しま
す。

c. NFSを再起動します。

# /etc/init.d/nfs restart

NFSが再起動します。

これで、Solaris 9 OS SPARCディストリビューションはターゲットサーバーに
配備する準備ができました。

5. Solaris 9 OS x86ディストリビューションを修正します。

a. /js/<distro_id>/Solaris_9/Tools/Boot/boot/solaris に移動しま
す。

# cd /js/<distro_id>/Solaris_9/Tools/Boot/boot/solaris

b. bootenv.rcリンクを作成し直します。

# ln -s ../../tmp/root/boot/solaris/bootenv.rc .

これで、Solaris 9 OS x86ディストリビューションはターゲットサーバーに配備
する準備ができました。

別のディストリビューションにパッチを適用する場合は、 /patch/117172-17
ディレクトリをいったん削除して、unzip 117172-17.zip コマンドを使って
ディレクトリを作成し直さなければならないことがあります。最初のディストリ
ビューションにパッチを適用すると、patchadd コマンドによって、次の patchadd
コマンドの実行で問題を起こすディレクトリに変更が加えられます。

注意事項
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� Solaris 9 SPARC OSパッチサーバーを使用して
Solaris 9 OSディストリビューションにパッチを適
用する
ここでは、N1 System Manager内の Solaris 9 OSディストリビューションにパッチを
適用する手順を説明します。この説明の各手順では、プロビジョニング可能なサー
バーおよび管理サーバーで実行する必要があります。完了するには、2つの端末
ウィンドウを開いて各手順を実行することをお勧めします。ここでは、まずプロビ
ジョニング可能なサーバーにパッチを適用し、そのあとディストリビューションに
パッチを適用する手順で説明します。

� 管理サーバーに Solaris 9 OSディストリビューションを作成します。72ページ
の「CDまたは DVDから OSディストリビューションをコピーする」または
71ページの「ISOファイルから OSディストリビューションをコピーする」を参照
してください。OS ディストリビューションの ID を表示するには、show os
os-nameと入力します。この番号は、説明の中では DISTRO_IDとしています。

� 管理サーバーではないマシンに Solaris 9 OS SPARCプラットフォーム版をインス
トールします。86ページの「サーバーまたはサーバーグループに OSプロファイ
ルをロードする」を参照してください。

� Solaris 9 SPARC パッチサーバーに/patch ディレクトリを作成します。

� Solaris OS x86ディストリビューションでは、Solaris 9 OS x86パッチサーバーの
/patchディレクトリに次のパッチをダウンロードして展開します。117172-17お
よび 117468-02。パッチは、http://sunsolve.sun.comにあります。

� Solaris OS SPARCディストリビューションでは、Solaris 9 OS x86パッチサーバー
の /patchディレクトリに次のパッチをダウンロードして展開します。
117171-17、117175-02、および 113318-20。これらのパッチは、
http://sunsolve.sun.com で入手できます。

1. Solaris 9 OS SPARCマシンをセットアップし、パッチを適用します。

a. スーパーユーザーで Solaris 9マシンにログインします。

% su
password:password

b. Solaris 9マシンをシングルユーザーモードで再起動します。

# reboot -- -s

c. シングルユーザーモードでパッチディレクトリに移動します。

# cd /patch

d. パッチをインストールします。

# patchadd -M . 117171-17
# patchadd -M . 117175-02
# patchadd -M . 113318–20

始める前に
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ヒント –マルチユーザーモードに戻るには、Control+Dキーを押します。

2. 管理サーバーにコピーしたディストリビューションにパッチを適用します。

a. スーパーユーザーで Solaris 9マシンにログインします。

% su
password:password

b. 管理サーバーをマウントします。

# mount -o rw management-server-IP:/js/DISTRO_ID /mnt

c. 次のいずれかの操作を行いパッチをインストールします。

� Solaris OS x86ソフトウェアディストリビューションにパッチを適用する場
合は、次のコマンドを入力します。

# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117172-17
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117468-02

� Solaris OS SPARCソフトウェアディストリビューションにパッチを適用す
る場合は、次のコマンドを入力します。

# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117171-17
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 117175-02
# patchadd -C /mnt/Solaris_9/Tools/Boot/ -M /patch 113318-20

注 –最初のパッチのインストールでは、部分エラーが発生します。このエ
ラーは無視してください。

d. 管理サーバーをマウント解除します。

# unmount /mnt

3. 管理サーバーで NFSを再起動します。

a. /etc/exportsファイルをエディタで開きます。

# vi /etc/exports

b. /js *(rw,no_root_squash) を /js *(ro,no_root_squash) に変更しま
す。

c. NFSを再起動します。

# /etc/init.d/nfs restart

NFSが再起動します。
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これで、Solaris 9 OS SPARCディストリビューションはターゲットサーバーに
配備する準備ができました。

4. Solaris 9 OS x86ディストリビューションを修正します。

a. /js/<distro_id>/Solaris_9/Tools/Boot/boot/solaris に移動しま
す。

# cd /js/<distro_id>/Solaris_9/Tools/Boot/boot/solaris

b. bootenv.rcリンクを作成し直します。

# ln -s ../../tmp/root/boot/solaris/bootenv.rc .

これで、Solaris 9 OS x86ディストリビューションはターゲットサーバーに配備
する準備ができました。

別のディストリビューションにパッチを適用する場合は、 /patch/117172-17
ディレクトリをいったん削除して、unzip 117172-17.zip コマンドを使って
ディレクトリを作成し直さなければならないことがあります。最初のディストリ
ビューションにパッチを適用すると、patchadd コマンドによって、次の patchadd
コマンドの実行で問題を起こすディレクトリに変更が加えられます。

OSプロファイルの配備失敗
次にあげる状態が発生すると、OSプロファイルの配備に失敗する場合があります。

� Sun Fire V40zまたは SPARC V440サーバーに適したパーティションの変更が行わ
れていない。199ページの「Sun Fire V40zまたは SPARC v440サーバー用にデ
フォルトの Solaris OSプロファイルを変更する」を参照してください。

� Sun Fire V20zサーバー上で、Ethernetインタフェースを認識するのに必要なドラ
イバをインストールするようにスクリプトが変更されていない。200ページ
の「Sun Fire V20zサーバー (K2.0マザーボード)用に Solaris 9 OSプロファイルを
変更する」を参照してください。

� DHCPが正しく構成されていない。202ページの「Solaris配備のジョブのタイム
アウトまたは停止」を参照してください。

� OSプロファイルのインストールが、Solaris Core System Supportディストリ
ビューショングループのみである。203ページの「Solaris OSプロファイルのイン
ストールの失敗」を参照してください。

� ターゲットのサーバーが DHCP情報にアクセスできないまたはディストリビュー
ションのディレクトリをマウントできない。203ページの「無効な管理サーバー
ネットマスク」を参照してください。

� 管理サーバーが、「OSのロード」操作中にファイルにアクセスできない。204
ページの「Boot Failed エラーの解決のための NFS の再起動」を参照してくだ
さい。

注意事項
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� Linuxの配備が停止している。203ページの「Linuxの配備の停止」を参照してく
ださい。

障害の解決のために、次の図を使用してください。この図は、プロビジョニング操作
を開始する際に行う手順を示しています。この手順を行うことによって効率的に配備
の問題を解決できます。

Telnet SSH1 

OS 

2 
platform console 

 BIOS 
N1-ok> platform console 

platform power cycle 
 PXE (Preboot Execution Environment) 

N1-ok> platform power cycle 
3 

4 load server osprofile 
OS N1-ok> load server osprofile 

5 

6  eth0  eth1  DH
CP 

� Sun Fire V40zまたは SPARC v440サーバー用にデ
フォルトの Solaris OSプロファイルを変更する
ここでは、デフォルトで作成されている Solaris OSプロファイルを変更する手順を説
明しています。Sun Fire V40zまたは SPARC v440サーバーにデフォルトの Solaris OS
プロファイルを正しくインストールするには、次の変更が必要です。
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1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. デフォルトプロファイルのコピーを作成します。

N1-ok> create osprofile sol10v40z clone sol10

3. ルートパーティションを削除します。

N1-ok> remove osprofile sol10v40z partition /

4. スワップパーティションを削除します。

N1-ok> remove osprofile sol10v40z partition swap

5. 新しいルートパーティションを追加します。

N1-ok> add osprofile sol10v40z partition / device c1t0d0s0 sizeoption free
type ufs

6. 新しいスワップパーティションを追加します。

N1-ok> add osprofile sol10v40z partition swap device c1t0d0s1 size 2000
type swap sizeoption fixed

変更した OSプロファイルのロード方法については、86ページの「サーバーまたは
サーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

� Sun Fire V20zサーバー (K2.0マザーボード)用に
Solaris 9 OSプロファイルを変更する
ここでは、スクリプトを作成して Solaris OSプロファイルに追加する方法を説明しま
す。このスクリプトは、K2.0マザーボードを持つ Sun Fire V20zサーバーが、
Ethernetインタフェースを認識するために必要な Broadcom 5704 NICドライバをイン
ストールします。K1.0マザーボードは、Sun Fire V20zサーバーの初期バージョンで
使用されています。最近のバージョンでは、K2.0マザーボードが使用されています。

注 –このパッチは、K2.0マザーボードに必要なものですが、K1.0マザーボードに対し
て使用しても悪影響はありません。

1. N1 System Managerにログインします。

詳細は、27ページの「N1 System Managerのコマンド行にアクセスする」を参照
してください。

2. 次のコマンドを入力します。

% /opt/sun/n1gc/bin/n1sh show os

手順

参照

手順
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使用可能な OSディストリビューションの一覧が表示されます。Solaris 9ディスト
リビューションの名前をメモします。

3. as_distro.pl スクリプトを実行し、出力を表示します。

# /scs/sbin/as_distro.pl -l

4. Solaris 9 ディストリビューションの DISTRO_ID を書き留めます。

この IDは次の手順で使用します。

5. 次のコマンドを入力します。

# mkdir /js/DISTRO_ID/patch

Solaris 9ディストリビューション用にパッチディレクトリが作成されます。

6. http://sunsolve.sun.comから /js/DISTRO_ID/patchディレクトリに
パッチ 116666-04をダウンロードします。

7. /js/ DISTRO_ID/patchディレクトリに移動します。

# cd /js/DISTRO_ID/patch

8. パッチファイルを展開します。

# unzip 116666-04.zip

9. 次のコマンドを入力します。

# mkdir /js/scripts

10. /js/scripts ディレクトリに、次の 3 行を含む patch_sol9_k2.sh という名
前のスクリプトを作成します。

#!/bin/sh
echo "Adding patch for bge devices."
patchadd -R /a -M /cdrom/patch 116666-04

注 – スクリプトが実行可能ファイルであることを確認します。chmod 775
patch_sol9_k2.sh コマンドを使用します。

11. Solaris 9 OSプロファイルにスクリプトを追加します。

N1-ok> add osprofile osprofile script /js/scripts/patch_sol9_k2.sh type post

Solaris OSプロファイルへのスクリプトの追加

この例は、OSプロファイルをスクリプトに追加する方法を示しています。type属性
には、スクリプトをインストールのあとで実行することが指定されています。

N1-ok> add osprofile sol9K2 script /js/scripts/patch_sol9_k2.sh
type post

例 6–1
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変更した Solaris OSプロファイルをロードするには、86ページの「サーバーまたは
サーバーグループに OSプロファイルをロードする」を参照してください。

Solaris配備のジョブのタイムアウトまたは停止
Solaris OSプロファイルをロードしようとしてｍ「OSの配備」ジョブがタイムアウト
または停止した場合は、ジョブの詳細で出力をチェックしてターゲットのサーバーの
PXEブートが完了していることを確認します。次に例を示します。

PXE-M0F: Exiting Broadcom PXE ROM.
Broadcom UNDI PXE-2.1 v7.5.14
Copyright (C) 2000-2004 Broadcom Corporation
Copyright (C) 1997-2000 Intel Corporation
All rights reserved.

CLIENT MAC ADDR: 00 09 3D 00 A5 FC GUID: 68D3BE2E 6D5D 11D8 BA9A 0060B0B36963
DHCP.

PXEブートに失敗している場合は、N1 System Managerによる管理サーバーの
/etc/dhcpd.confファイルの設定が正しくありません。

注 –最良の診断方法は、ターゲットのマシンのコンソールウィンドウを開き、配備を
実行することです。138ページの「サーバーのシリアルコンソールを開く」を参照し
てください。

/etc/dhcpd.confファイルが正しく設定されていないことが疑われる場合は、次の
手順で設定を変更してください。

� ネットワークインタフェース構成を変更する

1. rootとして管理サーバーにログインします。

2. dhcpd.conf のエラーを調べます。

# vi /etc/dhcpd.conf

3. エラーがある場合は修正する必要があります。次のコマンドを実行します。

# /usr/bin/n1smconfig

n1smconfigユーティリティーが表示されます。

4. プロビジョニングネットワークインタフェースの構成を変更します。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「N1
System Managerシステムの設定」を参照してください。

5. ターゲットのサーバーで OSをロードします。

次の手順

手順
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Solaris OSプロファイルのインストールの失敗
OSプロファイルのインストールが Core System Supportディストリビューショング
ループのみの場合ロードは成功しません。distributiongroup パラメータの値と
して、“Entire Distribution plus OEM Support” を指定してください。これ
によって、必要な SSHのバージョン、および N1 System Managerによって管理する
サーバーに必要なそのほかのツールをインストールするようにプロファイルを構成し
ます。

無効な管理サーバーネットマスク
Solaris 10の配備中に、ターゲットのサーバーが DHCP情報にアクセスできない、ま
たは管理サーバーのディストリビューションディレクトリをマウントできない場合
は、無効なネットマスクによってネットワークに問題があることが考えられます。コ
ンソールに、次に類似する出力がみられます。

Booting kernel/unix...
krtld: Unused kernel arguments: ‘install’.
SunOS? Release 5.10 Version Generic 32-bit
Copyright 1983-2005 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.
Unsupported Tavor FW version: expected: 0003.0001.0000, actual: 0002.0000.0000
NOTICE: tavor0: driver attached (for maintenance mode only)
Configuring devices.
Using DHCP for network configuration information.
Beginning system identification...
Searching for configuration file(s)...
Using sysid configuration file /sysidcfg
Search complete.
Discovering additional network configuration...
Completing system identification...
Starting remote procedure call (RPC) services: done.
System identification complete.
Starting Solaris installation program...
Searching for JumpStart directory...
/sbin/dhcpinfo: primary interface requested but no primary interface is set
not found
Warning: Could not find matching rule in rules.ok
Press the return key for an interactive Solaris install program...

この問題を修正するには、管理サーバーのネットマスク値を 255.255.255.0に設定
します。『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「Sun N1
System Managerシステムを設定する」を参照してください。

Linuxの配備の停止
Linux OSを配備していて、配備が停止する場合は、ターゲットのサーバーのコンソー
ルをチェックしてインストーラが双方向モードになっているかどうかを確認します。
インストーラが双方向モードになっている場合は、管理サーバーからターゲットの
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サーバーへのデータの送信の遅延が原因でタイムアウトしています。この遅延は、通
常、2 つのマシンを接続しているスイッチ (複数の場合もある) の spanning tree が
有効になっているために起こります。スイッチの spanning tree をオフにするか、
管理サーバー とターゲットのサーバーを接続するポートの spanning tree を無効に
してください。

spanning tree がすでに無効になっていて OS の配備が停止する場合は、ネット
ワークに問題があると考えられます。

Boot Failed エラーの解決のための NFS の再起
動

Error: boot: lookup /js/4/Solaris_10/Tools/Boot failed boot:
cannot open kernel/sparcv9/unix
対処方法:このメッセージは、配備している OSによって異なります。「OSのロー
ド」の操作中に、管理サーバーがファイルにアクセスできない場合は、ネットワー
クに問題があると考えられます。この問題を修正する 1つの方法として、NFSを
再起動することがあげられます。

Solarisシステムでは、次のように入力します。

# /etc/init.d/nfs.server stop
# /etc/init.d/nfs.server start

Linuxシステムでは、次のように入力します。

# /etc/init.d/nfs restart

OS監視に関連する wgetコマンドの失敗の解決
add server feature osmonitor agentip に失敗し、次のエラーが表示される場
合は、 wget 情報を手動でインストールする必要があります。 Internal error:
wget command failed: /usr/bin/wget —0 /tmp/hostinstall.pl
http://xx.xx.xx.xx/pub/hostinstall.pl (xx.xx.xx.xx は問題のマシンの IP
アドレス)。

� Solarisシステムの場合は、/usr/sfw/bin/wget内のSUNWwgetuおよび
SUNWwgetrパッケージをインストールします。

� Linuxシステムの場合は、/usr/bin/wget内の wget-から始まるすべての RPM
をインストールします。

管理サーバーの古い SSHエントリが原因で、機能の追加に失敗する場合があります。
add server server-name feature osmonitor agentip コマンドが失敗し、セ
キュリティ違反がないことが確かな場合は、/root/.ssh/known_hostsファイル、
またはプロビジョニング可能なサーバーに対応するファイル内のエントリを削除しま
す。そのあとで addコマンドを再度実行します

204 Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド • 2005年 9月



さらに、基本管理機能を持つサーバーへの OS監視機能の追加に失敗することがあり
ますジョブの出力に次のようなエラーが表示されます。Repeat attempts for
this operation are not allowed. このエラーは、SSH 資格が以前に提供されて
いて変更できないことを示しています。このエラーを回避するには、add server
feature osmonitor コマンドに agentssh 資格をつけないで発行してください。
手順については、91ページの「OS監視機能を追加する」を参照してください。

N1-ok> show job 61
Job ID: 61
Date: 2005-08-16T16:14:27-0400
Type: Modify OS Monitoring Support
Status: Error (2005-08-16T16:14:38-0400)
Owner: root
Errors: 1
Warnings: 0

Steps
ID Type Start Completion Result
1 Acquire Host 2005-08-16T16:14:27-0400 2005-08-16T16:14:28-0400 Completed
2 Run Command 2005-08-16T16:14:28-0400 2005-08-16T16:14:28-0400 Completed
3 Acquire Host 2005-08-16T16:14:29-0400 2005-08-16T16:14:30-0400 Completed
4 Run Command 2005-08-16T16:14:30-0400 2005-08-16T16:14:36-0400 Error

Results
Result 1:
Server: 192.168.2.10
Status: -3
Message: Repeate attempts for this operation are not allowed.

OSアップデートの問題
ここでは、次の障害について、考えられる解決方法について説明しています。

� 205ページの「OSアップデートの作成の失敗」
� 206ページの「OSアップデートの配備失敗」

OSアップデートの作成の失敗
新しい OSアップデートを作成する場合に指定する名前は、一意である必要がありま
す。同様に、作成される OSアップデートも 1つしか存在しないものである必要があ
ります。すなわち、各 OSアップデートのファイル名に加えて、内部パッケージ名、
バージョン、リリース、ファイル名の組み合わせも同じく一意である必要がありま
す。
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たとえば、test1.rpmが、test1という名前の RPMのソースである場合、test2
という名前の別の OSアップデートを、test1.rpmという同じファイル名にすること
はできません。名前に関する問題を回避するために、OSアップデートの名前は、プ
ロビジョニング可能なサーバーの別の既存のパッケージの内部パッケージ名と同じ名
前にしないようにしてください。

OSアップデートを作成する場合は、adminfileの値を指定してください。Solaris
OSアップデートでは、デフォルトの adminファイルは
/opt/sun/n1gc/etc/adminにあります。

mail=
instance=unique
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
rdepend=nocheck
space=quit
setuid=nocheck
conflict=nocheck
action=nocheck
basedir=default
authentication=nocheck

N1 System Managerで、Solarisパッケージの配備に使用されるデフォルトの admin
ファイルの設定は、instance=uniqueです。パッケージの重複でエラーを報告させ
る場合は、adminファイルの設定を instance=quitに変更します。このように変
更すると、重複したパッケージが検出されると、「アップデートのロード」ジョブの
結果にエラーが表示されます。

admin ファイルのパラメータ設定の詳細については、admin(4)のマニュアルページ
を参照してください。Solaris システムで、root ユーザーとして man -s4 admin と入
力すると、マニュアルページを表示できます。

Solarisパッケージには、応答ファイルが必要な場合もあります。OSアップデートを
作成するときに、adminファイルおよび responseファイルを指定する方法につい
ては、97ページの「OSアップデートをコピーする」を参照してください。

OSアップデートの配備失敗
ここでは、次の問題に関する考えられる解決方法について説明しています。

� ジョブを送信する前に発生するエラー
� 「アップデートのロード」ジョブのエラー
� 「アップデートのアンロード」ジョブのエラー
� 「アップデートのロード」の「停止」ジョブのエラー

次の unloadコマンドでは、update は、show update allコマンドを入力して表示
される一覧の updateの名前、またはターゲットのサーバー上にある実際のパッケージ
名のいずれかです。

N1-ok> load server server update update
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常に、パッケージが正しいアーキテクチャーに対して指定されているかどうかを確認
してください。N1 System Managerは、Solaris (x86または SPARC) OSの 32ビット
と 64ビットを区別しません。したがって、パッケージまたはパッチが対応していな
い OSにインストールされた場合は、インストールに失敗する場合があります。
パッケージまたはパッチが正常にインストールされた場合でも、パフォーマンスが低
下した場合は、パッチのアーキテクチャーとOSのアーキテクチャが合致しているこ
とを確認してください。

次に、ジョブが送信される前に発生する可能性がある一般的なエラーを示します。

Target server is not initialized
対処方法: add server feature osmonitor コマンドが発行され、それが成功し
ていることを確認します。

Another running job on the target server
対処方法:サーバーで同時に実行できるジョブは 1つだけです。ジョブが完了した
あとで再度実行します。

Update is incompatible with operating system on target server
対処方法:ターゲットのサーバーの OSの種類が、アップデートの OSの種類に合致
していることを確認します。 N1–ok> プロンプトで、show update
update-nameと入力すると、アップデートの OSの種類を表示できます。

Target server is not in a good state or is powered off
対処方法:ターゲットのサーバーが起動され、稼動中であることを確認します。
N1–ok> プロンプトで、 show server server-name と入力すると、サーバー
のステータスを表示できます。reset server server-name force と入力する
と強制的に再起動することができます。

「アップデートのロード」ジョブが失敗する原因として、次のことが考えられます。

「アップデートのロード」ジョブは、同じパッケージがすでに存在するため、または
上のバージョンのパッケージが存在するために、失敗することがあります。ジョブが
失敗した場合は、ターゲットのサーバーにそのパッケージが存在しないことを確認し
てください。

error: Failed dependencies:

A prerequisite package and should be installed.
対処方法: Linux RPMの依存関係を調べ、解決するために RPMツールを使用しま
す。Solaris システムでは、 admin ファイルのidepend= パラメータを設定しま
す。

Preinstall or postinstall scripts failure: Non-zero status

pkgadd: ERROR: ... script did not complete successfully
対処方法: pre-installationスクリプトまたは post installationスクリプトの考えられ
るエラーを確認し、このエラーを解決します。
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Interactive request script supplied by package
対処方法:このメッセージは、responseファイルが見つからない、または admin
ファイルの設定が正しくないことを示しています。responseファイルを追加し
てこのエラーを修正します。

patch-name was installed without backing up the original files
対処方法:このメッセージは、Solaris OSアップデートがインストールされたときに
元のファイルのバックアップを取らなかったことを示しています。対処の必要はあ
りません。

Insufficient diskspace
対処方法:ディスク領域が十分でないために「アップデートのロード」に失敗する
可能性があります。 df -k と入力して空き容量をチェックします。また、
パッケージの容量も確認します。パッケージの容量が大きすぎる場合は、ター
ゲットのサーバーの使用可能な領域を増やします。

次に、アップデートのロードまたはアンロード操作で発生する停止ジョブのエラーを
示します。

「アップデートのロード」または「アップデートのアンロード」ジョブの停止操作を
行ってもジョブが停止されない場合は、管理サーバーで、次のプロセスが消去された
ことをを手動で確認します。

# ps -ef |grep swi_pkg_pusher
ps -ef |grep pkgadd, pkgrm, scp, ...

プロビジョニング可能なサーバーで実行中のすべてのプロセスをチェックします。

# ps -ef |grep pkgadd, pkgrm, ...

「サーバーのアンロード」および「グループのアンロード」ジョブの一般的なエラー
を次に示します。

この項の以降では、次のコマンドに関係する問題のエラーおよび考えられる解決策を
示します。unload server server-name update update-name および unload
group group-name update update-name。

Removal of <SUNWssmu> was suspended (interaction required)
対処方法:このメッセージは、Solarisパッケージのアンインストールにおける依存
関係の問題を示しています。adminファイルの設定をチェックし、適切
なresponseファイルを提供してください。

Job step failure without error details
対処方法:このメッセージは、ジョブが内部で開始できなかったことを示す可能性
があります。詳細情報を得るには、Sunのサービス担当者に連絡してください。

Job step failure with vague error details: Connection to 10.0.0.xx
対処方法:このメッセージは、パッケージまたは RPMの一部が完全にインストール
されていなかったためにアンインストールに失敗したことを示す可能性がありま
す。この場合は。ターゲットのサーバーで問題のパッケージを手動でインストール
します。次に例を示します。
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RPMを手動でインストールするには、次のコマンドを入力します。

# rpm -Uvh rpm-name

.pkg ファイルを手動でインストールするには、次のコマンドを入力します。

# pkgadd -d pkg-name -a admin-file

パッチを手動でインストールするには、次のコマンドを入力します。

# patchadd -d patch-name -a admin-file

このあとで、unloadコマンドを再度実行してください。

Job hangs
対処方法:ジョブがハングアップしたら、ジョブを停止し、残りのプロセスを手動
で消去してください。次に例を示します。

ジョブを手動で消去するには、次のコマンドを入力します。

# n1sh stop job job-ID

次に、RPMの PIDを検索してプロセスを消去します。次のコマンドを入力しま
す。

# ps -ef |grep rpm-name
# pkill rpm-PID

または、RKGの PIDを検索してプロセスを消去します。次のコマンドを入力しま
す。

# ps -ef |grep pkgadd
# pkill pkgadd-PID

このあとで、unloadコマンドを再度実行してください。

V20zおよび V40zサーバーのファーム
ウェアアップデートのダウンロード
ここでは、Sun Fire V20zおよび V40zサーバーの検出に必要なファームウェアヴァー
ジョンをダウンロードして準備するための詳細情報を示します。
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� Sun Fire V20zおよび V40zサーバーファーム
ウェアをダウンロードして準備する

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。
N1–okプロンプトが表示されます。

2. V20zおよび V40zファームウェアアップデートの zipファイルを保存するディレ
クトリを作成します。

各サーバータイプのファームウェアをダウンロードするために、それぞれ別個の
ディレクトリを作成します。次に例を示します。

# mkdir V20z-firmware V40z-firmware

3. Webブラウザ
で、http://www.sun.com/servers/entry/v20z/downloads.htmlにアク
セスします。

Sun Fire V20z/V40zサーバーのダウンロードのページが表示されます。

4. 「Current Release」をクリックします。
「Sun Fire V20z/V40z NSV Bundles 2.3.0.11」ページが表示されます。

5. 「Download」をクリックします。
ダウンロードの「Welcome」ページが表示されます。ユーザー名とパスワードを入
力して「Login」をクリックします。

「Terms of Use」ページが表示されます。ライセンス契約をよく読みます。ファー
ムウェアをダウンロードするには、ライセンスの規約に同意する必要があります。
「Accept」をクリックしたあとで、「Continue」をクリックします。

「Download」ページが表示されます。ダウンロード可能なファイルの一覧が表示
されます。

6. V20zファームウェアの zipファイルをダウンロードするには、「V20z BIOS and
SP Firmware, English (nsv-v20z-bios-fw_V2_3_0_11.zip)」をクリックします。
手順 2で作成した V20zファームウェア用のディレクトリに 10.21Mバイトの
ファイルを保存します。

7. V40zファームウェアの zipファイルをダウンロードするには、「V40z BIOS and
SP Firmware, English (nsv-v40z-bios-fw_V2_3_0_11.zip)」をクリックします。
手順 2で作成した V40zファームウェア用のディレクトリに 10.22Mバイトの
ファイルを保存します。

8. V20zファームウェアのファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

a. unzipと入力してファイルを展開します。

yと入力して操作を続けます。

sw_imagesディレクトリが抽出されます。

手順
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sw_imagesディレクトリにある次のファイルは、N1 System Managerに
よって V20zのプロビジョニング可能なサーバーのファームウェアをアップ
デートするために使用されます。

� サービスプロセッサ

sw_images/sp/spbase/V2.3.0.11/install.image

� BIOS

sw_images/platform/firmware/bios/ V2.33.5.2/bios.sp

9. V40zファームウェアの zipファイルをダウンロードしたディレクトリに移動しま
す。

a. unzip nsv-v40z-bios-fw_V2_3_0_11.zip と入力して zip ファイルを展
開します。

sw_imagesディレクトリが抽出されます。

sw_imagesディレクトリにある次のファイルは、N1 System Managerに
よって V40zのプロビジョニング可能なサーバーのファームウェアをアップ
デートするために使用されます。

� サービスプロセッサ

sw_images/sp/spbase/V2.3.0.11/install.image

� BIOS

sw_images/platform/firmware/bios/V2.33.5.2/bios.sp

� N1 System Managerにファームウェアアップデートをコピーします。説明は、
106ページの「ファームウェアアップデートをコピーする」にあります。

� 単一のサーバーまたはサーバーグループのプロビジョニング可能なサーバーで
ファームウェアをアップデートします。説明は、108ページの「サーバーまたは
サーバーグループにファームウェアアップデートをロードする」にあります。

しきい値違反の処理
監視対象属性のしきい値が破られると、イベントが生成されます。通知規則を作成し
て、この種のイベントに関して警告を発行させることができます。しきい値違反また
は警告の通知は、イベントログを使って行われます。このログは、ブラウザインタ
フェースで簡単に見ることができます。

create notification コマンドを使って通知を作成し、電子メールで送信する
か、ポケットベルに送信することができます。構文の詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』の「create notification」を参照し
てください。

次の手順
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ハードウェアおよび OSしきい値違反の確認
監視対象のハードウェア健全性属性または OSリソース使用属性の値がしきい値を
破った場合は、そのことがイベントログに示されます。このとき、ブラウザインタ
フェースからイベントログにアクセスできるようになります。ブラウザインタフェー
スからイベントログにアクセスできるようになるために要する時間は、属性のポーリ
ング間隔に依存します。

t + polling interval

tは、違反が発生した時刻を示します。ポーリング間隔は秒単位で、監視対象属性の
次のポーリングまでの時間の長さです。詳細は、166ページの「ポーリング間隔の設
定」を参照してください。イベントログが生成されたことを確認するには、show
logコマンドを使用します。

N1-ok> show log
Id Date Severity Subject Message
.
.
10 2004-11-22T01:45:02-0800 WARNING Sun_V20z_XG041105786
A critical high threshold was violated for server Sun_V20z_XG041105786: Attribute cpu0.vtt-s3 Value 1.32

13 2004-11-22T01:50:08-0800 WARNING Sun_V20z_XG041105786
A normal low threshold was violated for server Sun_V20z_XG041105786: Attribute cpu0.vtt-s3 Value 1.2

ネットワーク接続障害の確認
管理サーバー監視エージェントの IPアドレスまたはデータネットワークにアクセスで
きない場合は、ネットワーク接続に問題があることを示すイベントが生成されます。
これは、ネットワークの到達可能性監視の機能です。詳細は、149ページの「ネット
ワークの到達可能性監視」を参照してください。このとき、ブラウザインタフェース
からイベントログにアクセスできるようになります。ブラウザインタフェースからイ
ベントログにアクセスできるようになるために要する時間は、属性のポーリング間隔
に依存します。

t + polling interval

tは、違反が発生した時刻を示します。ポーリング間隔は秒単位で、監視対象属性の
次のポーリングまでの時間の長さです。詳細は、166ページの「ポーリング間隔の設
定」を参照してください。イベントログが生成されたことを確認するには、show
logコマンドを使用します。

N1-ok> show log
.
.
13 2004-11-19T10:24:33-0800 INFORMATION Sun_V20z_XGserial_number
Ip Address /<ip_address> on server Sun_V20z_XGserial_number is unreachable.

14 2004-11-19T10:24:38-0800 INFORMATION Sun_V20z_XGserial_number
Ip Address /<ip_address> on server Sun_V20z_XGserial_number is unreachable.
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監視障害の確認
151 ページの「監視の有効化」で説明しているように監視が有効で、show server か
show group コマンドの出力にステータスとして「不明」か「アクセス不能」が示さ
れた場合、監視対象のそのサーバーまたはサーバーグループは正常に到達されていま
せん。ステータスが「不明」または「アクセス不能」のままである時間が 5つのポー
リング間隔に相当する時間に達しない場合は、一時的なネットワーク上の問題が発生
していた可能性があります。これに対し、ポーリング間隔 5つに相当する時間を超え
てステータスが「不明」または「アクセス不能」の場合は、監視に問題が発生してい
る可能性があります。監視エージェントの障害が原因である可能性があります。

監視データ出力には、タイムスタンプが示されます。このタイムスタンプとポーリン
グ間隔値の関係に基に、監視エージェントに問題があるかどうかを判定することもで
きます。プロビジョニング可能なサーバーのポーリングに失敗していて、もはや監視
対象でなくなっていると、いくつかのポーリング間隔を経過した後も、プロビジョニ
ング可能なサーバーの監視出力に示されるタイムスタンプが同じままになります。監
視エージェントの障害が原因である可能性があります。
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